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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  式（Ｉ）のテトラミン酸化合物
【化１】

（式中、Ｇは、下記式で表されるか、又は水素である）
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【化２】

、または、式（Ｉ）の農芸化学的に許容可能な塩もしくはＮ－オキシド；
ならびに、
　・式（ＩＩ’）に従って選択されるポリシロキサン
【化３】

（式中、
ｚは０または１であり、
Ｘは０～１００の数字であり、
ｙは０以上であり、
Ｒ’は、Ｒ、１～８個の炭素原子を有するアルキルラジカル、または、水素原子であり、
ＲはＣnＨ2nＯ（ＣeＨ2eＯ）pＫであり、
ｎは３または４であり、
ｅは２、３または４であり、
ｐは３以上であり、
Ｋは、Ｈ、または、４個以下の炭素原子を有するアルキルラジカルである）
  ・ジオクチルスルホコハク酸ナトリウム
  ・イソデシルアルコールエトキシレート
の１種または複数種から選択されるタンク混合補助剤を含む有害生物防除組成物。
【請求項２】
　前記式（Ｉ）の化合物が、式中、Ｇが、下記式で表される化合物である、請求項１記載
の組成物。
【化４】

【請求項３】
  前記式（Ｉ）に係る化合物が、懸濁液濃縮物、乳化濃縮物、水和剤、水分散性顆粒、可
溶性液体、水中エマルジョン、油分散体、可溶性顆粒または可溶性粉末として配合される
、請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項４】
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  請求項１又は２に定義されている式（Ｉ）に係る化合物、および、
　・式（ＩＩ’）に従って選択されるポリシロキサン
【化５】

（式中、
ｚは０または１であり、
Ｘは０～１００の数字であり、
ｙは０以上であり、
Ｒ’は、Ｒ、１～８個の炭素原子を有するアルキルラジカル、または、水素原子であり、
ＲはＣnＨ2nＯ（ＣeＨ2eＯ）pＫであり、
ｎは３または４であり、
ｅは２、３または４であり、
ｐは３以上であり、
Ｋは、Ｈ、または、４個以下の炭素原子を有するアルキルラジカルである）、
  ・ジオクチルスルホコハク酸ナトリウム、
  ・イソデシルアルコールエトキシレート
の１種または複数種から選択される補助剤の組み合わせを含む併用パックであって、
第１の容器が前記式（Ｉ）に係る化合物を含有すると共に、第２の容器が前記補助剤を含
有する併用パック。
【請求項５】
  請求項１又は２に定義されている前記式（Ｉ）のテトラミン酸化合物を含む有害生物防
除組成物のためのタンク混合補助剤としての、
・式（ＩＩ’）に従って選択されるポリシロキサン
【化６】

（式中、
ｚは０または１であり、
Ｘは０～１００の数字であり、
ｙは０以上であり、
Ｒ’は、Ｒ、１～８個の炭素原子を有するアルキルラジカル、または、水素原子であり、
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ＲはＣnＨ2nＯ（ＣeＨ2eＯ）pＫであり、
ｎは３または４であり、
ｅは２、３または４であり、
ｐは３以上であり、
Ｋは、Ｈ、または、４個以下の炭素原子を有するアルキルラジカルである）
・ジオクチルスルホコハク酸ナトリウム
・イソデシルアルコールエトキシレート
の１種または複数種の使用。
【請求項６】
  前記ポリシロキサン補助剤が、前記式（Ｉ）に係るテトラミン酸化合物を単独で用いる
場合と比して、前記式（Ｉ）に係るテトラミン酸化合物の殺草性を低減させる、請求項５
に記載の使用。
【請求項７】
  請求項１又は２に定義されている有害生物防除に有効な式（Ｉ）に係るテトラミン酸化
合物を単独で使用した場合と比して、前記式（Ｉ）に係るテトラミン酸化合物の効力を高
め、および、植物毒性を低減させる方法であって：
　・式（ＩＩ’）に従って選択されるポリシロキサン
【化７】

（式中、
ｚは０または１であり、
Ｘは０～１００の数字であり、
ｙは０以上であり、
Ｒ’は、Ｒ、１～８個の炭素原子を有するアルキルラジカル、または、水素原子であり、
ＲはＣnＨ2nＯ（ＣeＨ2eＯ）pＫであり、
ｎは３または４であり、
ｅは２、３または４であり、
ｐは３以上であり、
Ｋは、Ｈ、または、４個以下の炭素原子を有するアルキルラジカルである）
  ・グリコール水溶液中のジオクチルスルホコハク酸ナトリウム
  ・イソデシルアルコールエトキシレート
の１種または複数種から選択される補助剤を、前記有害生物防除に有効な化合物を作物に
適用する前に、前記テトラミン酸化合物に添加する方法。
【請求項８】
  有害生物、有害生物の生息地、または、有害生物による被害を受けやすい植物に、請求
項１～３のいずれか一項に記載の組成物を適用するステップを含む、有害生物を駆除およ
び防除する方法。
【請求項９】
  有害生物を駆除および防除する方法であって、以下のステップ：
  ａ）１種または複数種の以下のタンク混合補助剤：
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　・式（ＩＩ’）に従って選択されるポリシロキサン
【化８】

（式中、
ｚは０または１であり、
Ｘは０～１００の数字であり、
ｙは０以上であり、
Ｒ’は、Ｒ、１～８個の炭素原子を有するアルキルラジカル、または、水素原子であり、
ＲはＣnＨ2nＯ（ＣeＨ2eＯ）pＫであり、
ｎは３または４であり、
ｅは２、３または４であり、
ｐは３以上であり、
Ｋは、Ｈ、または、４個以下の炭素原子を有するアルキルラジカルである）
    ・ジオクチルスルホコハク酸ナトリウム、
    ・イソデシルアルコールエトキシレート
    および、請求項３において定義されている配合された式（Ｉ）に係るテトラミン酸化
合物を得るステップ；
  ｂ）配合された式（Ｉ）に係るテトラミン酸化合物を補助剤と混合して、作物に適用す
るための有害生物防除組成物を調製するステップ；
  ｃ）得られた組成物を有害生物、有害生物の生息地、または、有害生物による被害を受
けやすい植物に適用するステップ
を含む方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、作物保護組成物噴霧混合物の調製における添加剤の使用に関し、特に、式（
Ｉ）に係る特定のテトラミン酸有害生物防除剤のタンク混合物のための添加剤としての使
用に関する。
【０００２】
　本明細書において言及されるテトラミン酸有害生物防除剤は、式（Ｉ）の有害生物防除
剤
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【化１】

（式中、
　Ｘ、ＹおよびＺは、相互に独立して、Ｃ1～4アルキル、Ｃ3～6シクロアルキル、Ｃ1～4

ハロアルキル、Ｃ1～4アルコキシ、ハロゲン、フェニルまたはＣ1～4アルキル、Ｃ1～4ハ
ロアルキル、ハロゲンもしくはシアノで置換されたフェニルであり；
　ｍおよびｎは、相互に独立して、０、１、２または３であり、かつ、ｍ＋ｎは、０、１
、２または３であり；
　Ｇは、水素、金属、アンモニウム、スルホニウム塩または保護基であり；
　Ｒは、水素、Ｃ1～6アルキル、Ｃ1～6ハロアルキル、Ｃ1～6シアノアルキル、ベンジル
、Ｃ1～4アルコキシ（Ｃ1～4）アルキル、Ｃ1～4アルコキシ（Ｃ1～4）アルコキシ（Ｃ1

～4）アルキルまたはＧから選択される基であり；および
　Ａは、水素、Ｃ1～6アルキル、Ｃ1～6ハロアルキル、Ｃ3～6シクロアルキル、Ｃ3～6シ
クロアルキル（Ｃ1～4）アルキルもしくはＣ3～6シクロアルキル（Ｃ1～4）アルキル（式
中、シクロアルキル部分において、メチレン基はＯ、ＳまたはＮＲ0によって置換されて
おり、式中、Ｒ0はＣ1～6アルキルまたはＣ1～6アルコキシである）であり、または、Ａ
は、Ｃ2～6アルケニル、Ｃ2～6ハロアルケニル、Ｃ3～6アルキニル、Ｃ1～6シアノアルキ
ル、ベンジル、Ｃ1～4アルコキシ（Ｃ1～4）アルキル、Ｃ1～4アルコキシ（Ｃ1～4）アル
コキシ（Ｃ1～4）アルキル、オキセタニル、テトラヒドロフラニル、テトラヒドロピラニ
ル、Ｃ1～6アルキルカルボニル、Ｃ1～6アルコキシカルボニル、Ｃ3～6シクロアルキルカ
ルボニル、Ｎ－ジ（Ｃ1～6アルキル）カルバモイル、ベンゾイル、Ｃ1～6アルキルスルホ
ニル、フェニルスルホニル、Ｃ1～4アルキルチオ（Ｃ1～4）アルキル、Ｃ1～4アルキルス
ルフィニル（Ｃ1～4）アルキルもしくはＣ1～4アルキルスルホニル（Ｃ1～4）アルキルで
あり；
　または、Ａは、Ｏ－Ａ1（式中、Ａ1は、上記に定義されているＡの１つから選択される
）またはフラニル－（Ｃ1～4）アルキル、チアモルホリニル－チオフラニル、チアモルホ
リニル－チオピラニルもしくは１－（Ｃ1～4）アルコキシ－ピペリジン－４－イルである
）、または、その農芸化学的に許容可能な塩もしくはＮ－オキシドである。
【０００３】
　上記の式（Ｉ）の化合物は、殺虫特性を有する。これらの化合物は、浸透移行性作用機
構を有する。これらは葉の角皮に浸透し、植物の脈管系に入り、師部および木質部を介し
て上下方向に移動し新たな苗条、葉および根組織に達する。この「２方向浸透移行性」に
より、地上および地下の植物部位、および、新たな成長部位に潜んでいる有害生物が効果
的に防除されることとなる。活性処方成分は、植物への摂食によって昆虫に摂取される。
式（Ｉ）に係る化合物の効力、すなわち、摂取量の増加は、作物への適用に好適な活性処
方成分を組成物にすることで促進させることが可能である。
【０００４】
　農芸化学活性処方成分に度々用いられる配合物の一種は、懸濁液濃縮物である。懸濁液
濃縮物配合物は、通常使用前に希釈を行うための液体中における固体有害生物防除剤の安
定な懸濁液である。理想的には、懸濁液は、安定であるべきである（すなわち、沈殿しな
い）。懸濁液濃縮物配合物は一般に、ノズルを介した慣習的な吹付けに先だって、水で希
釈される。他の一般的なタイプの配合物としては、可溶性粉末（ＳＰ）、水溶性顆粒（Ｓ
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Ｇ）、水分散性顆粒（ＷＧ）、水和剤（ＷＰ）、乳化性濃縮物（ＥＣ）、および、分散性
濃縮物（ＤＣ）、水中エマルジョン（ＥＷ）、油分散体（ＯＤ）または可溶性液体（ＳＬ
）が挙げられる。活性物質（または、活性処方成分とも呼ばれる）のほかに、界面活性剤
、乳化剤、分散剤、湿潤剤、不凍剤、消泡剤、殺生剤、溶剤、安定化剤、抗菌剤、顔料、
緩衝剤、表面－活性物質等などの他の助剤もまた、配合物中に存在していることが可能で
あり；このような物質は配合物の当業者に公知である。
【０００５】
　作物の保護において、補助剤または浸透剤とも呼ばれる添加剤は、通常、作物保護組成
物活性処方成分の効力を向上させるために用いられる。補助剤は、植物の葉上のワックス
層に浸透可能であり、これにより、浸透移行性活性処方成分の植物の表皮細胞に対する到
達が容易となる。
【０００６】
　これらは、吹付けの直前に、作物保護組成物とは別に（タンク混合物補助剤として）水
性噴霧混合物に加えられるか、または、作物保護組成物濃縮物中に、他の助剤と一緒に（
一体型配合物）直接混入される。
【０００７】
　タンク混合物補助剤は配合された活性処方成分とは別に同一のタンク中の水に加えられ
、攪拌によって噴霧混合物全体に分散される。タンク混合物補助剤は、活性処方成分を配
合する前またはその後に水に加えることが可能である。
【０００８】
　多くの異なるタイプのタンク混合物補助剤は、例えば鉱油、植物油、トランスエステル
化植物油、ポリシロキサン、ノニオン性有機界面活性剤、イオン性界面活性剤、緩衝（ま
たは、酸性化）剤、または、天然のピノレン系もしくは他のポリマー系の乳化性フィルム
形成ポリマーである、テルペン系のＮｕｆｉｌｍ　１７などのポリマーといった農芸化学
配合物の当業者に公知である。
【０００９】
　しかしながら、式（Ｉ）に係るテトラミン酸化合物の配合には、単なる補助剤の効力の
単純な向上を超える難題が存在している。テトラミン酸化合物を過剰適用（ＡＣＣａｓｅ
化学）すると、感受性の植物種において植物毒性反応が引き起こされる場合がある。高等
植物には異なるアセチル－ＣｏＡカルボキシラーゼアイソフォームが存在していることは
周知である。イネ科および双子葉植物におけるＡＣＣａｓｅアイソフォームの完全に異な
る構造は、例えば、テトラミン酸化合物（例えばＡＣＣａｓｅ除草剤）に対する異なる感
受性により説明可能である（Ｋｏｎｉｓｈｉ　ｅｔ　ａｌ．（１９９６）Ｐｌａｎｔ　Ｃ
ｅｌｌ　Ｐｈｙｓｉｏｌ．３７，１１７－１２２、および、Ｓｃｈｕｌｔｅ　ｅｔ　ａｌ
．（１９９７）Ｐｒｏｃ．Ｎａｔｌ．Ａｃａｄ．Ｓｃｉ．Ｕ．Ｓ．Ａ．９４，３４５６－
３４７０を参照のこと）。しかしながら、双子葉作物についても、植物の科に係る感受性
の差異が存在していることが可能である（例えばアブラナ科；Ｐｒｉｃｅ　ｅｔ　ａｌ．
（２００３）Ｂｉｏｃｈｅｍ．Ｊ．３７５，４１５－４２３を参照のこと）。
【００１０】
　しかしながら、通常、殺草性を低減するために公知のタンク混合添加剤（本明細書にお
いて、タンク混合物補助剤またはタンク混合補助剤としても言及されている）を適用する
場合、テトラミン酸化合物の効力が通常損なわれてしまう。効力を高めるために公知であ
るタンク混合添加剤を適用する場合、植物毒性は通常正の相関を有し、すなわち、効力が
高いほど、植物毒性に関するリスクは高くなり、逆もまた同様であることが知られている
。効力が低いほど、植物毒性に関するリスクは低くなる。
【００１１】
　それ故、解決されるべき技術的な問題は、式（Ｉ）に係るテトラミン酸の潜在的な植物
毒性を許容可能なレベルまで低減しながらも、同時に、式（Ｉ）に係るテトラミン酸の効
力を最大化しなくても少なくとも維持するであろう好適なタンク混合補助剤を見いだすこ
とである。
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【００１２】
　この問題に対する解決法は、効力を高める補助剤の大部分は、一般的に、化合物の固有
の植物毒性を高めてしまうこととなるため、明白ではなかった。さらに、式（Ｉ）の化合
物と選択されたタンク－混合物補助剤とのタンク混合では、圃場に噴霧される際に、式（
Ｉ）に係るテトラミン酸化合物が主にケトエノール形態であることが保証されなければな
らない。
【００１３】
　意外なことに、ポリシロキサン補助剤は、本発明に係るテトラミン酸化合物のためのタ
ンク混合補助剤としてきわめて好適であることが見出された。意外なことに、これらのポ
リシロキサン補助剤は、テトラミン酸に係る上記の２つの主な問題、すなわち許容可能な
殺草性および最大限の効力を解決するものである。当業者に公知である他の補助剤ではこ
れらの２つの問題を適切に解決することはできない。
【００１４】
　例えば、Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ－２４０ま
たはＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ－２３３などのこれらの伝播性ポリシロキサン
界面活性剤を、植物による有害生物防除剤の取り込みを増加させるため、および、一般に
、その効果または効力を増大させるために用いられる有害生物防除剤と併用することは公
知である。米国特許第６，７３４，１４１号明細書には、効力の増大は、特に低い表面張
力によるものであって、必ずしも伝播性によるものではないことが記載されている。しか
しながら、Ｂｒｅａｋ－Ｔｈｒｕなどの組成物が式（Ｉ）に係るテトラミン酸化合物の植
物毒性を低減可能であるとの表記はなされていない。
【００１５】
　非専門家はおそらく、すべての市販されている湿潤剤または界面活性剤（例えば、化粧
品用途において、または、家庭用洗浄組成物の成分として）が有害生物防除剤の効力を促
進させることとなると推定してしまうであろう。これは間違いであり、例えば、Ｐｅｓｔ
ｉｃｉｄｅ　Ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ａｄｊｕｖａｎｔ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇ
ｙ，ｅｄｉｔｅｄ　ｂｙ　Ｃｈｅｓｔｅｒ　Ｌ．Ｆｏｙ　ａｎｄ　Ｄａｖｉｄ　Ｗ．Ｐｒ
ｉｔｃｈａｒｄ．ＣＲＣ　Ｐｒｅｓｓ　ＬＬＣ，１９９６，ｐｐ．３２３－３４９）とい
った数々の刊行物において示されている。
【００１６】
　従って、本発明の物質が式（Ｉ）に係るテトラミン酸有害生物防除剤の殺草性を低減さ
せることが可能である一方で、活性処方成分の効力を維持し、さらには向上させることが
可能であることはいまだ意外であり、明確でもない。本発明の文脈において、数多くの補
助剤についてテストを行ったが、意外なことに、これらのうち、特定的にポリシロキサン
のみが好適であることが確認された。
【００１７】
　化学分類に係る意外にも良好な他の２種の補助剤は、Ｇｅｒｏｐｏｎ（登録商標）ＤＯ
Ｓ－ＰＧおよびＴｒｅｎｄ（登録商標）９０であった。予想外なことに、これらもまた、
殺草性を低減させる一方で、式（Ｉ）のテトラミン酸化合物の効力を高めるものであった
。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　それ故、本発明は、式（Ｉ）のテトラミン酸化合物
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【化２】

（式中、
　Ｘ、ＹおよびＺは、相互に独立して、Ｃ1～4アルキル、Ｃ3～6シクロアルキル、Ｃ1～4

ハロアルキル、Ｃ1～4アルコキシ、ハロゲン、フェニルまたはＣ1～4アルキル、Ｃ1～4ハ
ロアルキル、ハロゲンもしくはシアノで置換されたフェニルであり；
　ｍおよびｎは、相互に独立して、０、１、２または３であり、かつ、ｍ＋ｎは、０、１
、２または３であり；
　Ｇは、水素、金属、アンモニウム、スルホニウム塩または保護基であり；
　Ｒは、水素、Ｃ1～6アルキル、Ｃ1～6ハロアルキル、Ｃ1～6シアノアルキル、ベンジル
、Ｃ1～4アルコキシ（Ｃ1～4）アルキル、Ｃ1～4アルコキシ（Ｃ1～4）アルコキシ（Ｃ1

～4）アルキル、または、Ｇから選択される基であり；ならびに
　Ａは、水素、Ｃ1～6アルキル、Ｃ1～6ハロアルキル、Ｃ3～6シクロアルキル、Ｃ3～6シ
クロアルキル（Ｃ1～4）アルキルもしくはＣ3～6シクロアルキル（Ｃ1～4）アルキル（式
中、シクロアルキル部分において、メチレン基はＯ、ＳまたはＮＲ0によって置換されて
おり、式中、Ｒ0はＣ1～6アルキルまたはＣ1～6アルコキシである）であり、または、Ａ
は、Ｃ2～6アルケニル、Ｃ2～6ハロアルケニル、Ｃ3～6アルキニル、Ｃ1～6シアノアルキ
ル、ベンジル、Ｃ1～4アルコキシ（Ｃ1～4）アルキル、Ｃ1～4アルコキシ（Ｃ1～4）アル
コキシ（Ｃ1～4）アルキル、オキセタニル、テトラヒドロフラニル、テトラヒドロピラニ
ル、Ｃ1～6アルキルカルボニル、Ｃ1～6アルコキシカルボニル、Ｃ3～6シクロアルキルカ
ルボニル、Ｎ－ジ（Ｃ1～6アルキル）カルバモイル、ベンゾイル、Ｃ1～6アルキルスルホ
ニル、フェニルスルホニル、Ｃ1～4アルキルチオ（Ｃ1～4）アルキル、Ｃ1～4アルキルス
ルフィニル（Ｃ1～4）アルキルもしくはＣ1～4アルキルスルホニル（Ｃ1～4）アルキルで
あり；
　または、Ａは、Ｏ－Ａ1（式中、Ａ1は、上記に定義されているＡの１つから選択される
）またはフラニル－（Ｃ1～4）アルキル、チアモルホリニル－チオフラニル、チアモルホ
リニル－チオピラニルもしくは１－（Ｃ1～4）アルコキシ－ピペリジン－４－イルである
）
　または、式（Ｉ）の農芸化学的に許容可能な塩もしくはＮ－オキシド；
ならびに、ポリシロキサン、Ｇｅｒｏｐｏｎ（登録商標）およびＴｒｅｎｄ（登録商標）
９０の１種または複数種から選択されるタンク混合補助剤を含む組成物である。好ましく
は、タンク混合補助剤は、１種または複数種のポリシロキサンから選択される。より好ま
しくは、ポリシロキサンは、以下の市販されている製品の１種または複数種から選択され
ることが可能である：
・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ－２４０
・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ－２３３（Ｃｏｍｐ
ｌｅｍｅｎｔ　Ｓｕｐｅｒ（登録商標）またはＥｔａｌｆｉｘ　Ｐｒｏ（登録商標）とし
ても公知である）
・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）ＯＥ４４１
・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）ＯＥ４４４
・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）ＯＥ４４０
・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ２００
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・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ２４３
・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ２７８
・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ２７９
・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＡｄｖａｎｃｅ（登録商標）
・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＵｎｉｏｎ（登録商標）
・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（登
録商標）Ｌ７７
・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（登
録商標）４０８
・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（登
録商標）８０６
・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（登
録商標）６２５
・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（登
録商標）ＥＣＯ
・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（登
録商標）６１８
・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（登
録商標）７１９
・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（登
録商標）７５００
・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（登
録商標）５６０
・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（登
録商標）６４１
・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（登
録商標）ＨＳ３１２
・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（登
録商標）ＨＳ４２９
・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（登
録商標）ＨＳ５０８
・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（登
録商標）ＨＡＳ６０４
・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（登
録商標）７２８０
・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＡｇｒｏＳｐｒｅ
ｄ（登録商標）７３０
・Ｄｏｗ　ＡｇｒｏＳｃｉｅｎｃｅ製のＳｙｌｇａｒｄ（登録商標）３０９
・Ｄｏｗ　ＡｇｒｏＳｃｉｅｎｃｅ製のＱ２－５２１１。
【００１９】
　本発明はまた、式（Ｉ）に係る化合物と、１種または複数種のポリシロキサンから選択
されるタンク混合補助剤との組み合わせを含む併用パックを包含し、ここで、第１の容器
は式（Ｉ）に係る化合物を含有すると共に、第２の容器は、ポリシロキサン、Ｇｅｒｏｐ
ｏｎ（登録商標）ＤＯＳ－ＰＧおよびＴｒｅｎｄ（登録商標）９０の１種または複数種か
ら選択される補助剤を含有する。好ましくは、タンク混合補助剤は、１種または複数種の
ポリシロキサンから選択される。より好ましくは、ポリシロキサンは、上記の市販されて
いる製品の１種または複数種から選択されることが可能である。
【００２０】
　さらに、本発明は、式（Ｉ）のテトラミン酸化合物を含む有害生物防除組成物のための
タンク混合補助剤としての、ポリシロキサン、Ｇｅｒｏｐｏｎ（登録商標）ＤＯＳ－ＰＧ
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またはＴｒｅｎｄ（登録商標）９０の使用を包含する。好ましくは、タンク混合される補
助剤は、１種または複数種のポリシロキサンから選択される。より好ましくは、ポリシロ
キサンは、上記の市販されている製品の１種または複数種から選択されることが可能であ
る。
【００２１】
　加えて、本発明は、ポリシロキサン、Ｇｅｒｏｐｏｎ（登録商標）ＤＯＳ－ＰＧおよび
Ｔｒｅｎｄ（登録商標）９０の１種または複数種から選択されるタンク混合補助剤を、有
害生物防除に有効な化合物を作物に適用する前にテトラミン酸化合物に加えることにより
、殺虫活性を有する式（Ｉ）に係るテトラミン酸化合物の効力を増大させると共にその植
物毒性を低減させる方法を包含する。好ましくは、タンク混合される補助剤は、１種また
は複数種のポリシロキサンから選択される。より好ましくは、ポリシロキサンは、上記の
市販されている製品の１種または複数種から選択されることが可能である。
【００２２】
　有害生物を駆除および防除する方法は、有害生物、有害生物の生息地、または、有害生
物による被害を受けやすい植物に本発明に係る組成物を適用するステップを含む。
【００２３】
　有害生物を駆除および防除する方法は、以下のステップ：
　ａ）ポリシロキサン補助剤、Ｇｅｒｏｐｏｎ（登録商標）ＤＯＳ－ＰＧまたはＴｒｅｎ
ｄ（登録商標）９０、および、請求項１または請求項２に定義されている配合された式（
Ｉ）に係るテトラミン酸化合物を入手するステップ；
　ｂ）配合された式（Ｉ）に係るテトラミン酸化合物を補助剤と混合して、作物に適用す
るための有害生物防除組成物を調製するステップ；
　ｃ）得られた組成物を、有害生物、有害生物の生息地、または、有害生物による被害を
受けやすい植物に適用するステップ；
を含み、ここで、好ましくは、ステップａにおけるテトラミン酸化合物は、懸濁液濃縮物
、乳化濃縮物、水和剤、水分散性顆粒、可溶性顆粒または可溶性粉末として配合される。
好ましくは、タンク混合補助剤は、１種または複数種のポリシロキサンから選択される。
より好ましくは、ポリシロキサンは、上記の市販されている製品の１種または複数種から
選択されることが可能である。
【００２４】
　Ｇｅｒｏｐｏｎ（登録商標）ＤＯＳ－ＰＧは、本明細書において、ジオクチルスルホコ
ハク酸ナトリウムとして定義されている。
【００２５】
　Ｔｒｅｎｄ（登録商標）９０は、本明細書において、イソデシルアルコールエトキシレ
ートとして定義されている。
【００２６】
　本発明の実施形態のすべてにおいて、式（Ｉ）のテトラミン酸化合物は、懸濁液濃縮物
、乳化濃縮物、水和剤、油分散体、水中エマルジョン、可溶性液体、水分散性顆粒、可溶
性顆粒または可溶性粉末として配合されていることが可能である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
式（Ｉ）の化合物
　式（Ｉ）の化合物において、各アルキル部分は、単独で、または、より大きな基の一部
として、直鎖または分岐鎖であり、例えば、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル
、イソプロピル、ｓｅｃ－ブチル、イソブチル、およびｔｅｒｔ－ブチルである。
【００２８】
　アルコキシ基は、好ましくは、１～４個の炭素原子の好ましい鎖長を有する。アルコキ
シは、例えば、メトキシ、エトキシ、プロポキシ、イソ－プロポキシ、ｎ－ブトキシ、イ
ソ－ブトキシ、ｓｅｃ－ブトキシおよびｔ－ブトキシである。このような基は、アルコキ
シアルキルおよびアルコキシアルコキシアルキルなどのより大きな基の一部であることが
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可能である。アルコキシアルキル基は、好ましくは、１～４個の炭素原子の鎖長を有する
。アルコキシアルキルは、例えば、メトキシメチル、メトキシエチル、エトキシメチル、
エトキシエチル、ｎ－プロポキシメチル、ｎ－プロポキシエチルまたはイソ－プロポキシ
メチルである。
【００２９】
　ハロゲンは、一般にフッ素、塩素、臭素またはヨウ素である。これはまた、それぞれ、
ハロアルキルまたはハロアルコキシなどの他の意味との組み合わせにおけるハロゲンに対
しても適応される。
【００３０】
　ハロアルキル基またはハロアルコキシ基は、好ましくは、１～６個の炭素原子の鎖長を
有する。ハロアルキルは、例えば、フルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメ
チル、クロロメチル、ジクロロメチル、トリクロロメチル、２，２，２－トリフルオロエ
チル、２－フルオロエチル、２－クロロエチル、ペンタフルオロエチル、１，１－ジフル
オロ－２，２，２－トリクロロエチル、２，２，３，３－テトラフルオロエチルおよび２
，２，２－トリクロロエチル；好ましくは、トリクロロ－メチル、ジフルオロクロロメチ
ル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチルおよびジクロロフルオロメチルである。ハロ
アルコキシは、例えば、フルオロメトキシ、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ
、クロロメトキシ、ジクロロメトキシ、トリクロロメトキシ、２，２，２－トリフルオロ
エトキシ、２－フルオロエトキシ、２－クロロエトキシ、ペンタフルオロエトキシ、１，
１－ジフルオロ－２，２，２－トリクロロエトキシ、２，２，３，３－テトラフルオロエ
トキシおよび２，２，２－トリクロロエトキシであり；好ましくはトリクロロメトキシ、
ジフルオロクロロメトキシ、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシおよびジクロロ
フルオロメトキシである。
【００３１】
　保護基Ｇは、生化学的、化学的または物理的プロセスの１つもしくはこれらの組み合わ
せによって除去されて式Ｉの化合物を得ることが可能であるよう選択され、ここで、Ｇは
、被処理領域または植物への適用の前、その最中、または、その後において水素である。
これらのプロセスの例としては、酵素開裂、化学加水分解および光分解が挙げられる。こ
のような基Ｇを有する化合物は、処理される植物のクチクラへの向上した浸透、作物の高
い許容性、他の除草剤、除草剤毒性緩和剤、植物成長調節剤、殺菌・殺カビ剤あるいは殺
虫剤中を含有する配合混合物における向上した親和性もしくは安定性、または、土壌中へ
の浸出の低減などの一定の利点を提供し得る。
【００３２】
　このような保護基は、例えば、国際公開第０８／０７１４０５号パンフレット、国際公
開第０９／０７４３１４号パンフレット、国際公開第０９／０４９８５１号パンフレット
、国際公開第１０／０６３６７０号パンフレットおよび国際公開第１０／０６６７８０号
パンフレットから、技術分野において公知である。保護基Ｇは、好ましくは、基Ｃ1～Ｃ8

アルキル、Ｃ2～Ｃ8ハロアルキル、フェニルＣ1～Ｃ8アルキル（式中、フェニルは、任意
選択により、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3

ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ3アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ3アル
キルスルホニル、ハロゲン、シアノまたはニトロによって置換され得る）、ヘテロアリー
ルＣ1～Ｃ8アルキル（式中、ヘテロアリールは、任意選択により、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ

1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ3アルキル
チオ、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルホニル、ハロゲン、シアノ
またはニトロによって置換され得る）、Ｃ3～Ｃ8アルケニル、Ｃ3～Ｃ8ハロアルケニル、
Ｃ3～Ｃ8アルキニル、Ｃ（Ｘa）－Ｒa、Ｃ（Ｘb）－Ｘc－Ｒb、Ｃ（Ｘd）－Ｎ（Ｒc）－
Ｒd、－ＳＯ2－Ｒe、－Ｐ（Ｘe）（Ｒf）－ＲgまたはＣＨ2－Ｘf－Ｒh（式中、Ｘa、Ｘb

、Ｘc、Ｘd、ＸeおよびＸfは、相互に独立して、酸素または硫黄である）から選択され；
Ｒaは、Ｈ、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ2～Ｃ18アルケニル、Ｃ2～Ｃ18アルキニル、Ｃ1～Ｃ1

0ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ10シアノアルキル、Ｃ1～Ｃ10ニトロアルキル、Ｃ1～Ｃ10アミノ
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アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルアミノＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ2～Ｃ8ジアルキルアミノＣ1～
Ｃ5アルキル、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルコキシＣ1～Ｃ5

アルキル、Ｃ3～Ｃ5アルケニルオキシＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ3～Ｃ5アルキニルＣ1～Ｃ5オ
キシアルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルチオＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルスルフィニル
Ｃ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルスルホニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ2～Ｃ8アルキリデ
ンアミンオキシＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルカルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1

～Ｃ5アルコキシカルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、アミノカルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1

～Ｃ5アルキルアミノカルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ2～Ｃ8ジアルキルアミノカルボニ
ルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルカルボニルアミノＣ1～Ｃ5アルキル、Ｎ－Ｃ1～
Ｃ5アルキルカルボニル－Ｎ－Ｃ1～Ｃ5アルキルアミノＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ3～Ｃ6トリ
アルキルシリルＣ1～Ｃ5アルキル、フェニルＣ1～Ｃ5アルキル（式中、フェニルは、任意
選択により、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3

ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ3アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ3アル
キルスルホニル、ハロゲン、シアノまたはニトロによって置換され得る）、ヘテロアリー
ルＣ1～Ｃ5アルキル、（式中、ヘテロアリールは、任意選択により、Ｃ1～Ｃ3アルキル、
Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ3アルキ
ルチオ、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルホニル、ハロゲン、シア
ノまたはニトロによって置換され得る）、Ｃ2～Ｃ5ハロアルケニル、Ｃ3～Ｃ8シクロアル
キル、フェニルまたはＣ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、
Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノもしくはニトロによって置換されているフェ
ニル、ヘテロアリールまたはＣ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコ
キシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノもしくはニトロによって置換されてい
るヘテロアリールであり、
Ｒbは、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ3～Ｃ18アルケニル、Ｃ3～Ｃ18アルキニル、Ｃ2～Ｃ10ハ
ロアルキル、Ｃ1～Ｃ10シアノアルキル、Ｃ1～Ｃ10ニトロアルキル、Ｃ2～Ｃ10アミノア
ルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルアミノＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ2～Ｃ8ジアルキルアミノＣ1～Ｃ5

アルキル、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルコキシＣ1～Ｃ5アル
キル、Ｃ3～Ｃ5アルケニルオキシＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ3～Ｃ5アルキニルオキシＣ1～Ｃ5

アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルチオＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルスルフィニルＣ1

～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルスルホニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ2～Ｃ8アルキリデン
アミンオキシＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルカルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～
Ｃ5アルコキシカルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、アミノカルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～
Ｃ5アルキルアミノカルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ2～Ｃ8ジアルキルアミノカルボニル
Ｃ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルカルボニルアミノＣ1～Ｃ5アルキル、Ｎ－Ｃ1～Ｃ5

アルキルカルボニル－Ｎ－Ｃ1～Ｃ5アルキルアミノＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ3～Ｃ6トリアル
キルシリルＣ1～Ｃ5アルキル、フェニルＣ1～Ｃ5アルキル（式中、フェニルは、任意選択
により、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロ
アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ3アルキル
スルホニル、ハロゲン、シアノまたはニトロによって置換され得る）、ヘテロアリールＣ

1～Ｃ5アルキル、（式中、ヘテロアリールは、任意選択により、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1

～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ3アルキル
チオ、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルホニル、ハロゲン、シアノ
またはニトロによって置換され得る）、Ｃ3～Ｃ5ハロアルケニル、Ｃ3～Ｃ8シクロアルキ
ル、フェニルまたはＣ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ

1～Ｃ3ハロ－アルコキシ、ハロゲン、シアノもしくはニトロによって置換されているフェ
ニル、ヘテロアリールまたはＣ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1－3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキ
シ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノもしくはニトロによって置換されている
ヘテロアリールであり、
ＲcおよびＲdは各々、相互に独立して、水素、Ｃ1～Ｃ10アルキル、Ｃ3～Ｃ10アルケニル
、Ｃ3～Ｃ10アルキニル、Ｃ2～Ｃ10ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ10シアノアルキル、Ｃ1～Ｃ10
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ニトロアルキル、Ｃ1～Ｃ10アミノアルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルアミノＣ1～Ｃ5アルキル
、Ｃ2～Ｃ8ジアルキルアミノＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキルＣ1～Ｃ5アルキ
ル、Ｃ1～Ｃ5アルコキシＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ3～Ｃ5アルケニルオキシＣ1～Ｃ5アルキル
、Ｃ3～Ｃ5アルキニルオキシＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルチオＣ1～Ｃ5アルキル
、Ｃ1～Ｃ5アルキルスルフィニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルスルホニルＣ1～
Ｃ5アルキル、Ｃ2～Ｃ8アルキリデンアミンオキシＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキル
カルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルコキシカルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、アミノ
カルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルアミノカルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ

2～Ｃ8ジアルキルアミノカルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルカルボニルアミ
ノＣ1～Ｃ5アルキル、Ｎ－Ｃ1～Ｃ5アルキルカルボニル－Ｎ－Ｃ2～Ｃ5アルキルアミノア
ルキル、Ｃ3～Ｃ6トリアルキルシリルＣ1～Ｃ5アルキル、フェニルＣ1～Ｃ5アルキル（式
中、フェニルは、任意選択により、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3

アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ3アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルフ
ィニル、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルホニル、ハロゲン、シアノまたはニトロによって置換され
得る）、ヘテロアリールＣ1～Ｃ5アルキル、（式中、ヘテロアリールは、任意選択により
、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコ
キシ、Ｃ1～Ｃ3アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルホ
ニル、ハロゲン、シアノまたはニトロによって置換され得る）、Ｃ2～Ｃ5ハロアルケニル
、Ｃ3～Ｃ8シクロアルキル、フェニルまたはＣ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、
Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノもしくはニトロによっ
て置換されているフェニル、ヘテロアリールまたはＣ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアル
キル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノもしくはニトロ
によって置換されているヘテロアリール、ヘテロアリールアミノまたはＣ1～Ｃ3アルキル
、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、ハロゲン、シ
アノもしくはニトロによって置換されているヘテロアリールアミノ、ジヘテロアリールア
ミノまたはＣ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハ
ロアルコキシ、ハロゲン、シアノもしくはニトロによって置換されているジヘテロアリー
ルアミノ、フェニルアミノまたはＣ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3ア
ルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノもしくはニトロによって置換され
ているフェニルアミノ、ジフェニルアミノまたはＣ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキ
ル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノもしくはニトロに
よって置換されているジフェニルアミノまたはＣ3～Ｃ7シクロアルキルアミノ、ジ－Ｃ3

～Ｃ7シクロアルキルアミノまたはＣ3～Ｃ7シクロアルコキシであり、または、Ｒcおよび
Ｒdは、一緒に結合して、任意選択によりＯまたはＳから選択される１個のヘテロ原子を
含有する３～７員環を形成し得、
Ｒeは、Ｃ1～Ｃ10アルキル、Ｃ2～Ｃ10アルケニル、Ｃ2～Ｃ10アルキニル、Ｃ1～Ｃ10ハ
ロアルキル、Ｃ1～Ｃ10シアノアルキル、Ｃ1～Ｃ10ニトロアルキル、Ｃ1～Ｃ10アミノア
ルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルアミノＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ2～Ｃ8ジアルキルアミノＣ1～Ｃ5

アルキル、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルコキシＣ1～Ｃ5アル
キル、Ｃ3～Ｃ5アルケニルオキシＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ3～Ｃ5アルキニルオキシＣ1～Ｃ5

アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルチオＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルスルフィニルＣ1

～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルスルホニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ2～Ｃ8アルキリデン
アミンオキシＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルカルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～
Ｃ5アルコキシカルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、アミノカルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～
Ｃ5アルキルアミノカルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ2～Ｃ8ジアルキルアミノカルボニル
Ｃ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルカルボニルアミノＣ1～Ｃ5アルキル、Ｎ－Ｃ1～Ｃ5

アルキルカルボニル－Ｎ－Ｃ1～Ｃ5アルキルアミノＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ3～Ｃ6トリアル
キルシリルＣ1～Ｃ5アルキル、フェニルＣ1～Ｃ5アルキル（式中、フェニルは、任意選択
により、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロ
アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ3アルキル
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スルホニル、ハロゲン、シアノまたはニトロによって置換され得る）、ヘテロアリールＣ

1～Ｃ5アルキル（式中、ヘテロアリールは、任意選択により、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～
Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ3アルキルチ
オ、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルホニル、ハロゲン、シアノま
たはニトロによって置換され得る）、Ｃ2～Ｃ5ハロアルケニル、Ｃ3～Ｃ8シクロアルキル
、フェニルまたはＣ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1

～Ｃ3ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノもしくはニトロによって置換されているフェニ
ル、ヘテロアリールまたはＣ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキ
シ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノもしくはニトロによって置換されている
ヘテロアリール、ヘテロアリールアミノまたはＣ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル
、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノもしくはニトロによ
って置換されているヘテロアリールアミノ、ジヘテロアリールアミノまたはＣ1～Ｃ3アル
キル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、ハロゲン
、シアノもしくはニトロによって置換されているジヘテロアリールアミノ、フェニルアミ
ノまたはＣ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロ
アルコキシ、ハロゲン、シアノもしくはニトロによって置換されているフェニルアミノ、
ジフェニルアミノまたはＣ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ
、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノもしくはニトロによって置換されているジ
フェニルアミノ、またはＣ3～Ｃ7シクロアルキルアミノ、ジＣ3～Ｃ7シクロアルキルアミ
ノまたはＣ3～Ｃ7シクロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ10アルコキシ、Ｃ1～Ｃ10ハロアルコキシ、
Ｃ1～Ｃ5アルキルアミノまたはＣ2～Ｃ8ジアルキルアミノであり、
ＲfおよびＲgは各々、相互に独立して、Ｃ1～Ｃ10アルキル、Ｃ2～Ｃ10アルケニル、Ｃ2

～Ｃ10アルキニル、Ｃ1～Ｃ10アルコキシ、Ｃ1～Ｃ10ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ10シアノア
ルキル、Ｃ1～Ｃ10ニトロアルキル、Ｃ1～Ｃ10アミノアルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルアミノ
Ｃ1～Ｃ5アルキル、Ｃ2～Ｃ8ジアルキルアミノＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキ
ルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルコキシＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ3～Ｃ5アルケニルオキシ
Ｃ1～Ｃ5アルキル、Ｃ3～Ｃ5アルキニルオキシＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルチオ
Ｃ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルスルフィニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキル
スルホニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ2～Ｃ8アルキリデンアミンオキシＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ

1～Ｃ5アルキルカルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルコキシカルボニルＣ1～Ｃ5ア
ルキル、アミノカルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルアミノカルボニルＣ1～
Ｃ5アルキル、Ｃ2～Ｃ8ジアルキルアミノカルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキ
ルカルボニルアミノＣ1～Ｃ5アルキル、Ｎ－Ｃ1～Ｃ5アルキルカルボニル－Ｎ－Ｃ2～Ｃ5

アルキルアミノアルキル、Ｃ3～Ｃ6トリアルキルシリルＣ1～Ｃ5アルキル、フェニルＣ1

～Ｃ5アルキル（式中、フェニルは、任意選択により、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロ
アルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ3アルキルチオ、Ｃ1

～Ｃ3アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルホニル、ハロゲン、シアノまたはニ
トロによって置換され得る）、ヘテロアリールＣ1～Ｃ5アルキル（式中、ヘテロアリール
は、任意選択により、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、
Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ3アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルフィニル、Ｃ1

～Ｃ3アルキルスルホニル、ハロゲン、シアノまたはニトロによって置換され得る）、Ｃ2

～Ｃ5ハロアルケニル、Ｃ3～Ｃ8シクロアルキル、フェニルまたはＣ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1

～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノ
もしくはニトロによって置換されているフェニル、ヘテロアリールまたはＣ1～Ｃ3アルキ
ル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、ハロゲン、
シアノもしくはニトロによって置換されているヘテロアリール、ヘテロアリールアミノま
たはＣ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアル
コキシ、ハロゲン、シアノもしくはニトロによって置換されているヘテロアリールアミノ
、ジヘテロアリールアミノまたはＣ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3ア
ルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノもしくはニトロによって置換され
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ているジヘテロアリールアミノ、フェニルアミノまたはＣ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロ
アルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノもしくはニ
トロによって置換されているフェニルアミノ、ジフェニルアミノまたはＣ1～Ｃ3アルキル
、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、ハロゲン、シ
アノもしくはニトロによって置換されているジフェニルアミノ、または、Ｃ3～Ｃ7シクロ
アルキルアミノ、ジＣ3～Ｃ7シクロアルキルアミノまたはＣ3～Ｃ7シクロアルコキシ、Ｃ

1～Ｃ10ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ5アルキルアミノまたはＣ2～Ｃ8ジアルキルアミノ、ベ
ンジルオキシまたはフェノキシ（式中、ベンジルおよびフェニル基は、次いで、Ｃ1～Ｃ3

アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、ハロ
ゲン、シアノまたはニトロによって置換され得る）であり、ならびに
Ｒhは、Ｃ1～Ｃ10アルキル、Ｃ3～Ｃ10アルケニル、Ｃ3～Ｃ10アルキニル、Ｃ1～Ｃ10ハ
ロアルキル、Ｃ1～Ｃ10シアノアルキル、Ｃ1～Ｃ10ニトロアルキル、Ｃ2～Ｃ10アミノア
ルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルアミノＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ2～Ｃ8ジアルキルアミノＣ1～Ｃ5

アルキル、Ｃ3～Ｃ7シクロアルキルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルコキシＣ1～Ｃ5アル
キル、Ｃ3～Ｃ5アルケニルオキシＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ3～Ｃ5アルキニルオキシＣ1～Ｃ5

アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルチオＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルスルフィニルＣ1

～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルスルホニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ2～Ｃ8アルキリデン
アミンオキシＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルカルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～
Ｃ5アルコキシカルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、アミノカルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～
Ｃ5アルキルアミノカルボニルＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ2～Ｃ8ジアルキルアミノカルボニル
Ｃ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ5アルキルカルボニルアミノＣ1～Ｃ5アルキル、Ｎ－Ｃ1～Ｃ5

アルキルカルボニル－Ｎ－Ｃ1～Ｃ5アルキルアミノＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ3～Ｃ6トリアル
キルシリルＣ1～Ｃ5アルキル、フェニルＣ1～Ｃ5アルキル（式中、フェニルは、任意選択
により、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロ
アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ3アルキル
スルホニル、ハロゲン、シアノまたはニトロによって置換され得る）、ヘテロアリールＣ

1～Ｃ5アルキル（式中、ヘテロアリールは、任意選択により、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～
Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ3アルキルチ
オ、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルホニル、ハロゲン、シアノま
たはニトロによって置換され得る）、フェノキシＣ1～Ｃ5アルキル（式中、フェニルは、
任意選択により、Ｃ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1

～Ｃ3ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ3アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ

3アルキルスルホニル、ハロゲン、シアノまたはニトロによって置換され得る）、ヘテロ
アリールオキシＣ1～Ｃ5アルキル（式中、ヘテロアリールは、任意選択により、Ｃ1～Ｃ3

アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、Ｃ1

～Ｃ3アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ3アルキルスルホニル、ハ
ロゲン、シアノまたはニトロによって置換され得る）、Ｃ3～Ｃ5ハロアルケニル、Ｃ3～
Ｃ8シクロアルキル、フェニルまたはＣ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ

3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、ハロゲンもしくはニトロによって置換されてい
るフェニル、または、ヘテロアリールまたはＣ1～Ｃ3アルキル、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、
Ｃ1～Ｃ3アルコキシ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノもしくはニトロによっ
て置換されているヘテロアリールである。
【００３３】
　特に、保護基Ｇは、基－Ｃ（Ｘa）－Ｒaまたは－Ｃ（Ｘb）－Ｘc－Ｒbであり、Ｘa、Ｒ
a、Ｘb、ＸcおよびＲbの意味は上記に定義されているとおりである。
【００３４】
　一実施形態において、保護基Ｇは、基－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒaおよび－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｒb

から選択され；ここで、Ｒaは、水素、Ｃ1～Ｃ12アルキル、Ｃ2～Ｃ12アルケニル、Ｃ2～
Ｃ12アルキニル、Ｃ1～Ｃ10ハロアルキルから選択され、ならびに、Ｒbは、Ｃ1～Ｃ12ア
ルキル、Ｃ2～Ｃ12アルケニル、Ｃ2～Ｃ12アルキニルおよびＣ1～Ｃ10ハロアルキルから
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選択される。特に、ＲaおよびＲbは、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソ－プロピル、
ｎ－ブチル、イソ－ブチル、ｓｅｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、エテニルおよびプロペ
ニル、例えば２－プロペン－１－イルからなる群から選択される。
【００３５】
　Ｇは、水素、好ましくはアルカリ金属もしくはアルカリ土類金属である金属、または、
アンモニウムもしくはスルホニウム塩基であることが好ましく、ここで、水素が特に好ま
しい。
【００３６】
　置換基の性質に応じて、式Ｉの化合物は異なる異性形態で存在し得る。Ｇが水素である
場合、例えば、式（Ｉ）の化合物は以下の異なる互変異性形態で存在し得る。
【化３】

【００３７】
　本発明は、すべての異性体および互変異性体、ならびに、すべての割合におけるこれら
の混合物を含む。また、置換基が二重結合を含有する場合、シス－およびトランス異性体
が存在していることが可能である。これらの異性体もまた、特許請求されている式（Ｉ）
の化合物の範囲内である。
【００３８】
　本発明は、遷移金属、アルカリ金属およびアルカリ土類金属塩基、アミン、第４級アン
モニウム塩基または第３級スルホニウム塩基と共に式（Ｉ）の化合物が形成下能である農
学的に許容可能な塩にも関する。
【００３９】
　遷移金属、アルカリ金属およびアルカリ土類金属塩形態のうち、銅、鉄、リチウム、ナ
トリウム、カリウム、マグネシウムおよびカルシウムの水酸化物、ならびに、好ましくは
、ナトリウムおよびカリウムの水酸化物、重炭酸塩および炭酸塩が特に記載されるべきで
ある。
【００４０】
　アンモニウム塩の形成に好適なアミンの例としては、例えばメチルアミン、エチルアミ
ン、ｎ－プロピルアミン、ｉ－プロピルアミン、４種のブチルアミン異性体、ｎ－アミル
アミン、ｉ－アミルアミン、ヘキシルアミン、ヘプチルアミン、オクチル－アミン、ノニ
ルアミン、デシルアミン、ペンタデシルアミン、ヘキサデシルアミン、ヘプタデシルアミ
ン、オクタデシルアミン、メチルエチルアミン、メチルイソプロピルアミン、メチルヘキ
シルアミン、メチル－ノニルアミン、メチルペンタデシルアミン、メチルオクタデシルア
ミン、エチルブチルアミン、エチルヘプチルアミン、エチルオクチルアミン、ヘキシルヘ
プチルアミン、ヘキシルオクチルアミン、ジメチルアミン、ジエチルアミン、ジ－ｎ－プ
ロピルアミン、ジ－ｉ－プロピルアミン、ジ－ｎ－ブチルアミン、ジ－ｎ－アミルアミン
、ジ－ｉ－アミルアミン、ジヘキシル－アミン、ジヘプチルアミン、ジオクチルアミン、
エタノールアミン、ｎ－プロパノールアミン、ｉ－プロパノールアミン、Ｎ，Ｎ－ジエタ
ノールアミン、Ｎ－エチルプロパノールアミン、Ｎ－ブチルエタノールアミン、アリルア
ミン、ｎ－ブタ－２－エニル－アミン、ｎ－ペンタ－２－エニルアミン、２，３－ジメチ
ルブタ－２－エニルアミン、ジブタ－２－エニルアミン、ｎ－ヘキサ－２－エニル－アミ
ン、プロピレンジアミン、トリメチルアミン、トリエチルアミン、トリ－ｎ－プロピルア
ミン、トリ－ｉ－プロピルアミン、トリ－ｎ－ブチルアミン、トリ－ｉ－ブチルアミン、



(18) JP 6595986 B2 2019.10.23

10

20

30

40

50

トリ－ｓｅｃ－ブチルアミン、トリ－ｎ－アミルアミン、メトキシエチルアミンおよびエ
トキシエチルアミンといった第１級、第２級および第３級Ｃ1～Ｃ18アルキルアミン、Ｃ1

～Ｃ4ヒドロキシアルキルアミンおよびＣ2～Ｃ4アルコキシアルキル－アミンなどのアン
モニア；例えばピリジン、キノリン、イソキノリン、モルホリン、ピペリジン、ピロリジ
ン、インドリン、キヌクリジンおよびアゼピンといった複素環式アミン；例えばアニリン
、メトキシアニリン、エトキシアニリン、ｏ－、ｍ－およびｐ－トルイジン、フェニレン
－ジアミン、ベンジジン、ナフチルアミンならびにｏ－、ｍ－およびｐ－クロロアニリン
といった第１級アリールアミンが挙げられるが；特にトリエチル－アミン、ｉ－プロピル
アミンおよびジ－ｉ－プロピルアミンが挙げられる。
【００４１】
　塩形成に好適な好ましい第４級アンモニウム塩基は、例えば、式［Ｎ（ＲaＲbＲcＲd）
］ＯＨ（式中、Ｒa、Ｒb、ＲcおよびＲdが、各々独立して、水素またはＣ1～Ｃ4アルキル
である）に対応する。さらに好適な他のアニオンとのテトラアルキルアンモニウム塩基は
、例えば、イオン交換反応によって入手可能である。
【００４２】
　塩形成に好適な好ましい第３級スルホニウム塩基は、例えば、式［ＳＲeＲfＲg］ＯＨ
（式中、Ｒe、ＲfおよびＲgは、各々独立して、Ｃ1～Ｃ4アルキルである）に対応する。
水酸化トリメチルスルホニウムが特に好ましい。好適なスルホニウム塩基は、特にジアル
キルスルフィドといったチオエーテルと、ハロゲン化アルキルとの反応、続いて、イオン
交換反応による例えば水酸化物といった好適な塩基への転換により入手され得る。
【００４３】
　本発明の化合物は、例えば、国際公開第０９／０４９８５１号パンフレット、国際公開
第１０／０６３６７０号パンフレットおよび国際公開第１０／０６６７８０号パンフレッ
トにおいて詳述されている多様な方法によって形成され得る。
【００４４】
　これらの式Ｉの化合物において、Ｇは上述のとおり金属、アンモニウムまたはスルホニ
ウム塩であり、従って、カチオンを表す場合、対応する陰電荷はＯ－Ｃ＝Ｃ－Ｃ＝Ｏ単位
にまたがって大きく非局在化されていることが理解されるべきである。
【００４５】
　本発明に係る式Ｉの化合物はまた塩形成の最中に形成され得る水和物を含む。
【００４６】
　好ましくは、式（Ｉ）の化合物において、置換基Ｒは、水素、Ｃ1～4アルキル、Ｃ1～4

ハロアルキル、特にメチル、エチル、イソ－プロピル、ｎ－プロピル、ｔｅｒｔ－ブチル
、ｓｅｃ－ブチル、イソ－ブチルまたはｎ－ブチルである。
【００４７】
　好ましくは、Ｘ、ＹおよびＺは、ｍ＋ｎが１、２または３である場合であって、特に、
ｍ＋ｎが１または２である場合に、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコ
キシまたはハロゲンから、特にメチル、エチル、イソ－プロピル、ｎ－プロピル、メトキ
シ、フルオロ、ブロモまたはクロロから選択される。
【００４８】
　あるいは、ＹおよびＺは、ｍ＋ｎが１、２または３である場合であって、特に、ｍ＋ｎ
が１または２である場合に、相互に独立して、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、
ハロゲン、特にメチル、エチル、イソ－プロピル、ｎ－プロピル、メトキシ、フルオロ、
クロロ、ブロモを表す。
【００４９】
　特定の実施形態においては、式（Ｉ）の化合物において、ｍが１である場合、Ｙはオル
ト位にあり、ならびに、ＸおよびＹは、各々、メチル、エチル、イソ－プロピルおよびｎ
－プロピルからなる群から独立して選択される。
【００５０】
　他の実施形態においては、好ましくは既述の実施形態と組み合わされて、式（Ｉ）の化
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合物においてｎが１である場合、Ｚはパラ位にあってフルオロ、ブロモおよびクロロ、メ
チル、エチル、イソ－プロピルおよびｎ－プロピルからなる群から選択される。好ましく
は、Ｚは、メチル、フルオロ、ブロモおよびクロロである。より好ましくは、Ｚはクロロ
またはメチルである。
【００５１】
　他の実施形態においては、式（Ｉ）の化合物において、ｍおよびｎは各々１であり、Ｙ
はオルト位にあって、ＸおよびＹはメチルおよびエチルからなる群から独立して選択され
、ならびに、Ｚは、パラ位にあって、フルオロ、ブロモおよびクロロからなる群から選択
される。好ましくは、ＸおよびＹは各々オルト位にあって、メチルであり、および、好ま
しくは、Ｚはパラ位にあってクロロまたはメチルである。
【００５２】
　式（Ｉ）の化合物において、置換基Ａは、水素、Ｃ1～4アルキル、Ｃ1～4ハロアルキル
、Ｃ2～4アルケニル、Ｃ1～4アルコキシ（Ｃ1～4）アルキル、Ｃ1～4アルコキシ（Ｃ1～4

）アルコキシ（Ｃ1～4）アルキル、テトラヒドロフラニル、テトラヒドロピラニル、特に
メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソ－プロピル、ｎ－ブチル、イソ－ブチル、ｓｅｃ－
ブチル、および、ｔｅｒｔ－ブチル、トリフルオロメチル、２，２，２－トリフルオロエ
チル、２，２－ジフルオロエチル、２－フルオロエチル、アリル、メトキシメチル、エト
キシメチル、メトキシエチル、メトキシプロピル、メトキシエトキシメチル、メトキシメ
トキシエチル、テトラヒドロフラン－２－イル、テトラヒドロピラン－２－イル、テトラ
ヒドロフラン－３－イル、テトラヒドロピラン－４－イルであることが好ましい。
【００５３】
　一実施形態においては、Ａは水素であることが好ましい。
【００５４】
　他の実施形態において、ＡはＣ1～4アルキルであることが好ましい。好ましい実施形態
において、Ａは、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチ
ル、ｓｅｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、メトキシメチル、エトキシメチルおよびメトキ
シエチルからなる群から選択される。
【００５５】
　さらに他の実施形態において、Ａは、基Ｏ－Ａ1から選択されることが好ましく、式中
、Ａ1は、水素、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチ
ル、ｔｅｒｔ－ブチル、メトキシメチル、エトキシメチル、メトキシエチル、メトキシプ
ロピル、テトラヒドロフラン－２－イル、テトラヒドロピラン－２－イル、テトラヒドロ
フラン－３－イルおよびテトラヒドロピラン－４－イルからなる群から選択される。好ま
しくは、ＡがＯ－Ａ1である場合、Ａ1は、水素、メチル、エチル、メトキシメチルおよび
テトラヒドロフラン－２－イルである。さらに好ましくは、ＡがＯ－Ａ1である場合、Ａ1

はメチルまたはエチルである。最も好ましくは、ＡがＯ－Ａ1である場合、Ａ1はメチルで
ある。
【００５６】
　式（Ｉ）の化合物の他の好ましい群において、Ｒは、水素、メチル、エチルまたはトリ
フルオロエチル、トリフルオロメチルの１つであり、Ｘは、メチル、エチルまたはメトキ
シであり、ＹおよびＺは、相互に独立して、メチル、エチル、メトキシ、フルオロ、クロ
ロまたはブロモであり、Ｇは水素または－（Ｃ＝Ｏ）ＯＣＨ2ＣＨ3であり、ならびに、Ａ
は上記において規定された意味を有する。
【００５７】
　式（Ｉ）の化合物の特定の好ましい群において、Ｒはメチルまたはエチルであり、Ｘは
、メチル、エチル、メトキシ、フルオロ、ブロモまたはクロロであり、ＹおよびＺは、相
互に独立して、メチル、エチル、メトキシ、フルオロ、クロロまたはブロモであり、Ｇは
、水素または－（Ｃ＝Ｏ）ＯＣＨ2ＣＨ3であり、ならびに、Ａは上記において規定された
意味を有する。
【００５８】
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　式（Ｉ）の化合物のより好ましい群において、Ｒはメチルまたはエチルであり、Ｘは、
メチル、エチル、メトキシ、フルオロ、ブロモまたはクロロであり、ＹおよびＺは、相互
に独立して、メチル、エチル、メトキシ、フルオロ、クロロ、ブロモであり、Ｇは水素ま
たは－（Ｃ＝Ｏ）ＯＣＨ2ＣＨ3であり、ならびに、Ａは、水素、メチル、エチル、イソプ
ロピル、トリフルオロメチル、２，２，２－トリフルオロエチル、２，２－ジフルオロエ
チル、２－フルオロエチル、テトラヒドロフラン－２－イルメチル、テトラヒドロピラン
－２－イルメチル、テトラヒドロフラン－３－イルメチル、テトラヒドロピラン－３－イ
ルメチル、テトラヒドロピラン－４－イルメチル、アリル、メトキシメチル、エトキシメ
チル、メトキシエチル、メトキシプロピル、メトキシエトキシメチル、メトキシメトキシ
エチルテトラヒドロフラン－２－イル、テトラヒドロピラン－２－イル、テトラヒドロフ
ラン－３－イルまたはテトラヒドロピラン－４－イルである。
【００５９】
　式（Ｉ）の化合物の他の好ましい群において、Ｒはメチルであり、Ｘはメチルまたはメ
トキシであり、ＹおよびＺは、相互に独立して、メチル、エチル、メトキシ、クロロまた
はブロモであり、Ｇは、水素、メトキシカルボニルまたはプロペニルオキシカルボニルま
たは－（Ｃ＝Ｏ）ＯＣＨ2ＣＨ3であり、ならびに、Ａは、ハロゲン、メチル、エチル、メ
トキシ、エトキシ、メトキシメチル、テトラヒドロフラン－２－イルまたはテトラヒドロ
フラン－３－イルである。
【００６０】
　式（Ｉ）の化合物の他の好ましい群において、Ｒはメチルであり、Ｘはメチルまたはメ
トキシであり、ＹおよびＺは、相互に独立して、メチル、エチル、メトキシ、クロロまた
はブロモであり、ｍは１であり、ｎは１であり、Ｇは、水素、メトキシカルボニルまたは
プロペニルオキシカルボニルまたは－（Ｃ＝Ｏ）ＯＣＨ2ＣＨ3であり、Ａは、水素、メチ
ル、エチル、メトキシメチル、テトラヒドロフラン－２－イルまたはテトラヒドロフラン
－３－イルである。
【００６１】
　式（Ｉ）の化合物の他の好ましい群において、Ａは、水素またはＣ1～4アルキルまたは
Ｃ1～4アルコキシであり、ｍは１であり、ｎは１であり、Ｘメチルであり、Ｙはオルト位
にあると共にメチルであり、Ｚはパラ位にあると共にメチルであり、Ｇは水素または－（
Ｃ＝Ｏ）ＯＣＨ2ＣＨ3であり、Ｒはメチルである。
【００６２】
　式（Ｉ）の化合物のより好ましい群において、Ａは水素であり、ｍは１であり、ｎは１
であり、Ｘメチルであり、Ｙはオルト位にあると共にメチルであり、Ｚはパラ位にあると
共にメチルであり、Ｇは水素または－（Ｃ＝Ｏ）ＯＣＨ2ＣＨ3であり、Ｒはメチルである
。
【００６３】
　式（Ｉ）の化合物のより好ましい群において、Ａはメチルであり、ｍは１であり、ｎは
１であり、Ｘメチルであり、Ｙはオルト位にあると共にメチルであり、Ｚはパラ位にある
と共にメチルであり、Ｇは水素または－（Ｃ＝Ｏ）ＯＣＨ2ＣＨ3であり、Ｒはメチルであ
る。
【００６４】
　式（Ｉ）の化合物のより好ましい群において、Ａはメトキシであり、ｍは１であり、ｎ
は１であり、Ｘメチルであり、Ｙはオルト位にあると共にメチルであり、Ｚはパラ位にあ
ると共にメチルであり、Ｇは水素または－（Ｃ＝Ｏ）ＯＣＨ2ＣＨ3であり、Ｒはメチルで
ある。
【００６５】
　式（Ｉ）の化合物のより好ましい群において、Ａはエトキシであり、ｍは１であり、ｎ
は１であり、Ｘメチルであり、Ｙはオルト位にあると共にメチルであり、Ｚはパラ位にあ
ると共にメチルであり、Ｇは水素または－（Ｃ＝Ｏ）ＯＣＨ2ＣＨ3であり、Ｒはメチルで
ある。
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　式（Ｉ）の化合物の他の好ましい群において、Ａは、水素またはＣ1～4アルキルまたは
Ｃ1～4アルコキシであり、ｍは１であり、ｎは１であり、Ｘメチルであり、Ｙはオルト位
にあると共にメチルであり、Ｚはパラ位にあると共にクロロであり、Ｇは水素または－（
Ｃ＝Ｏ）ＯＣＨ2ＣＨ3であり、Ｒはメチルである。
【００６７】
　式（Ｉ）の化合物のより好ましい群において、Ａは水素であり、ｍは１であり、ｎは１
であり、Ｘメチルであり、Ｙはオルト位にあると共にメチルであり、Ｚはパラ位にあると
共にクロロであり、Ｇは水素または－（Ｃ＝Ｏ）ＯＣＨ2ＣＨ3であり、Ｒはメチルである
。
【００６８】
　式（Ｉ）の化合物のより好ましい群において、Ａはメチルであり、ｍは１であり、ｎは
１であり、Ｘメチルであり、Ｙはオルト位にあると共にメチルであり、Ｚはパラ位にある
と共にクロロであり、Ｇは水素または－（Ｃ＝Ｏ）ＯＣＨ2ＣＨ3であり、Ｒはメチルであ
る。
【００６９】
　式（Ｉ）の化合物のより好ましい群において、Ａはメトキシであり、ｍは１であり、ｎ
は１であり、Ｘメチルであり、Ｙはオルト位にあると共にメチルであり、Ｚはパラ位にあ
ると共にクロロであり、Ｇは水素または－（Ｃ＝Ｏ）ＯＣＨ2ＣＨ3であり、Ｒはメチルで
ある。
【００７０】
　式（Ｉ）の化合物のより好ましい群において、Ａはエトキシであり、ｍは１であり、ｎ
は１であり、Ｘメチルであり、Ｙはオルト位にあると共にメチルであり、Ｚはパラ位にあ
ると共にクロロであり、Ｇは水素または－（Ｃ＝Ｏ）ＯＣＨ2ＣＨ3であり、Ｒはメチルで
ある。
【００７１】
　好ましくは、式（Ｉ）の化合物は：
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から選択され、式中、Ｇは
【化７】

またはＨである。
【００７２】
　より好ましくは、式（Ｉ）の化合物は：
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から選択され、式中、Ｇは
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【化１１】

である。
【００７３】
タンク混合補助剤
  本発明において用いられることが可能であるポリシロキサンとしては、特に、ジ－およ
びトリシロキサン、有機シリコーン（有機変性シリコーンとしても知られている）および
親水性ポリシロキサンが挙げられる。本発明に係るタンク混合補助剤として好適であるポ
リシロキサンは、式（ＩＩ）：
【化１２】

  （ｚは０または１であり、
  Ｘは０～１００の数字であり、
  ｙは０以上であり、
  Ｒ’は、Ｒ、１～８個の炭素原子を有するアルキルラジカル、または、水素原子であり
、
  Ｒは、ＣnＨ2nＯ（ＣeＨ2eＯ）pＫまたはＳｉnＲ１2nＯ（ＳｉeＲ１2eＯ）pＫであり、
  Ｒ１は、独立して、１～４個の炭素原子を有するアルキル、アルケニルもしくはアルキ
ニルラジカルまたはアリールラジカルであり、
  ｎは、１、２、３または４であり、
  ｅは、１、２、３または４であり、
  ｐは０以上であり、
  Ｋは、Ｈ、４個以下の炭素原子を有するアルキルラジカル、または、ＳｉＲ１2Ｒ２で
ある）
のものであることが好ましい。
【００７４】
  好ましい実施形態において：
  Ｘは０～１００の数字であり、
  ｙは０以上であり、
  Ｒ’は、Ｒ、１～８個の炭素原子、好ましくは１～４個の炭素原子を有するアルキルラ
ジカル、または、水素原子であり、
  ＲはＣnＨ2nＯ（ＣeＨ2eＯ）pＫであり、  Ｒ１は、すべて１～４個の炭素原子を有す
るアルキルラジカルであり、
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  ｎは、１、２、３または４であり、
  ｅは、１、２、３または４であり、
  ｐは０以上であり、
  Ｋは、Ｈ、または、４個以下の炭素原子を有するアルキルラジカルである。
【００７５】
  より好ましい実施形態において：
  Ｘは０～１００の数字であり、
  ｙは０以上であり、
  Ｒ’は、Ｒ、１～８個の炭素原子、好ましくは１～４個の炭素原子を有するアルキルラ
ジカル、または、水素原子であり、
  ＲはＣnＨ2nＯ（ＣeＨ2eＯ）pＫであり、
  Ｒ１は、少なくとも８０％がメチルラジカルであり、
  ｎは、１、２、３または４であり、
  ｅは、１、２、３または４であり、
  ｐは０以上であり、
  Ｋは、Ｈ、または、４個以下の炭素原子を有するアルキルラジカルである。
【００７６】
  最も好ましい実施形態において：
【化１３】

  Ｘは０～１００の数字であり、
  ｙは０以上であり、
  Ｒ’は、Ｒ、１～８個の炭素原子、好ましくは１～４個の炭素原子を有するアルキルラ
ジカル、または、水素原子であり、
  ＲはＣnＨ2nＯ（ＣeＨ2eＯ）pＫであり、
  Ｒ１はすべてメチルラジカルであり、
  ｎは、１、２、３または４であり、
  ｅは、１、２、３または４であり、
  ｐは０以上であり、
  Ｋは、Ｈ、または、４個以下の炭素原子を有するアルキルラジカルである。
【００７７】
　式（ＩＩ）のポリシロキサンは、特に、ジ－およびトリシロキサン、有機シリコーンお
よび親水性ポリシロキサンをも含む。
【００７８】
　好ましくは、用いられるポリシロキサンは液体の油であるが、これらは、固体キャリア
に用いられる場合にも用いられることが可能である。
【００７９】
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　市販されている公知のポリシロキサンとしては、これらに限定されないが：
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ－２４０
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ－２３３（Ｃｏｍ
ｐｌｅｍｅｎｔ　Ｓｕｐｅｒ（登録商標）またはＥｔａｌｆｉｘ　Ｐｒｏ（登録商標）と
しても公知である）
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）ＯＥ４４１
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）ＯＥ４４４
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）ＯＥ４４０
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ２００
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ２４３
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ２７８
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ２７９
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＡｄｖａｎｃｅ（登録商標）
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＵｎｉｏｎ（登録商標）
　・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（
登録商標）Ｌ７７
　・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（
登録商標）４０８
　・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（
登録商標）８０６
　・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（
登録商標）６２５
　・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（
登録商標）ＥＣＯ
　・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（
登録商標）６１８
　・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（
登録商標）７１９
　・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（
登録商標）７５００
　・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（
登録商標）５６０
　・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（
登録商標）６４１
　・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（
登録商標）ＨＳ３１２
　・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（
登録商標）ＨＳ４２９
　・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（
登録商標）ＨＳ５０８
　・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（
登録商標）ＨＡＳ６０４
　・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＳｉｌｗｅｔ（
登録商標）７２８０
　・Ｍｏｖｅｎｔｉｓ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌ製のＡｇｒｏＳｐｒ
ｅｄ（登録商標）７３０
　・Ｄｏｗ　ＡｇｒｏＳｃｉｅｎｃｅ製のＳｙｌｇａｒｄ（登録商標）３０９
　・Ｄｏｗ　ＡｇｒｏＳｃｉｅｎｃｅ製のＱ２－５２１１
　・Ｔｅｇｏｐｒｅｎ（登録商標）５８７８
　・Ｍａｘｘ（登録商標）
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　・Ｄｕ－Ｗｅｔｔ（登録商標）
　・Ｄｅｓｉｇｎｅｒ（登録商標）
等が挙げられる。
【００８０】
　より好ましくは、ポリシロキサンは：
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ－２４０
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ－２３３（Ｃｏｍ
ｐｌｅｍｅｎｔ　Ｓｕｐｅｒ（登録商標）またはＥｔａｌｆｉｘ　Ｐｒｏ（登録商標）と
しても公知である）
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）ＯＥ４４１
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）ＯＥ４４４
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）ＯＥ４４０
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ２００
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ２４３
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ２７８
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ２７９
から選択されることが可能である。
【００８１】
　最も好ましくは、ポリシロキサンは：
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ－２４０
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ－２３３（Ｃｏｍ
ｐｌｅｍｅｎｔ　Ｓｕｐｅｒ（登録商標）またはＥｔａｌｆｉｘ　Ｐｒｏ（登録商標）と
しても公知である）
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）ＯＥ４４１
　・Ｅｖｏｎｉｋ　ＧｍｂＨ製のＢＲＥＡＫ－ＴＨＲＵ（登録商標）Ｓ２４３
から選択されることが可能である。
【００８２】
　これらはスーパースプレッダ、展着剤、浸透剤等として公知である補助剤であるが、し
かしながら、これらのうち、活性処方成分の潜在的な植物毒性効果を低減させるものは知
られていない。特に、効力が増大されるため、当業者は、このような補助剤は単に植物毒
性によるリスクを高めてしまうものであると結論づけてしまうこととなる。
【００８３】
　それ故、本発明に係るポリシロキサン（特に式ＩＩに対応するもの）は、好ましくは０
．０００１～１０体積％、好ましくは０．００１～５体積％、特に、好ましくは、０．０
１～１体積％（重量％にも対応するもの）の使用濃度で、少なくとも本発明に係る化合物
の効力を維持すると共に、配合物中における式（Ｉ）のテトラミン酸化合物の安定性を維
持しながら、低い殺草性を達成することが可能である。
【００８４】
　意外なことに、ポリシロキサン以外にも、Ｇｅｒｏｐｏｎ（登録商標）ＤＯＳ－ＰＧお
よびＴｒｅｎｄ（登録商標）９０などの補助剤もまた、殺草性のリスクを低減する一方で
、同時に有害生物に対する効力を向上させる配合物をもたらすことが見出された。
【００８５】
　Ｒｈｏｄｉａ製のＧｅｒｏｐｏｎ（登録商標）ＤＯＳ－ＰＧは、ジオクチルスルホコハ
ク酸ナトリウム（一般に、グリコール水溶液中）である。
【００８６】
　ＤｕＰｏｎｔ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ製のＴｒｅｎｄ（登録商標）９０は、イソデシルア
ルコールエトキシレートを含む組成物である。
【００８７】
　しかしながら、意外なことに殺草性および効力の両方について最良の結果をもたらすた
め、上記のポリシロキサンが最も好ましい。
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【００８８】
　このようなタンク混合補助剤はまた、既に一体型補助剤を含む配合された活性処方成分
と一緒に用いられることが可能である。
【００８９】
タンク混合前に配合された活性処方成分
　これらの「予混合組成物」、すなわち、本発明に係るタンク混合補助剤とタンク混合す
る前の組成物において、活性処方成分は、純粋な形態、固体活性処方成分（例えば特定の
粒径で）で、または、好ましくは、増量剤、溶剤または表面活性化合物（界面活性剤）な
どの配合の技術分野において従来から用いられている助剤の（少なくとも）１種と共に利
用される。式（Ｉ）に係る化合物は、分散体もしくは希釈が意図される（水分散性顆粒（
ＷＧ）、水和剤（ＷＰ）、水溶性顆粒（ＳＧ）、可溶性粉末（ＳＰ））、懸濁液濃縮物（
ＳＣ）として、乳化濃縮物（ＥＣ）、水中エマルジョン（ＥＷ）、油分散体（ＯＤ）、可
溶性液体（ＳＬ）として、または、固体配合物として用いられ得る。一実施形態において
、これらの化合物は、分散体、例えばＳＣ、ＷＧまたはＷＰなどの配合物の分散体として
適用される。
【００９０】
　好適な溶剤の例は：非水素化または部分水素化芳香族炭化水素、好ましくは、キシレン
混合物、アルキル化ナフタレンまたはテトラヒドロナフタレンなどのアルキルベンゼンの
Ｃ８～Ｃ１２画分、パラフィンまたはシクロヘキサンなどの脂肪族または脂環式炭化水素
、エタノール、プロパノールまたはブタノールなどのアルコール、プロピレングリコール
、ジプロピレングリコールエーテル、エチレングリコールまたはエチレングリコールモノ
メチルエーテルまたはエチレングリコールモノエチルエーテルなどのグリコールおよびそ
のエーテルおよびエステル、シクロヘキサノン、イソホロンまたはジアセトンアルコール
などのケトン、Ｎ－メチルピロリド－２－オン、ジメチルスルホキシドまたはＮ，Ｎ－ジ
メチルホルムアミドなどの強極性溶剤、水、非エポキシ化またはエポキシ化ナタネのなど
の非エポキシ化またはエポキシ化植物油、トウゴマ、ココナツまたは大豆油、ならびに、
シリコーン油である。
【００９１】
　例えば粉剤および分散性粉末に用いられる固体キャリアは、概して、方解石、タルク、
カオリン、モンモリロナイトまたはアタパルジャイトなどの粉砕した天然の鉱物である。
物理特性を向上させるために、高分散シリカまたは高分散吸収性ポリマーを添加すること
も可能である。顆粒に好適な粒状吸着性キャリアは、軽石、破砕レンガ、セピオライトま
たはベントナイトなどの多孔性タイプのものであり、好適な非吸着性キャリア材料は、方
解石または砂である。加えて、多数の無機質または有機質粒状材料を用いることが可能で
あり、特に、ドロマイトまたは破砕した植物残渣を用いることが可能である。他の可能な
キャリアは、ラクトースまたはデンプンなどの炭水化物製の材料である。
【００９２】
　好適な表面活性化合物は、配合される有効成分のタイプに応じて、良好な乳化、分散お
よび濡れ特性を有するノニオン性、カチオン性および／あるいはアニオン性界面活性剤、
または、界面活性剤混合物である。以下に記載の界面活性剤は、単なる例とみなされるべ
きである；配合の技術分野において従来から用いられており、本発明に好適な多数のさら
なる界面活性剤が関連する文献に記載されている。
【００９３】
　好適なノニオン性界面活性剤は、特に、脂肪族もしくは脂環式アルコールの、飽和もし
くは不飽和脂肪酸の、または、アルキルフェノールのポリグリコールエーテル誘導体であ
り、これは、およそ３個～およそ３０個のグリコールエーテル基、および、およそ８個～
およそ２０個の炭素原子を（シクロ）脂肪族炭化水素ラジカルに含有し得、または、およ
そ６個～およそ１８個の炭素原子をアルキルフェノールのアルキル部分に含有し得る。ま
た、ポリプロピレングリコール、エチレンジアミノポリプロピレングリコール、または、
アルキルポリプロピレングリコールとの水溶性ポリエチレンオキシド付加物であって、１
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個～およそ１０個の炭素原子をアルキル鎖中に、および、およそ２０個～およそ２５０個
のエチレングリコールエーテル基、および、およそ１０個～およそ１００個のプロピレン
グリコールエーテル基を有しているものが好適である。通常、上記の化合物は、１個～お
よそ５個のエチレングリコールユニットユニット／プロピレングリコールユニットを含有
している。記載され得る例は、ノニルフェノキシポリエトキシエタノール、ヒマシ油ポリ
グリコールエーテル、ポリプロピレングリコール／ポリエチレンオキシド付加物、トリブ
チルフェノキシポリエトキシエタノール、ポリエチレングリコールまたはオクチルフェノ
キシポリエトキシエタノールである。また、ポリオキシエチレンソルビタントリオレエー
トなどのポリオキシエチレンソルビタンの脂肪酸エステルが好適である。
【００９４】
　カチオン性界面活性剤は、特に、一般に、置換基としておよそ８個～およそ２２個のＣ
原子の少なくとも１個のアルキルラジカルを有する、および、さらなる置換基として、（
無ハロゲン化もしくはハロゲン化）低級アルキルまたはヒドロキシアルキルまたはベンジ
ルラジカルを有する第４級アンモニウム塩である。塩は、ハロゲン化物、硫酸メチル、ま
たは、硫酸エチルの形態であることが好ましい。例は、ステアリルトリメチル塩化アンモ
ニウムおよびベンジルビス（２－クロロエチル）エチルアンモニウムブロミドである。
【００９５】
　好適なアニオン性界面活性剤の例は、水溶性の石鹸または水溶性の合成表面活性化合物
である。好適な石鹸の例は、オレイン酸もしくはステアリン酸の、または、例えばココナ
ツもしくはトール油から入手可能である天然脂肪酸混合物のナトリウムもしくはカリウム
塩などのおよそ１０個～およそ２２個のＣ原子を有する脂肪酸のアルカリ、アルカリ土類
または（無置換または置換）アンモニウム塩であり；脂肪酸メチルタウレートについても
注記されなければならない。しかしながら、特に脂肪族スルホン酸塩、脂肪族硫酸塩、ス
ルホン化ベンズイミダゾール誘導体、または、アルキルアリールスルホン酸塩といった合
成界面活性剤がより頻繁に用いられる。概して、脂肪族スルホン酸塩および脂肪族硫酸塩
がアルカリ、アルカリ土類または（置換もしくは非置換）アンモニウム塩として存在して
おり、これらは、一般に、およそ８個～およそ２２Ｃ原子のアルキルラジカルを有してお
り、アルキルはまたアシルラジカルのアルキル部分を含んでいると理解されるべきであり
；記載され得る例は、リグノスルホン酸、ドデシル硫酸エステル、または、天然の脂肪酸
から調製された脂肪族アルコールスルフェート混合物のナトリウムもしくはカルシウム塩
である。この基はまた、脂肪族アルコール／エチレンオキシド付加物の硫酸エステルおよ
びスルホン酸の塩を含む。スルホン化ベンズイミダゾール誘導体は、２つのスルホニル基
、および、およそ８個～およそ２２Ｃ原子の脂肪酸ラジカルを含有していることが好まし
い。アルキルアリールスルホネートの例は、デシルベンゼンスルホン酸、ジブチルナフタ
レンスルホン酸、または、ナフタレンスルホン酸／ホルムアルデヒド縮合物のナトリウム
、カルシウム、あるいは、トリエタノールアンモニウム塩である。また、ｐ－ノニルフェ
ノール／（４－１４）エチレンオキシド付加物のリン酸エステル、または、リン脂質の塩
などの好適なリン酸塩がさらに可能である。さらに好適なリン酸塩は、高性能油性補助剤
である、脂肪族もしくは芳香族アルコールとのリン酸のトリス－エステル、および／また
は、脂肪族または芳香族アルコールとのアルキルホスホン酸のビス－エステルである。こ
れらのトリス－エステルは、例えば、国際公開第０１４７３５６号パンフレット、国際公
開第００５６１４６号パンフレット、欧州特許出願公開第Ａ－０５７９０５２号明細書、
あるいは、欧州特許出願公開第Ａ－１０１８２９９号明細書に記載されており、または、
化学名称で市販されている。組成物における使用に好ましいリン酸のトリス－エステルは
、トリス－（２－エチルヘキシル）リン酸、トリス－ｎ－オクチルリン酸、および、トリ
ス－ブトキシエチルリン酸であり、ここで、トリス－（２－エチルヘキシル）リン酸が最
も好ましい。アルキルホスホン酸の好適なビス－エステルは、ビス－（２－エチルヘキシ
ル）－（２－エチルヘキシル）－ホスホネート、ビス－（２－エチルヘキシル）－（ｎ－
オクチル）－ホスホネート、ジブチル－ブチルホスホネート、および、ビス（２－エチル
ヘキシル）－トリプロピレン－ホスホネートであり、ここで、ビス－（２－エチルヘキシ
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ル）－（ｎ－オクチル）－ホスホネートが特に好ましい。
【００９６】
　さらに、式（Ｉ）に係る化合物は、植物由来もしくは動物由来の油、鉱油、このような
油のアルキルエステル、または、このような油および油誘導体の混合物を含む一体型補助
剤を含むよう配合されることが可能である。一体型補助剤の量は、一般に、噴霧混合物を
基準として０．０１～５０％である。例えば、一体型補助剤は、鉱油、または、例えばＡ
ＤＩＧＯＲ（登録商標）およびＭＥＲＯ（登録商標）などのナタネ油、オリーブ油もしく
はヒマワリ油、ＡＭＩＧＯ（登録商標）（Ｒｈｏｅｎｅ－Ｐｏｕｌｅｎｃ　Ｃａｎａｄａ
　Ｉｎｃ．）などの乳化植物油といった植物由来の油、例えばメチル誘導体といった植物
由来の油のアルキルエステル、または、魚油もしくは牛脂などの動物由来の油から選択さ
れることが可能である。好ましい一体型補助剤は、例えば８０重量％の魚油のアルキルエ
ステル、ならびに、１５重量％のメチル化ナタネ油、ならびに、５重量％の通例の乳化剤
およびｐＨ変性剤からなる活性コンポーネントである。特に好ましい一体型補助剤は、Ｃ

8～Ｃ22脂肪酸のアルキルエステル、特に、Ｃ12～Ｃ18脂肪酸のメチル誘導体を含み、例
えばラウリン酸、パルミチン酸およびオレイン酸のメチルエステルが重要である。これら
のエステルは、ラウリン酸メチル（ＣＡＳ－１１１－８２－０）、パルミチン酸メチル（
ＣＡＳ－１１２－３９－０）およびオレイン酸メチル（ＣＡＳ－１１２－６２－９）とし
て公知である。好ましい脂肪酸メチルエステル誘導体は、Ｅｍｅｒｙ（登録商標）２２３
０および２２３１（Ｃｏｇｎｉｓ　ＧｍｂＨ）である。これらおよび他の一体型補助剤は
また、ｔｈｅ　Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ　ｏｆ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ　Ａｄｊｕｖａｎｔｓ
，５ｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，Ｓｏｕｔｈｅｒｎ　Ｉｌｌｉｎｏｉｓ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔ
ｙ，２０００から公知である。
【００９７】
　補助剤の適用および作用は、これらをノニオン性、アニオン性またはカチオン性界面活
性剤などの表面活性物質と組み合わせることによりさらに向上させることが可能である。
好適なアニオン性、ノニオン性およびカチオン性界面活性剤の例は、国際公開第９７／３
４４８５号パンフレット第７ページおよび第８ページに列挙されている。好ましい表面活
性物質は、ドデシル－ベンジルスルホネートタイプ、特にそのカルシウム塩のアニオン性
界面活性剤であり、また、脂肪族アルコールエトキシレートタイプのノニオン性界面活性
剤である。５～４０のエトキシル化度を有するエトキシル化Ｃ12～Ｃ22脂肪族アルコール
が特に好ましい。市販されている界面活性剤の例は、Ｇｅｎａｐｏｌタイプ（Ｃｌａｒｉ
ａｎｔ　ＡＧ）である。添加剤の総量に比した表面活性物質の濃度は、一般に、１～３０
重量％である。油または鉱油またはその誘導体と界面活性剤との混合物から構成される油
添加剤の例は、Ｅｄｅｎｏｒ　ＭＥ　ＳＵ（登録商標）、Ｔｕｒｂｏｃｈａｒｇｅ（登録
商標）（Ｓｙｎｇｅｎｔａ　ＡＧ，ＣＨ）およびＡｃｔｉｐｒｏｎ（登録商標）（ＢＰ　
Ｏｉｌ　ＵＫ　Ｌｉｍｉｔｅｄ，ＧＢ）である。
【００９８】
　さらに、有機溶剤を界面活性剤混合物に添加することにより、作用のさらなる増強に寄
与することが可能である。好適な溶剤は、例えば、Ｓｏｌｖｅｓｓｏ（登録商標）（ＥＳ
ＳＯ）およびＡｒｏｍａｔｉｃ　Ｓｏｌｖｅｎｔ（登録商標）（Ｅｘｘｏｎ　Ｃｏｒｐｏ
ｒａｔｉｏｎ）である。このような溶剤の濃度は、総重量の１０～８０重量％であること
が可能である。溶剤と混和物となり得るこのような油添加剤が、例えば、米国特許第－Ａ
－４　８３４　９０８号明細書に記載されている。ここに開示されている市販されている
油添加剤は、名称ＭＥＲＧＥ（登録商標）（ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として
知られている。本発明において好ましいさらなる油添加剤は、ＳＣＯＲＥ（登録商標）（
Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃａｎａｄａ）である。
【００９９】
　本組成物の活性を高めるために、上記に列挙した油添加剤に追加して、アルキルピロリ
ドンの配合物（例えばＡｇｒｉｍａｘ（登録商標））を噴霧混合物に添加することも可能
である。例えば、ポリアクリルアミド、ポリビニル化合物またはポリ－１－ｐ－メンテン
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（例えばＢｏｎｄ（登録商標）、Ｃｏｕｒｉｅｒ（登録商標）またはＥｍｅｒａｌｄ（登
録商標））などの合成ラテックスの配合物もまた用いられることが可能である。例えばＥ
ｕｒｏｇｋｅｍ　Ｐｅｎ－ｅ－ｔｒａｔｅ（登録商標）といったプロピオン酸を含有する
溶液もまた、活性－増強剤として噴霧混合物に混合されることが可能である。
【０１００】
　概して、タンク混合補助剤とタンク混合される前の組成物は、０．１～９９％、特に０
．１～９５％の活性処方成分、および、５～９９．９％の界面活性剤（各事例における％
は重量パーセントを意味する）を含む。以下は、活性処方成分の典型的な配合物における
、活性処方成分、界面活性剤および、適切な場合、溶剤の含有量である。
【０１０１】
　市販品としては濃縮された予混合組成物が好まれる傾向にあるが、最終消費者は、概し
て、活性処方成分の濃度が実質的に低い稀釈組成物（水性または非水性溶剤の両方でＳＣ
濃縮物を稀釈することにより調製される）を用いる。好ましい組成物は、特に以下のとお
り組成される（％＝重量パーセント）：
懸濁液濃縮物：
　活性処方成分：５～７５％、好ましくは１０～５０％、より好ましくは１０～４０％
　水：９４～２４％、好ましくは８８～３０％
　界面活性剤：１～４０％、好ましくは２～３０％
水和剤：
　活性処方成分：０．５～９０％、好ましくは１～８０％、より好ましくは２５～７５％
　界面活性剤：０．５～２０％、好ましくは１～１５％
　固体キャリア：５～９９％、好ましくは１５～９８％
湿潤性粒質物：
　活性処方成分：０．５～３０％、好ましくは３～２５％、より好ましくは３～１５％
　固体キャリア：９９．５～７０％、好ましくは９７～８５％
乳化性濃縮物：
　活性処方成分：１～９５％、好ましくは５～５０％、より好ましくは５～２０％
　界面活性剤：１～３０％、好ましくは１０～２０％
　溶剤：５～９８％、好ましくは７０～８５％
【０１０２】
　好ましくは、「活性処方成分」という用語は、式（Ｉ）に係るテトラミン酸化合物、特
に式（ｉ）～（ｖ）および（ｉ’）～（ｖ’）の１つを指す。この用語はまた、式（Ｉ）
の化合物、特に前記（ｉ）～（ｖ）および（ｉ’）～（ｖ’）から選択される化合物と、
他の殺虫剤、殺菌・殺カビ剤、除草剤、毒性緩和剤、補助剤等との混合物を指し、これら
の混合物は以下に特定的に開示されている。
【０１０３】
　組成物はまた、安定化剤、例えば無エポキシ化またはエポキシ化植物油（例えば、エポ
キシ化ココナツ油、ナタネ油または大豆油）、消泡剤、例えばシリコーン油、防腐剤、粘
度調整剤、バインダおよび／または粘着剤などのさらなる固体または液体助剤；本発明の
化合物の効力を増強させることが可能である、国際公開第０８／０１７３８８号パンフレ
ットに記載の硝酸アンモニウムおよび尿素などの、特に窒素含有肥料といった肥料；また
は、国際公開第０７／０６８４２７号パンフレットおよび国際公開第０７／０６８４２８
号パンフレットに記載の、例えば、アンモニウムあるいはホスホニウム塩、特にハロゲン
化物、硫化物（硫化水素）、硝酸塩、炭酸塩（炭酸水素）、クエン酸塩、酒石酸塩、ギ酸
塩および酢酸塩といった特定の効果を実現するための他の有効成分であって、本発明の化
合物の効力を増強させることが可能であると共に、アルコキシル化脂肪酸などの浸透促進
剤と組み合わされて用いられることが可能であるもの；殺菌剤、殺菌・殺カビ剤、抗線虫
薬、植物抵抗性誘導剤、殺軟体動物剤または除草剤を含んでいることが可能である。
【０１０４】
　組成物の適用方法、すなわち、吹付け、噴霧、粉衣、拡散、または、流しかけ（これら
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は、背景状況の意図される目的に適するよう選択される）などの上記の種類の有害生物の
防除方法、および、上記の種類の有害生物の防除のための組成物の使用もまた本発明の主
題である。典型的な濃度割合は、０．１～１０００ｐｐｍ、好ましくは０．１～５００ｐ
ｐｍの有効成分である。ヘクタール当たりの適用量は、一般に、有効成分１～２０００ｇ
／ヘクタール、特に１０～１０００ｇ／ｈａ、好ましくは１０～６００ｇ／ｈａである。
【０１０５】
　作物保護分野における好ましい適用方法は植物の群葉への適用（葉面処理）であり、対
象となる有害生物による外寄生の脅威に合致する適用頻度および量を選択することが可能
である。
【０１０６】
　有害生物に、有害生物の生息地に、または、有害生物による被害を受けやすい植物に、
殺虫剤、殺ダニ剤、殺線虫剤または殺軟体動物剤として式Ｉの化合物を適用するために、
式Ｉの化合物は、通常は、式Ｉの化合物に追加して、好適な不活性希釈剤またはキャリア
を含む組成物に配合される。次いで、作物の処理に先だって、配合された組成物を、好ま
しくはポリシロキサン、より好ましくは式（ＩＩ）に係るポリシロキサンである本発明の
タンク混合補助剤とタンク混合する。
【０１０７】
　すべての組成物（固体および液体配合物の両方）が、重量基準で、０．０００１～９５
％、より好ましくは１～８５％、例えば５～６０％の式Ｉの化合物を含んでいることが好
ましい。組成物は、一般に、式Ｉの化合物が、０．１ｇ～１０ｋｇ／ヘクタール、好まし
くは１ｇ～６ｋｇ／ヘクタール、より好ましくは１ｇ～１ｋｇ／ヘクタールの量で適用さ
れるよう有害生物の防除に用いられる。
【０１０８】
　他の態様において、本発明は、殺虫的、殺ダニ的、殺線虫または殺軟体動物的に有効な
量の式Ｉの化合物、本発明に係るタンク混合補助剤（例えばポリシロキサン、好ましくは
式（ＩＩ）に係るもの）および好適なキャリアまたは希釈剤を含む、殺虫性、殺ダニ性、
殺線虫性または殺軟体動物性組成物を提供する。
【０１０９】
　さらなる態様において、本発明は、有害生物または有害生物の生息地を、式Ｉの化合物
と、好ましくはポリシロキサン、より好ましくは式（ＩＩ）に係るポリシロキサンである
１種または複数種のタンク混合補助剤とを含む組成物で、殺虫的、殺ダニ的、殺線虫また
は殺軟体動物的に有効な量で処理するステップを含む、生息地において有害生物を駆除お
よび防除する方法を提供する。
【０１１０】
　組成物は多数の配合物タイプから選択可能であり、次いで、これらが、圃場への適用に
先立って、分散または希釈され、および、ポリシロキサンタンク混合補助剤（例えば、可
溶性粉末（ＳＰ）、水溶性顆粒（ＳＧ）、水分散性顆粒（ＷＧ）、水和剤（ＷＰ）、乳化
性濃縮物（ＥＣ）、分散性濃縮物（ＤＣ）および懸濁液濃縮物（ＳＣ））と混合される。
【０１１１】
　可溶性粉末（ＳＰ）は、式Ｉの化合物を、１種または複数種の水溶性無機塩（重炭酸ナ
トリウム、炭酸ナトリウムまたは硫酸マグネシウムなど）もしくは１種または複数種の水
溶性有機固形分（多糖類など）、および、任意により、１種または複数種の湿潤剤、１種
または複数種の分散剤、または、前記薬剤の混合物と混合して、水への分散性／溶解度を
向上させることにより調製され得る。次いで、混合物は微粉末に粉砕される。同様の組成
物が粒状化されて、水溶性顆粒（ＳＧ）が形成されてもよい。
【０１１２】
　水和剤（ＷＰ）は、式Ｉの化合物を、１種または複数種の固体希釈剤またはキャリア、
１種または複数種の湿潤剤、ならびに、好ましくは、１種または複数種の分散剤、および
、任意により、１種または複数種の懸濁剤と混合して、液体における分散性を促進させる
ことにより調製され得る。次いで、混合物は微粉末に粉砕される。同様の組成物が粒状化
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されて、水分散性顆粒（ＷＧ）が形成されてもよい。
【０１１３】
　分散性濃縮物（ＤＣ）は、式Ｉの化合物を水、または、ケトン、アルコールあるいはグ
リコールエーテルなどの有機溶剤中に溶解させることにより調製され得る。これらの溶液
は、表面活性剤を含有していてもよい（例えば、水による希釈を向上させるか、または、
噴霧タンク中での結晶化を防止するため）。
【０１１４】
　乳化性濃縮物（ＥＣ）または水中油型エマルジョン（ＥＷ）は、式Ｉの化合物を有機溶
剤（任意により、１種または複数種の湿潤剤、１種または複数種の乳化剤または前記薬剤
の混合物を有する）中に溶解させることにより調製され得る。ＥＣにおいて好適に用いら
れる有機溶剤としては、芳香族炭化水素（ＳＯＬＶＥＳＳＯ　１００、ＳＯＬＶＥＳＳＯ
　１５０およびＳＯＬＶＥＳＳＯ　２００（ＳＯＬＶＥＳＳＯは登録商標である）により
例示されるアルキルベンゼンまたはアルキルナフタレンなど）、ケトン（シクロヘキサノ
ンまたはメチルシクロヘキサノンなど）、および、アルコール（ベンジルアルコール、フ
ルフリルアルコールまたはブタノールなど）、Ｎ－アルキルピロリドン（Ｎ－メチルピロ
リドンまたはＮ－オクチルピロリドンなど）、脂肪酸のジメチルアミド（Ｃ8～Ｃ10脂肪
酸ジメチルアミドなど）、および、塩素化炭化水素が挙げられる。ＥＣ生成物は、水に添
加されると自然に乳化して、適切な器具での噴霧用途が可能なほどに十分な安定性を有す
るエマルジョンをもたらし得る。ＥＷの調製では、液体（室温で液体ではない場合には、
典型的には７０℃未満といった適切な温度で溶融されていてもよい）として、または、溶
液（適切な溶剤中に溶解させることにより）で式Ｉの化合物を得、次いで、得られた液体
または溶液が１種または複数種のＳＦＡを含有する水中に、高せん断下で乳化してエマル
ジョンがもたらされる。ＥＷにおいて好適に用いられる溶剤としては、植物油、塩素化炭
化水素（クロロベンゼンなど）、芳香族溶剤（アルキルベンゼンまたはアルキルナフタレ
ンなど）、および、水への溶解度が低い他の適切な有機溶剤が挙げられる。
【０１１５】
　懸濁濃縮物（ＳＣ）は、式Ｉの化合物の微細な不溶性固体粒子の水性または不水性懸濁
液を含んでいてもよい。ＳＣは、式Ｉの固体化合物を、好適な媒体中で、任意により１種
または複数種の分散剤と共にボールミルまたはビーズミルにかけて、化合物の微細な粒子
懸濁液をもたらすことにより調製され得る。１種または複数種の湿潤剤が組成物中に含ま
れていてもよく、懸濁剤が、粒子の沈降速度を低減するために含まれていてもよい。ある
いは、式Ｉの化合物は、乾式ミルにかけられ、および、明細書中に上述されている薬剤を
含有する水に添加されることにより、所望の最終生成物がもたらされてもよい。
【０１１６】
　油系懸濁液濃縮物（ＯＤ）は、式Ｉの化合物の微細な不溶性固体粒子を有機流体（例え
ば、少なくとも１種の鉱油または植物油）中に懸濁させることにより同様に調製され得る
。ＯＤは、少なくとも１種の浸透促進剤（例えば、アルコールエトキシレートまたは関連
する化合物）、少なくとも１種のノニオン性界面活性剤、および／または、少なくとも１
種のアニオン性界面活性剤、ならびに、任意により、乳化剤、抑泡剤、防腐剤、抗酸化剤
、染料、および／または、不活性充填材の群からの少なくとも１種の添加剤をさらに含ん
でいてもよい。ＯＤは、適切な器具を介した噴霧適用に許容される十分な安定性を有する
噴霧溶液を生成するため、使用前での水による希釈が意図されていると共に、そのために
好適である。
【０１１７】
　本発明の組成物は、それ自体は公知である様式において、助剤の不在下で、例えば、有
効成分を粉末化し、スクリーニングし、および／または、固体に圧縮することにより調製
され、ならびに、少なくとも１種の助剤の存在下に、例えば有効成分を助剤と共に均質混
合し、および／または、粉末化することにより調製される。これらの組成物の調製プロセ
スおよびこれらの組成物の調製のための化合物Ｉの使用もまた本発明の主題である。懸濁
液濃縮物（ＳＣ）は、式Ｉの化合物の微細な不溶性固体粒子の水性または不水性懸濁液を
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含んでいてもよい。ＳＣは、式Ｉの固体化合物を、好適な媒体中で、任意により１種また
は複数種の分散剤と共にボールミルまたはビーズミルにかけて、化合物の微細な粒子懸濁
液をもたらすことにより調製され得る。１種または複数種の湿潤剤が組成物中に含まれて
いてもよく、懸濁剤が、粒子の沈降速度を低減するために含まれていてもよい。あるいは
、式Ｉの化合物は、乾式ミルにかけられ、および、明細書中に上述されている薬剤を含有
する水に添加されることにより、所望の最終生成物がもたらされてもよい。
【０１１８】
　本発明の組成物は、組成物の性能を向上させるために１種または複数種の添加剤を含ん
でいてもよい（例えば、湿潤性、表面上での保持もしくは分布；処理面上での耐降雨性；
または、式Ｉの化合物の摂取もしくは易動性を向上させることにより）。このような添加
剤としては、表面活性剤（ＳＦＡ）、例えば一定の鉱油、植物油または天然植物油（大豆
およびナタネ油など）といった油系の噴霧添加剤、および、これらと、他の生体活性増強
（ｂｉｏ－ｅｎｈａｎｃｉｎｇ）補助剤（式Ｉの化合物の作用を補助もしくは改変し得る
処方成分）とのブレンドが挙げられる。式Ｉの化合物の効果の向上は、例えば、アンモニ
ウムおよび／もしくはホスホニウム塩、ならびに／または、任意により、脂肪族アルコー
ルアルコキシレート（例えば、ナタネ油メチルエステル）もしくは植物油エステルなどの
少なくとも１種の浸透促進剤を添加することにより達成され得る。
【０１１９】
　湿潤剤、分散剤および乳化剤は、カチオン性、アニオン性、両性またはノニオン性の表
面活性剤（ＳＦＡ）であり得る。
【０１２０】
　好適なカチオン性のＳＦＡとしては、第４級アンモニウム化合物（例えばセチルトリメ
チルアンモニウムブロミド）、イミダゾリン、および、アミン塩が挙げられる。
【０１２１】
　好適なアニオン性ＳＦＡとしては、脂肪酸のアルカリ金属塩、脂肪族モノエステルの硫
酸塩（例えばラウリル硫酸ナトリウム）、スルホン化芳香族化合物の塩（例えばドデシル
ベンゼンスルホン酸ナトリウム、ドデシルベンゼンスルホン酸カルシウム、ブチルナフタ
レンスルホネート、および、ジ－イソプロピル－ナフタレンスルホン酸ナトリウムとトリ
－イソプロピル－ナフタレンスルホン酸ナトリウムとの混合物）、エーテル硫酸塩、アル
コールエーテル硫酸塩（例えばナトリウムラウレス－３－スルフェート）、エーテルカル
ボキシレート（例えばナトリウムラウレス－３－カルボキシレート）、リン酸エステル（
例えば、ラウリルアルコールと四リン酸との反応といった１種または複数種の脂肪族アル
コールとリン酸（主にモノエステル）または五酸化リン（主にジ－エステル）との反応か
らの生成物；また、これらの生成物はエトキシル化されていてもよい）、スルホスクシナ
メート、パラフィンまたはオレフィンスルホン酸塩、タウレートおよびリグノスルホネー
トが挙げられる。
【０１２２】
　好適な両性ＳＦＡとしては、ベタイン、プロピオネート、および、グリシネートが挙げ
られる。
【０１２３】
　好適なノニオン性のＳＦＡとしては、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、ブチレ
ンオキシド、または、これらの混合物などのアルキレンオキシドと、脂肪族アルコール（
オレイルアルコールまたはセチルアルコールなど）もしくはアルキルフェノール（オクチ
ルフェノール、ノニルフェノールまたはオクチルクレゾールなど）との縮合物；長鎖脂肪
酸またはヘキシトール無水物由来の部分エステル；前記部分エステルとエチレンオキシド
との縮合物；ブロックポリマー（エチレンオキシドおよびプロピレンオキシドを含む）；
アルカノールアミド；単純エステル（例えば脂肪酸ポリエチレングリコールエステル）；
アミンオキシド（例えばラウリルジメチルアミンオキシド）；ならびに、レシチンが挙げ
られる。
【０１２４】
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　好適な懸濁剤としては、親水性コロイド（多糖類、ポリビニルピロリドンまたはナトリ
ウムカルボキシメチルセルロースなど）および膨潤粘土（ベントナイトまたはアタパルジ
ャイトなど）が挙げられる。
【０１２５】
　式Ｉの化合物は、有害生物防除化合物を適用する公知の手段のいずれかによって適用さ
れ得る。例えば、式Ｉの化合物は、希釈され、および、ポリシロキサンタンク混合補助剤
と混合されたＳＣ、ＥＣ、ＷＧ、ＷＰ、ＳＧ、ＳＰ、ＳＬ、ＯＤ、ＥＷとして配合され、
次いで、有害生物に、または、有害生物の生息地（有害生物の生育地、または、有害生物
に侵襲されやすい栽培植物など）に、または、群葉、茎、枝もしくは根を含む植物のいず
れかの部位に直接適用される得か、または、式Ｉの化合物は、噴霧され、浸漬により適用
され、気化されて適用され、または、土壌もしくは水性環境中における組成物（水溶性の
バッグに入れられた組成物など）の分布もしくは取り込みを介して適用され得る。
【０１２６】
　式Ｉの化合物はまた、植物に注入されるか、または、電気式噴霧技術もしくは他の低体
積法を用いて植生に噴霧される。
【０１２７】
　水性調製物（水溶液または分散体）として用いられる組成物は、一般に、有効成分を高
い割合で含有している濃縮物の形態で提供され、この濃縮物は水に加えられてから使用さ
れる。本発明におけるこれらの濃縮物は、ＳＣ、ＳＣ、ＥＣ、ＷＧ、ＷＰ、ＳＧまたはＳ
Ｐ、ＳＬ、ＯＤ、ＥＷとされ、これらは、度々、長期にわたる保管に耐え、このような保
管の後に、水に加えられて、従来の噴霧器具による適用が可能であるよう十分な時間均質
なままである水性調製物を形成することが可能であることが要求される。このような水性
調製物は、用いられる目的に応じて様々な量の式Ｉの化合物（例えば０．０００１～１０
重量％）を含有し得る。
【０１２８】
さらなる活性処方成分
　本発明の組成物または併用パックは、式（Ｉ）に係るテトラミン酸化合物以外を含んで
いることが可能であり、さらに、追加の活性処方成分を含んでいることが可能である。他
の活性処方成分は、殺ダニ剤（ＡＣ）、殺藻剤（ＡＬ）、誘引剤（ＡＴ）、忌避剤（ＲＥ
）、殺菌剤（ＢＡ）、殺菌・殺カビ剤（ＦＵ）、除草剤（ＨＥ）、殺虫剤（ＩＮ）、カタ
ツムリおよびナメクジの駆除薬剤（殺軟体動物剤、ＭＯ）、殺線虫剤（ＮＥ）、殺鼠剤（
ＲＯ）、滅菌剤（ＳＴ）、殺ウイルス剤（ＶＩ）、成長調節剤（ＰＧ）、植物強化剤（Ｐ
Ｓ）、微量元素（ＭＩ）ならびに多量養素（ＭＡ）を含んでいることが可能である。
【０１２９】
　好ましい有害生物防除剤は、ＨＢ、ＦＵ、ＩＮ、ＰＧ、ＭＩであり、特にＨＢ、ＦＵ、
ＩＮである。
【０１３０】
　いく種かの活性処方成分または有効な生体が、例えば、“Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ
　Ｍａｎｕａｌ”，１４ｔｈ　ｅｄｉｔｉｏｎ，２００６，Ｔｈｅ　Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃ
ｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ、または、“Ｔｈｅ　Ｍａｎｕａｌ　ｏ
ｆ　Ｂｉｏｃｏｎｔｒｏｌ　Ａｇｅｎｔｓ”，２００４，Ｔｈｅ　Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒ
ｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌに列挙されている。
【０１３１】
　しかしながら、本出願がここに列挙されているこれらの活性処方成分に限定されること
はなく、前述のモノグラフにおいて言及されていないより新しい活性処方成分も包含され
る。
【０１３２】
　除草剤の群は、一例として、特にこれらに限定されないが、以下の活性処方成分または
活性処方成分混合物を含む生成物を含む：アセトクロール、アシフルオルフェン、アクロ
ニフェン、アクロレイン、アラクロール、アメトリン、アミトロール、アシュラム、アト
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ラジン、ベナゾリン、ベンスルフロンメチル、ベンタゾン、ベンゾフェナップ、ビアラホ
ス、ビフェノックス、ブロマシル、ブロモブチド、ブロモフェノキシム、ブロモキシニル
、ブタクロール、ブタフェナシル、クロメトキシフェン、クロラムベン、クロロ酢酸、ク
ロルブロムロン、クロリムロン－エチル、クロロトルロン、クロミトロフェン、クロロト
ルロン、クロルタルジメチル、クロマゾン、クロジナホップ、クロピラリド、クロメプロ
ップ、シアナジン、２，４－Ｄ、２，４－ＤＢ、ジムロン、ダラポン、デスメディファム
、デスメトリン、ジカンバ、ジクロベニル、ジクロロプロプ、ジクロホップ、ジフェンゾ
コート、ジフルヘニカン、ジメフロン、ジメタクロール、ジメタトリン、ジメテナミド、
ジニトロアミン、ダイコート、ジウロン、エンドタール、エタメツルフロン－メチル、エ
トフメサン、フェナック、フェンクロリム、フェノキサプロップ、フェノキサプロップ－
エチル、フラムプロップ－メチル、フラザスルフロン、フルアジホップ、フルアジホップ
－ｐ－ブチル、フルメツラム、フルミクロラック－ペニル、フルオログリコフェン、フル
メツラム、フルメツロン、フルミオキサジン、フルポキサム、フルピルスルフロン、フル
プロパネート、フルリドン、フルオロキシピル、フルルタモン、ホマサフェン、ホサミン
、グルホシネート、グリホサートおよびその塩、（例えばアルキルアンモニウムまたはア
ルカリ金属塩）、ハロキシホップ、イマザメト、イマザメタベンズ、イマザモックス、イ
マザピック、イマザピル、イマザキン、イマゼタピル、イオドスルフロン、アイオキシニ
ル、イソプロツロン、イソキサベン、イソキサピリホップ、ラクトフェン、レナシル、リ
ニュロン、ＭＣＰＡ、ＭＣＰＢ、メコプロップ、メフェナセット、メソトリオン、メタザ
クロール、メタベンズチアズロン、メタラクロル、メチルヒ酸、メトラクロール、メトベ
ンズロン、メトスラム、メソスルフロン、メタミトロン、メトスルフロン、ナプロアニリ
ド、ナプタラム、ネブロン、ニコスルフロン、ノナン酸、ノルフラゾン、オリザリン、オ
キサジアゾン、オキシフルオルフェン、パラコート、ペンディメタリン、フェンメディフ
ァム、ピクロラム、ピコリナフェン、プレチラクロール、プロジアミン、プロメトン、プ
ロメトリン、プロパクロル、プロパジン、プロピソクロール、プロピザミド、ピラゾリネ
ート、ピラゾスルフロン－エチル、ピリブチカルブ、ピリダット、キンクロラック、キザ
ロホップ－エチル、キザロホップ－Ｐ、キンクロラック、リムスルフロン、シデュロン、
シマジン、シメトリン、スルファミン酸、スルホニルウレア、２，３，６－ＴＢＡ、テル
ブメトン、テルブチラジン、テルブトリン、トリクロロ酢酸、トリクロピル、トリエタジ
ン、テニルクロール、チアゾピル、トラルコキシジム、トリフラリン、トリトスルフロン
、ならびに、これらの塩およびその混合物。
【０１３３】
　本発明の他の実施形態において、除草剤は、クロラジホップ、クロジナホップ、クロホ
ップ、シハロホップ、ジクロホップ、フェノキサプロップ、フェノキサプロップ－Ｐ、フ
ェンチアプロプ、フルジアホップ、フルジアホップ－Ｐ、ハロキシホップ、ハロキシホッ
プ－Ｐ、イソキサピリホップ、メタミホプ、プロパキザホップ、キザロホップ、キザロホ
ップ－Ｐ、トリホップ、ならびに、これらの塩およびその混合物を含むアリールオキシフ
ェノキシプロピオン酸除草剤である。
【０１３４】
　単独で、または、他の活性処方成分との混合物で作物保護組成物製品に組み合わされる
有効な殺菌・殺カビ剤活性処方成分の例は：アゾキシストロビン、ベナラキシル、ベノミ
ル、ビテルタノール、ホウ酸ナトリウム、ブロモクナゾール、ｓｅｃ－ブチルアミン、カ
プタホール、キャプタン、多硫化カルシウム、カルベンダジム、キノメチオネート、クロ
ロタロニル、クロゾリネート、銅およびその誘導体、硫酸銅、シプロジニル、シプロコナ
ゾール、ジクロフルアニド、ジクロロフェン、ジクロメジン、ジクロラン、ジエトフェン
カルブ、ジフェノコナゾール、ジメトモルフ、ジニコナゾール、ジチアノン、エポキシコ
ナゾール、ファモキサドン、フェナリモル、フェンブコナゾール、フェンフラム、フェン
ヘキサミド、フェンピクロニル、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、フェンチン、
フルアジナム、フルジオキソニル、フルオロイミド、フルキンコナゾール、フルスルファ
ミド、フルトラニル、ホルペット、ホセチル、フララキシル、グアザチン、ヘキサクロロ
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ベンゼン、ヘキサコナゾール、キノリノール硫酸塩水和物、イミベンコナゾール、イミノ
クタジン、イプコナゾール、イプロジオン、カスガマイシン、クレソキシム－メチル、マ
ンコゼブ、マンネブ、メフェノキサム、メパニピリム、メプロニル、塩化水銀、メタム、
メタラキシル、メトコナゾール、メチラム、ナーバム、ニッケルビス（ジメチルジチオカ
ルバメート）、ヌアリモル、オキサジキシル、オキシン銅、オキソリン酸、ペンコナゾー
ル、ペンシクロン、ピコキシストロビン、フタリド、ポリオキシンＢ、プロクロラズ、プ
ロシミドン、プロパモカルブ、プロピコナゾール、プロピネブ、ピリフェノックス、ピラ
クロストロビン、ピロキロン、キントゼン、スピロキサミン、硫黄、テブコナゾール、テ
クロフタラム、テクナゼン、チアベンダゾール、チフルザミド、チオファネート－メチル
、チラム、トルコホス－メチル、トリルフルアニド、トリアジメホン、トリアジメノール
、トリアゾキシド、トリフロキシストロビン、トリホリン、トリチコナゾール、ビンクロ
ゾリン、ジネブ、ジラム、これらの塩およびその混合物である。
【０１３５】
　本発明の他の実施形態において、殺菌・殺カビ剤は、ストロビルリン、および、化学的
に関連する殺菌・殺カビ剤クラスであり、アゾキシストロビン、エネストロビン、ピコキ
シストロビン、ピラクロストロビン、クレソキシム－メチル、トリフロキシストロビン、
ジモキシストロビン、メトミノストロビン、オリザストロビン、ファモキサドン、フルオ
キサストロビン、フェンアミドン、ピリベンカルブ、シアゾファミド、アミスルブロム、
および、これらの混合物が含まれ；これらの殺菌・殺カビ剤、および、これらの混合物は
、作物病害を防除するために穀類（コムギ、オオムギ、ライ麦、ライコムギ、イネ）に用
いられる。
【０１３６】
　殺虫剤の活性処方成分（単独、または、混合物で）の例は：アバメクチン、アセフェー
ト、アセタミプリド、アクリナトリン、アミトラズ、アザジラクチン、アザメチホス、ア
ジンホス－メチル、アゾシクロチン、ベンサルタップ、ビフェントリン、ブロモプロピレ
ート、ブプロフェジン、ブトキシカルボキシム、カルタップ、クロルフェナピル、クロル
フェンソン、クロルフルアズロン、クロフェンテジン、クマホス、シフルトリン、β－シ
フルトリン、ラムダ－シハロトリン、シペルメトリン、α－シペルメトリン、θ－シペル
メトリン、シロマジン、ＤＤＴ、デルタメトリン、ジアフェンチウロン、ジコホル、ジク
ロトホス、ジフェンチウロン、ジフルベンズロン、ジメトエート、エマメクチン安息香酸
塩、エンドスルファン、エスフェンバレレート、エトキサゾール、フェナザキン、酸化フ
ェンブタスズ、フェノキシカルブ、フェンピロキシメート、フィプロニル、フルアズロン
、フルシクロクスロン、フルフェノクスロン、τ－フルバリネート、ホルメタネート、フ
ラチオカルブ、ハロフェノジド、γ－ＨＣＨ、ヘキサフルムロン、ヘキシチアゾクス、ヒ
ドラメチルノン、シアン化水素、イミダクロプリド、ルフェヌロン、メタミドホス、メチ
ダチオン、メチオカルブ、メソミル、メトキシクロル、メビンホス、ミルベメクチン、鉱
油、モノクロトホス、ニコチン、ニテンピラム、ノバルロン、オメトエート、有機リン化
合物、オキサミル、オキシデメトン－メチル、ペンタクロロフェノール、ホスファミドン
、ピメトロジン、ペルメトリン、プロフェノホス、ピリダベン、ナタネ油、レスメスリン
、ロテノン、スピノサド、スルフラミド、テブフェノジド、テブフェンピラド、テブピリ
ムホス、テフルベンズロン、テトラクロルビンホス、テトラジホン、テトラメトリン、チ
アメトキサム、チオシクラム、チオジカルブ、トラロメトリン、トリクロルホン、フリフ
ルムロン、トリメタカルブ、バミドチオン、ならびに、これらの塩およびその混合物であ
る。
【０１３７】
　成長調節剤群からの生成物中の活性処方成分の例は：６－ベンジルアミノプリン、クロ
ロメクワット、クロルホニウム、シメクタカルブ、クロフェンセット、クロキシホナック
、シアナミド、シクラニリド、ダミノジド、ジケグラック、エテホン、フルメトラリン、
ホルクロルフェニュロン、ジベレリン酸、イナベンフィド、インドリルブチロン酸、２－
（１－ナフチル）アセトアミド、メピコート、パクロブトラゾール、Ｎ－フェニル－フタ
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ルアミン酸、チジアズロン、トリネキサパック－エチルウニコンゾール、ならびに、これ
らの塩およびその混合物である。
【０１３８】
　式Ｉの化合物の混合相手は、例えばＴｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ，１２
ｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ（ＢＣＰＣ），２０００に記載されているとおり、エステルまたは
塩の形態であってもよい。
【０１３９】
　式（Ｉ）に係る本発明の化合物に対するさらなる混合相手は、以下の出願：国際公開第
２００９／０４９８５１号パンフレット、国際公開第２０１０／０６６７８０号パンフレ
ット、国際公開第２０１０／０６３６７０号パンフレットにおいて記載されており、これ
らは、参照により本明細書において援用されている。特に好ましい混合相手は、国際特許
出願ＰＣＴ／ＥＰ２０１２／０７３８９０号パンフレット、国際特許出願ＰＣＴ／ＥＰ２
０１３／０５０７９０号パンフレット、国際特許出願ＰＣＴ／ＥＰ２０１３／０５０７９
２号パンフレット、国際特許出願ＰＣＴ／ＥＰ２０１３／０５０７９３号パンフレットお
よび国際特許出願ＰＣＴ／ＥＰ２０１３／０５０７９４号パンフレットにおいて言及され
ており、また、参照により本明細書において援用されている。
【０１４０】
　単独で、または、他の栄養分との組み合わせで、または、作物保護組成物との組み合わ
せで、高度に分散している形態の液体調製物において液体形態で適用される植物栄養分お
よび植物微量元素は、例えば窒素（窒素肥料中）、リン酸塩、カリウム、カルシウム、マ
グネシウム、マンガン、ホウ素、銅、鉄（鉄肥料中）、セレニウム、コバルト、亜鉛であ
り、これらはまた、例えば、酸化物、硫化物または炭酸塩、および、微量元素名のもとに
知られている他のものとして存在していることが可能である。
【０１４１】
　有用な植物に適用される場合、式（Ｉ）の化合物は、一般に、第２の活性処方成分の化
学分類に応じて、前記第２の活性処方成分の１～１０００ｇ　ａ．ｉ．／ｈａ、および、
任意選択により、１～２０００ｇ　ａ．ｉ．／ｈａの量で適用される。好ましくは、有用
な植物に適用される場合、式（Ｉ）の化合物は、一般に、第２の活性処方成分の化学分類
に応じて、前記第２の活性処方成分の１～５００ｇ　ａ．ｉ．／ｈａ、および、任意選択
により、１～１０００ｇ　ａ．ｉ．／ｈａの量で適用される。より好ましくは、有用な植
物に適用される場合、式（Ｉ）の化合物は、一般に、第２の活性処方成分の化学分類に応
じて、前記第２の活性処方成分の１～２５０ｇ　ａ．ｉ．／ｈａ、および、任意選択によ
り、１～５００ｇ　ａ．ｉ．／ｈａの量で適用される。
【０１４２】
使用
　併用パックとは、式（Ｉ）に係る化合物と１種または複数種のポリシロキサンから選択
される補助剤の組み合わせを含むものを指し、ここで、第１の容器が式（Ｉ）に係るテト
ラミン酸化合物を含有し、および、第２の容器が１種または複数種のポリシロキサンから
選択される補助剤を含有する。第１の容器からの式（Ｉ）に係るテトラミン酸化合物およ
びポリシロキサン補助剤は、作物への適用前に一緒に混合される。
【０１４３】
　組成物とは、ポリシロキサン補助剤と混合された、既に希釈され配合されたテトラミン
酸化合物であって、作物への適用の準備が完了したものを指す。
【０１４４】
　本発明に係る組成物および併用パックは、多数の異なる有害生物を標的として多数の植
物に用いることが可能である。
【０１４５】
　本発明はまた、有害生物、有害生物の生息地、または、有害生物による被害を受けやす
い植物に、式（Ｉ）の化合物およびポリシロキサン（例えば式（ＩＩ）に係るもの）の組
み合わせを適用するステップを含む昆虫、ダニ類、線虫または軟体動物を防除する方法；
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式（Ｉ）の化合物およびポリシロキサン（例えば式（ＩＩ）に係るもの）の混合物を含む
種子；ならびに、式（Ｉ）の化合物およびポリシロキサン（例えば式（ＩＩ）に係るもの
）の混合物で種子をコーティングするステップを含む方法に関する。
【０１４６】
　式（Ｉ）の化合物およびポリシロキサン（例えば式（ＩＩ）に係るもの）は、植物に対
して植物毒性を引き起こすことなく有害生物を効率的に防除可能であるような量で提供お
よび／または使用され得る。例えば、本発明は、式（Ｉ）の化合物ならびに１種または複
数種のポリシロキサンを単独で式（Ｉ）の効力および化合物の殺草性を高めるのに十分な
相対量で含む有害生物防除混合物；単独で式（Ｉ）の効力および化合物の殺草性を高める
のに十分な相対量で式（Ｉ）の化合物およびポリシロキサン（例えば式（ＩＩ）に係るも
の）の混合物を含む農業用組成物；式（Ｉ）の化合物およびポリシロキサン（例えば式（
ＩＩ）に係るもの）の混合物を動物有害生を駆除するのに有効な量での使用；動物有害生
物、これらの生息地、繁殖地、食物供給、植物、種子、土壌、地域、材料または動物有害
生物が成長するかもしくは成長し得る環境、または、動物による被害または侵襲から保護
されるべき材料、植物、種子、土壌、表面もしくは空間に、式（Ｉ）の化合物およびポリ
シロキサン（例えば式（ＩＩ）に係るもの）の混合物を有効量で接触させるステップを含
む、動物有害生物の駆除方法；作物に、式（Ｉ）の化合物およびポリシロキサン（例えば
式（ＩＩ）に係るもの）の混合物を有効量で接触させるステップを含む、動物有害生物に
よる被害もしくは侵襲から作物を保護する方法；播種前の種子および／または前発芽後の
種子に、式（Ｉ）の化合物およびポリシロキサン（例えば式（ＩＩ）に係るもの）の混合
物を有効量で接触させるステップを含む、土壌昆虫からの種子の保護ならびに土壌および
葉面の昆虫からの実生の根および苗条の保護方法；有害生物、有害生物の生息地、または
、有害生物による被害を受けやすい植物に、式（Ｉ）の化合物およびポリシロキサン（例
えば式（ＩＩ）に係るもの）の組み合わせを有効量で適用するステップを含む、昆虫、ダ
ニ類、線虫または軟体動物の防除方法を含む。ＡおよびＢの混合物が通常、殺虫的、殺ダ
ニ的、殺線虫または殺軟体動物的に有効な量で適用されることとなる。適用において、式
（Ｉ）の化合物およびポリシロキサン（例えば式（ＩＩ）に係るもの）は、同時に、また
は、個別に適用され得る。
【０１４７】
　本発明の混合物は、鱗翅目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）、双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ）、
半翅目（Ｈｅｍｉｐｔｅｒａ）、総翅目（Ｔｈｙｓａｎｏｐｔｅｒａ）、直翅目（Ｏｒｔ
ｈｏｐｔｅｒａ）、網翅目（Ｄｉｃｔｙｏｐｔｅｒａ）、鞘翅目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ
）、ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒａ）、膜翅目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ）および等
翅目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）、ならびに、例えば、ダニ、線虫および軟体有害生物といった
他の無脊椎動物有害生物などの昆虫有害生物の外寄生を防除するために用いられることが
可能である。昆虫、ダニ、線虫および軟体動物は、本明細書において、総称して有害生物
と称される。本発明の化合物を用いることにより防除され得る有害生物は、農業（この用
語は食品および繊維生産物用の作物の栽培を含む）、園芸および畜産、伴侶動物、植物性
生産物（果実、穀粒および木材など）の営林および保管に関連する有害生物；人工構造の
損傷ならびにヒトおよび動物の疾患の伝染に関連する有害生物；ならびに、不快な有害生
物（ハエ等）を含む。本発明の混合物は、昆虫、ダニおよび／または線虫に対して特に効
果的である。
【０１４８】
　本発明によれば、本発明に係る混合物を適用可能である「有用な植物」とは、典型的に
は以下の種の植物が含まれる：ブドウ；コムギ、オオムギ、ライ麦またはカラスムギなど
の穀類；サトウダイコンまたは飼料ビートなどのビート；例えばリンゴ、セイヨウナシ、
セイヨウスモモ、モモ、アーモンド、サクランボ、イチゴ、ラズベリーもしくはブラック
ベリーといった仁果、石果または軟果などの果実；インゲンマメ、レンズマメ、エンドウ
マメまたはダイズなどのマメ科植物；セイヨウアブラナ、マスタード、ケシ、オリーヴ、
ヒマワリ、ココナツ、トウゴマ、カカオ豆または落花生などの油植物；ペポカボチャ、キ
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ュウリまたはメロンなどのキュウリ植物；綿、亜麻、アサまたはジュートなどの繊維植物
；オレンジ、レモン、グレープフルーツまたはマンダリンミカンなどの柑橘果実；ホウレ
ンソウ、レタス、アスパラガス、キャベツ、ニンジン、タマネギ、トマト、ジャガイモ、
ウリ科植物またはパプリカなどの野菜；アボカド、シナモンまたは樟脳などのクスノキ科
；トウモロコシ；タバコ；堅果；コーヒー；サトウキビ；チャ；ブドウ；ホップ；ドリア
ン；バナナ；天然ゴム植物；花、潅木、闊葉樹もしくは例えば針葉樹といった常緑樹など
の芝生または観賞用植物。このリストはいかなる限定をも表すものではない。
【０１４９】
　「有用な植物」という用語は、従来の交配または遺伝子操作法によって、ブロモキシニ
ルのような除草剤、または、除草剤のクラス（例えば、ＨＰＰＤ抑制剤、ＡＣＣａｓｅ抑
制剤、ＡＬＳ抑制剤、例えばプリミスルフロン、プロスルフロンおよびトリフロキシスル
フロン、ＥＰＳＰＳ（５－エノール－ピロビル－シキメート－３－リン酸－シンターゼ）
抑制剤、ＧＳ（グルタミンシンテターゼ）抑制剤など）に対する耐性が付与された有用な
植物をも含むと理解されるべきである。従来の交配（突然変異誘発）法により例えばイマ
ザモックスといったイミダゾリノンに対する許容性がもたらされている作物の一例は、Ｃ
ｌｅａｒｆｉｅｌｄ（登録商標）夏ナタネ（キャノーラ）である。遺伝子操作法により除
草剤またはある分類の除草剤に対する許容性がもたらされている作物の例としては、商品
名ＲｏｕｎｄｕｐＲｅａｄｙ（登録商標）、Ｈｅｒｃｕｌｅｘ　Ｉ（登録商標）およびＬ
ｉｂｅｒｔｙＬｉｎｋ（登録商標）で市販されているグリホサート－およびグルホシネー
ト－耐性トウモロコシ品種が挙げられる。
【０１５０】
　「有用な植物」という用語は、例えば、特にバチルス属といった毒素生成細菌といった
公知であるものなどの１種または複数種の選択的に作用する毒素を合成することが可能で
あるよう、ＤＮＡ組換え技術を用いて形質転換された有用な植物をも含むと理解されるべ
きである。
【０１５１】
　このような遺伝形質転換植物から発現されることが可能である毒素としては、例えば、
セレウス菌（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）もしくはバチルスポピリエ（Ｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｐｏｐｉｌｌｉａｅ）由来の殺虫性タンパク質、例えば殺虫性タンパク質；また
は、δ－エンドトキシン、例えばＣｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆ、Ｃｒｙ１Ｆ
ａ２、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ３Ａ、Ｃｒｙ３Ｂｂ１あるいはＣｒｙ９ｃなどのバチルスチ
ューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）由来の殺虫性タン
パク質、または、例えばＶｉｐ１、Ｖｉｐ２、Ｖｉｐ３あるいはＶｉｐ３Ａといった栄養
型殺虫性タンパク質（Ｖｉｐ）；または、フォトラブダスルミネッセンス（Ｐｈｏｔｏｒ
ｈａｂｄｕｓ　ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｓ）、ゼノラブダスネマトフィルス（Ｘｅｎｏｒｈ
ａｂｄｕｓ　ｎｅｍａｔｏｐｈｉｌｕｓ）などの例えばフォトラブダス属の一種（Ｐｈｏ
ｔｏｒｈａｂｄｕｓ　ｓｐｐ．）またはゼノラブダス属の一種（Ｘｅｎｏｒｈａｂｄｕｓ
　ｓｐｐ．）といった線虫共生細菌の殺虫性タンパク質；サソリ毒素、クモ類毒素、ハチ
毒素および他の昆虫に特異的な神経毒素などの動物により産生される毒素；ストレプトマ
イセート毒素などの真菌により産生される毒素、エンドウマメレクチン、オオムギレクチ
ンあるいはマツユキソウレクチンなどの植物レクチン；アグルチニン；トリプシン抑制剤
、セリンタンパク分解酵素抑制剤、パタチン、シスタチン、パパイン抑制剤などのプロテ
イナーゼ抑制剤；リシン、トウモロコシ－ＲＩＰ、アブリン、ルフィン、サポリンまたは
ブリオジンなどのリボソーム－不活性化タンパク質（ＲＩＰ）；３－ヒドロキシステロイ
ドキシダーゼ、エクジステロイド－ＵＤＰ－グリコシル－トランスフェラーゼ、コレステ
ロールオキシダーゼ、エクジソン抑制剤、ＨＭＧ－ＣＯＡ－レダクターゼなどのステロイ
ド代謝酵素；ナトリウムもしくはカルシウムチャネル遮断剤などのイオンチャネル遮断剤
；幼虫ホルモンエステラーゼ、利尿ホルモン受容体、スチルベンシンターゼ、ビベンジル
シンターゼ、キチナーゼ、ならびに、グルカナーゼが挙げられる。
【０１５２】
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　本発明の文脈において、例えばＣｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆ、Ｃｒｙ１Ｆ
ａ２、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ３Ａ、Ｃｒｙ３Ｂｂ１あるいはＣｒｙ９Ｃといったδ－エン
ドトキシン、または、例えばＶｉｐ１、Ｖｉｐ２、Ｖｉｐ３あるいはＶｉｐ３Ａといった
栄養型殺虫性タンパク質（Ｖｉｐ）とは、混成毒素、切断型毒素および修飾型毒素をも明
確に意味すると理解されるべきである。混成毒素は、これらのタンパク質の異なるドメイ
ンの新規の組み合わせによって組換え的に生成される（例えば、国際公開第０２／１５７
０１号パンフレットを参照のこと）切断型トキシンの一例は、以下に記載のとおり、Ｓｙ
ｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄ　ＳＡＳ製のＢｔ１１トウモロコシにおいて発現される切断型Ｃ
ｒｙ１Ａｂである。修飾型毒素の場合には、天然の毒素の１種または複数種のアミノ酸が
置換される。このようなアミノ酸の置換においては、好ましくは自然には存在しないタン
パク分解酵素認識配列が、例えば、Ｃｒｙ３Ａ０５５の場合などにおいて毒素に挿入され
、カテプシン－Ｇ－認識配列がＣｒｙ３Ａ毒素に挿入される（国際公開第０３／０１８８
１０号パンフレットを参照のこと）。
【０１５３】
　このような毒素、または、このような毒素を合成することが可能である遺伝形質転換植
物の例は、例えば、欧州特許出願公開第Ａ－０　３７４　７５３号明細書、国際公開第９
３／０７２７８号パンフレット、国際公開第９５／３４６５６号パンフレット、欧州特許
出願公開第Ａ－０　４２７　５２９号明細書、欧州特許出願公開第Ａ－４５１　８７８号
明細書および国際公開第０３／０５２０７３号パンフレットに開示されている。
【０１５４】
　このような遺伝形質転換植物の調製プロセスは一般に当業者に公知であり、例えば、上
述の刊行物に記載されている。ＣｒｙＩ－タイプデオキシリボ核酸およびこれらの調製は
、例えば、国際公開第９５／３４６５６号パンフレット、欧州特許出願公開第Ａ－０　３
６７　４７４号明細書、欧州特許出願公開第Ａ－０　４０１　９７９号明細書および国際
公開第９０／１３６５１号パンフレットから公知である。
【０１５５】
　遺伝形質転換植物に含有される毒素は、有害な昆虫に対する許容性を植物に付与する。
このような昆虫は昆虫のどの分類群においても生じる可能性があるが、特に、甲虫（鞘翅
目）、２枚の翅を有する昆虫（双翅目）およびチョウ（鱗翅目）において通例見出される
。
【０１５６】
　殺虫耐性をコードし、１種または複数種の毒素を発現する１種または複数種の遺伝子を
含有する遺伝形質転換植物は公知であり、そのいくつかは市販されている。このような植
物の例は：ＹｉｅｌｄＧａｒｄ（登録商標）（Ｃｒｙ１Ａｂ毒素を発現するトウモロコシ
品種）；ＹｉｅｌｄＧａｒｄ　Ｒｏｏｔｗｏｒｍ（登録商標）（Ｃｒｙ３Ｂｂ１毒素を発
現するトウモロコシ品種）；ＹｉｅｌｄＧａｒｄ　Ｐｌｕｓ（登録商標）（Ｃｒｙ１Ａｂ
およびＣｒｙ３Ｂｂ１毒素を発現するトウモロコシ品種）；Ｓｔａｒｌｉｎｋ（登録商標
）（Ｃｒｙ９ｃ毒素を発現するトウモロコシ品種）；Ｈｅｒｃｕｌｅｘ　Ｉ（登録商標）
（Ｃｒｙ１Ｆａ２毒素を発現すると共に、酵素ホスフィノトリシンＮ－アセチルトランス
フェラーゼ（ＰＡＴ）を発現して、除草剤グルホシネートアンモニウムに対する許容性を
達成するトウモロコシ品種）；ＮｕＣＯＴＮ　３３Ｂ（登録商標）（Ｃｒｙ１Ａｃ毒素を
発現する綿品種）；Ｂｏｌｌｇａｒｄ　Ｉ（登録商標）（Ｃｒｙ１Ａｃ毒素を発現する綿
品種）；Ｂｏｌｌｇａｒｄ　ＩＩ（登録商標）（Ｃｒｙ１ＡｃおよびＣｒｙ２Ａｂ毒素を
発現する綿品種）；ＶｉｐＣＯＴ（登録商標）（Ｖｉｐ３ＡおよびＣｒｙ１Ａｂ毒素を発
現する綿品種）；ＮｅｗＬｅａｆ（登録商標）（Ｃｒｙ３Ａ毒素を発現するジャガイモ品
種）；Ｎａｔｕｒｅ－Ｇａｒｄ（登録商標）およびＰｒｏｔｅｃｔａ（登録商標）である
。
【０１５７】
　このような遺伝形質転換作物のさらなる例は以下のとおりである。
１．Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ　ＳＡＳ，Ｃｈｅｍｉｎ　ｄｅ　ｌ’Ｈｏｂｉｔ　２
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７，Ｆ－３１　７９０　Ｓｔ．Ｓａｕｖｅｕｒ，Ｆｒａｎｃｅ製のＢｔ１１トウモロコシ
、登録番号Ｃ／ＦＲ／９６／０５／１０。切断型Ｃｒｙ１Ａｂ毒素の遺伝形質転換発現に
よってアワノメイガ（アワノメイガ（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）およびセ
サミアノナグリオイデス（Ｓｅｓａｍｉａ　ｎｏｎａｇｒｉｏｉｄｅｓ））による攻撃に
対する耐性が付与された遺伝子操作されたギョクショクショ（Ｚｅａ　ｍａｙｓ）である
。Ｂｔ１１トウモロコシもまた遺伝形質転換的に酵素ＰＡＴを発現して、除草剤グルホシ
ネートアンモニウムに対する許容性を達成する。
【０１５８】
　２．Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ　ＳＡＳ，Ｃｈｅｍｉｎ　ｄｅ　ｌ’Ｈｏｂｉｔ　
２７，Ｆ－３１　７９０　Ｓｔ．Ｓａｕｖｅｕｒ，Ｆｒａｎｃｅ製のＢｔ１７６トウモロ
コシ、登録番号Ｃ／ＦＲ／９６／０５／１０。Ｃｒｙ１Ａｂ毒素の遺伝形質転換発現によ
ってアワノメイガ（アワノメイガ（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）およびセサ
ミアノナグリオイデス（Ｓｅｓａｍｉａ　ｎｏｎａｇｒｉｏｉｄｅｓ））による攻撃に対
する耐性が付与された遺伝子操作されたギョクショクショ（Ｚｅａ　ｍａｙｓ）である。
Ｂｔ１７６トウモロコシもまた遺伝形質転換的に酵素ＰＡＴを発現して、除草剤グルホシ
ネートアンモニウムに対する許容性を達成する。
【０１５９】
　３．Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ　ＳＡＳ，Ｃｈｅｍｉｎ　ｄｅ　ｌ’Ｈｏｂｉｔ　
２７，Ｆ－３１　７９０　Ｓｔ．Ｓａｕｖｅｕｒ，Ｆｒａｎｃｅ製のＭＩＲ６０４トウモ
ロコシ、登録番号Ｃ／ＦＲ／９６／０５／１０。修飾型Ｃｒｙ３Ａ毒素の遺伝形質転換発
現によって昆虫耐性が付与されたトウモロコシである。この毒素は、カテプシン－Ｇ－タ
ンパク分解酵素認識配列の挿入により修飾されたＣｒｙ３Ａ０５５である。このような遺
伝形質転換トウモロコシ植物の調製は、国際公開第０３／０１８８１０号パンフレットに
記載されている。
【０１６０】
　４．Ｍｏｎｓａｎｔｏ　Ｅｕｒｏｐｅ　Ｓ．Ａ．２７０－２７２　Ａｖｅｎｕｅ　ｄｅ
　Ｔｅｒｖｕｒｅｎ，Ｂ－１１５０　Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，Ｂｅｌｇｉｕｍ製のＭＯＮ８６
３トウモロコシ、登録番号Ｃ／ＤＥ／０２／９。ＭＯＮ８６３は、Ｃｒｙ３Ｂｂ１毒素を
発現すると共に一定の鞘翅目昆虫に対する耐性を有する。
【０１６１】
　５．Ｍｏｎｓａｎｔｏ　Ｅｕｒｏｐｅ　Ｓ．Ａ．２７０－２７２　Ａｖｅｎｕｅ　ｄｅ
　Ｔｅｒｖｕｒｅｎ，Ｂ－１１５０　Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，Ｂｅｌｇｉｕｍ製のＩＰＣ５３
１綿、登録番号Ｃ／ＥＳ／９６／０２。
【０１６２】
　６．Ｐｉｏｎｅｅｒ　Ｏｖｅｒｓｅａｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ａｖｅｎｕｅ　Ｔ
ｅｄｅｓｃｏ，７　Ｂ－１１６０　Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，Ｂｅｌｇｉｕｍ製の１５０７トウ
モロコシ、登録番号Ｃ／ＮＬ／００／１０。一定の鱗翅目昆虫に対する耐性を達成するた
めのタンパク質Ｃｒｙ１Ｆ、および、除草剤グルホシネートアンモニウムに対する許容性
を達成するためのＰＡＴタンパク質を発現するための遺伝子操作されたトウモロコシであ
る。
【０１６３】
　７．Ｍｏｎｓａｎｔｏ　Ｅｕｒｏｐｅ　Ｓ．Ａ．２７０－２７２　Ａｖｅｎｕｅ　ｄｅ
　Ｔｅｒｖｕｒｅｎ，Ｂ－１１５０　Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，Ｂｅｌｇｉｕｍ製のＮＫ６０３
×ＭＯＮ８１０トウモロコシ、登録番号Ｃ／ＧＢ／０２／Ｍ３／０３。遺伝操作された品
種ＮＫ６０３およびＭＯＮ８１０を交雑させることによる従来からの交配によるハイブリ
ッドトウモロコシ品種からなる。ＮＫ６０３×ＭＯＮ８１０トウモロコシは、草剤Ｒｏｕ
ｎｄｕｐ（登録商標）（グリホサートを含有する）に対する許容性を付与する、アグロバ
クテリウム属の一種（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐ．）の菌株ＣＰ４から得られる
タンパク質ＣＰ４　ＥＰＳＰＳと、また、アワノメイガを含む一定の鱗翅目に対する許容
性をもたらす、バチルスチューリンゲンシスクルスターキ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒ
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ｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ｋｕｒｓｔａｋｉ）から得られるＣｒｙ１Ａｂ毒素と
を遺伝形質転換的に発現する。
【０１６４】
　耐昆虫性植物の遺伝子組換え作物はまた、ＢＡＴＳ（Ｚｅｎｔｒｕｍ　ｆｕｅｒ　Ｂｉ
ｏｓｉｃｈｅｒｈｅｉｔ　ｕｎｄ　Ｎａｃｈｈａｌｔｉｇｋｅｉｔ，Ｚｅｎｔｒｕｍ　Ｂ
ＡＴＳ，Ｃｌａｒａｓｔｒａｓｓｅ　１３，４０５８　Ｂａｓｅｌ，Ｓｗｉｔｚｅｒｌａ
ｎｄ）Ｒｅｐｏｒｔ　２００３，（ｈｔｔｐ：／／ｂａｔｓ．ｃｈ）にも記載されている
。
【０１６５】
　「有用な植物」という用語は、例えば、いわゆる「病因関連タンパク質」（ＰＲＰ、例
えば欧州特許出願公開第Ａ－０　３９２　２２５号明細書を参照のこと）などの選択的な
作用を有する非病原性物質を合成することが可能であるよう、ＤＮＡ組換え技術を用いて
形質転換された有用な植物をも含むと理解されるべきである。このような非病原性物質を
合成することが可能であるこのような非病原性物質および遺伝形質転換植物の例は、例え
ば欧州特許出願公開第Ａ－０　３９２　２２５号明細書、国際公開第９５／３３８１８号
パンフレット、および欧州特許出願公開第Ａ－０　３５３　１９１号明細書から公知であ
る。このような遺伝形質転換植物を形成する方法は当業者に一般に公知であると共に、例
えば、上述の刊行物において記載されている。
【０１６６】
　このような遺伝形質転換植物によって発現可能である非病原性物質としては、例えば、
例えばウイルス性ＫＰ１、ＫＰ４あるいはＫＰ６毒素といったナトリウムおよびカルシウ
ムチャネルに対する遮断剤などのイオンチャネル遮断剤；スチルベンシンターゼ；ビベン
ジルシンターゼ；キチナーゼ；グルカナーゼ；いわゆる「病因関連タンパク質」（ＰＲＰ
；例えば欧州特許出願公開第Ａ－０　３９２　２２５号明細書を参照のこと）；微生物に
より産生される非病原性物質、例えばペプチド抗生物質もしくは複素環式抗生物質（例え
ば国際公開第９５／３３８１８号パンフレットを参照のこと）、または、植物病原体防衛
に関与するタンパク質もしくはポリペプチド因子（国際公開第０３／０００９０６号パン
フレットに記載のいわゆる「植物病害耐性遺伝子」）が挙げられる。
【０１６７】
　本発明に関して関心の高い有用な植物は、穀類；ダイズ；コーン；綿；イネ；油種子セ
イヨウアブラナ；ヒマワリ；サトウキビ；仁果；石果；柑橘果実；ピーナッツ、ジャガイ
モ；コーヒー；チャ；イチゴ；芝生；ブドウ、ならびに、トマト、ウリ科植物およびレタ
スなどの野菜である。
【０１６８】
　本明細書において用いられるところ、有用な植物の「生息地」という用語は、有用な植
物が成長している場所であって、有用な植物の植物繁殖体が播種されるか、または、有用
な植物の植物繁殖体が土壌に位置することとなる場所が包含されることが意図される。こ
のような生息地の一例は作物植物が栽培されている圃場である。
【０１６９】
　「植物繁殖体」という用語は、その増殖に用いられることが可能である種子などの植物
の生殖部、および、挿し木または例えばジャガイモといった塊茎などの栄養体を示すと理
解される。例えば種子（厳密には）、根、果実、塊茎、鱗茎、根茎および植物の一部が挙
げられ得る。発芽後または出芽後に土壌から移植される発芽植物および幼植物もまた挙げ
られ得る。これらの幼植物は、浸漬による完全または部分的な処理によって、移植前に保
護され得る。好ましくは、「植物繁殖体」は、種子を示すと理解される。種子の処理に特
に興味深い殺虫剤としては、チアメトキサム、イミダクロプリドおよびクロチアニジンが
挙げられる。
【０１７０】
　本発明のさらなる態様は、有害生物の被害に対して、自然のライフサイクルから取り入
れられた植物および／もしくは動物由来の天然物質ならびに／またはその改良形態を保護
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する方法であり、これは、植物および／もしくは動物由来の前記天然物質またはその改良
形態に、式（Ｉ）の化合物およびポリシロキサン（例えば、（ＩＩ）に係るもの）の組み
合わせを有効な量で適用するステップを含む。
【０１７１】
　本発明によれば、「自然のライフサイクルから取り入れられた植物由来の天然物質」と
いう用語は、自然のライフサイクルから収穫され、および、新鮮な収穫された形態である
植物またはその一部を示す。このような植物由来の天然物質の例は、茎、葉、塊茎、種子
、果実または穀粒である。本発明によれば、「植物由来の天然物質の改良形態」という用
語は、改質プロセスによってもたらされ得る植物由来の天然物質の一形態を示すと理解さ
れる。このような改質プロセスは、このような物質のより貯蔵可能な形態（貯蔵良好）に
植物由来の天然物質を改変させるために用いられることが可能である。このような改質プ
ロセスの例は、前乾燥、加湿、粉砕、微粉際、粉末化、圧縮またはローストである。また
、植物由来の天然物質の改良形態の定義には、構造用木材、電気パイロンおよびバリアな
どの粗木材の形態、または、木製の家具もしくは物品などの完成物品の形態の木材も包含
される。
【０１７２】
　本発明によれば、「自然のライフサイクルから取り入れられた動物由来の天然物質およ
び／またはその改良形態」という用語は、皮膚、皮、皮革、毛皮、毛髪等などの動物由来
の材料を示すと理解される。
【０１７３】
　好ましい実施形態は、自然のライフサイクルから得られる植物由来の天然物質、および
／または、その加工形態を有害生物による被害から保護する方法であり、これは、植物お
よび／または動物由来の前記天然物質またはその加工形態に、式（Ｉ）の化合物およびポ
リシロキサン（例えば式（ＩＩ）に係るもの）の組み合わせを、式（Ｉ）に係る化合物の
効力を高めると共に式（Ｉ）に係る化合物の殺草性を低減させるのに有効な量で適用する
ステップを含む。
【０１７４】
　さらに好ましい実施形態は、自然のライフサイクルから得られる果実、好ましくは仁果
、石果、軟果および柑橘果実、および／または、その加工形態を保護する方法であり、こ
れは、前記果実および／またはその加工形態に、式（Ｉ）の化合物およびポリシロキサン
（例えば式（ＩＩ）に係るもの）の組み合わせを有効量で適用するステップを含む。
【０１７５】
　本発明に係る組成物および併用パックはさらに以下の有害生物に対して特に有効である
：モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）（アブラムシ）、ワタアブラム
シ（Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）（アブラムシ）、マメクロアブラムシ（Ａｐｈｉｓ
　ｆａｂａｅ）（アブラムシ）、メクラカメムシ属の一種（Ｌｙｇｕｓ　ｓｐｐ．）（カ
プシッド）、ジスデルクス属の一種（Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ　ｓｐｐ．）（カプシッド）、
トビイロウンカ（Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ）（プラントホッパー）、ツマ
グロヨコバイ（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘｃ　ｉｎｃｔｉｃｅｐｓ）（ヨコバイ）、ネザラ
属の一種（Ｎｅｚａｒａ　ｓｐｐ．）（カメムシ）、ユースキスツス属の一種（Ｅｕｓｃ
ｈｉｓｔｕｓ　ｓｐｐ．）（カメムシ）、レプトコリサ属の一種（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓ
ａ　ｓｐｐ．）（カメムシ）、ミカンキイロアザミウマ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　
ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）（アザミウマ）、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ
．）（アザミウマ）、コロラドハムシ（Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓａ　ｄｅｃｅｍｌｉｎｅ
ａｔａ）（コロラドハムシ）、メキシコワタミゾウムシ（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｇｒａ
ｎｄｉｓ）（ワタミゾウムシ）、アオニジエラ属の一種（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ
．）（カイガラムシ）、トリアロイデス属の一種（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ．
）（コナジラミ）、タバココナジラミ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）（コナジラミ）
、ヨーロッパアワノメイガ（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）（アワノメイガ）
、スポドプテラクットラリス（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａｌｉｓ）（コット
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ンリーフワーム（ｃｏｔｔｏｎ　ｌｅａｆｗｏｒｍ））、ニセアメリカタバコガ（Ｈｅｌ
ｉｏｔｈｉｓ　ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ）（ニセアメリカタバコガ）、（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒ
ｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ）（オオタバコガ（ｃｏｔｔｏｎ　ｂｏｌｌｗｏｒｍ））、アメ
リカタバコガ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｚｅａ）（オオタバコガ（ｃｏｔｔｏｎ　ｂｏ
ｌｌｗｏｒｍ））、シレプタデロガタ（Ｓｙｌｅｐｔａ　ｄｅｒｏｇａｔａ）（ワタノメ
イガ）、シロチョウ（Ｐｉｅｒｉｓ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）（モンシロチョウ）、コナガ
（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）（コナガ）、アグロティス属の一種（Ａｇ
ｒｏｔｉｓ　ｓｐｐ．）（ヨトウムシ）、ニカメイガ（Ｃｈｉｌｏ　ｓｕｐｐｒｅｓｓａ
ｌｉｓ）（ニカメイチュウ）、トノサマバッタ（Ｌｏｃｕｓｔａ　ｍｉｇｒａｔｏｒｉａ
）（バッタ）、オーストラリアトビバッタ（Ｃｈｏｒｔｉｏｃｅｔｅｓ　ｔｅｒｍｉｎｉ
ｆｅｒａ）（バッタ）、ジアブロチカ属の一種（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｐ．）（ネ
クイムシ）、リンゴハダニ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｕｌｍｉ）（リンゴハダニ）、ミカ
ンハダニ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｃｉｔｒｉ）（ミカンハダニ）、ナミハダニ（Ｔｅｔ
ｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ）（ナミハダニ）、ニセナミハダニ（Ｔｅｔｒａｎｙ
ｃｈｕｓ　ｃｉｎｎａｂａｒｉｎｕｓ）（ニセナミハダニ）、ミカンサビダニ（Ｐｈｙｌ
ｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ　ｏｌｅｉｖｏｒａ）（ミカンサビダニ）、チャノホコリダニ（Ｐ
ｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｌａｔｕｓ）（チャノホコリダニ）、ブレビパ
ルプス属の一種（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｓｐｐ．）（ヒメハダニ）、オウシマダニ（
Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｍｉｃｒｏｐｌｕｓ）（ウシダニ）、アメリカイヌカクマダニ（Ｄ
ｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｖａｒｉａｂｉｌｉｓ）（カクマダニ）、ネコノミ（Ｃｔｅｎｏ
ｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｆｅｌｉｓ）（ネコノミ）、リリオミザ属の一種（Ｌｉｒｉｏｍ
ｙｚａ　ｓｐｐ．）（葉もぐり虫）、イエバエ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ）（イ
エバエ）、ネッタイシマカ（Ａｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ）（カ）、ハマダラカ属の一種
（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）（蚊）、イエカ属の一種（Ｃｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）（
蚊）、ルシリア属の一種（Ｌｕｃｉｌｌｉａ　ｓｐｐ．）（クロバエ）、チャバネゴキブ
リ（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ）（ゴキブリ）、ワモンゴキブリ（Ｐｅｒ
ｉｐｌａｎｅｔａ　ａｍｅｒｉｃａｎａ）（ゴキブリ）、トウヨウゴキブリ（Ｂｌａｔｔ
ａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ）（ゴキブリ）、ムカシシロアリ科のシロアリ（例えばマスト
テルメス属の一種（Ｍａｓｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．））、レイビシロアリ科のシロア
リ（例えばネオテルメス属の一種（Ｎｅｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．））、ミゾガシラシロ
アリ科のシロアリ（例えばイエシロアリ（Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｆｏｒｍｏｓａｎｕ
ｓ）、キアシシロアリ（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｆｌａｖｉｐｅｓ）、ヤマトシ
ロアリ（Ｒ．ｓｐｅｒａｔｕ）、Ｒ．ビルギニクス（Ｒ．ｖｉｒｇｉｎｉｃｕｓ）、Ｒ．
ヘスペルス（Ｒ．ｈｅｓｐｅｒｕｓ）、およびＲ．サントネンシス（Ｒ．ｓａｎｔｏｎｅ
ｎｓｉｓ））およびシロアリ科のシロアリ（例えばキイロマルガシラシロアリ（Ｇｌｏｂ
ｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｕｌｆｕｒｅｕｓ））、アカカミアリ（Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｇｅ
ｍｉｎａｔａ）（アカカミアリ）、イエヒメアリ（Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｐｈａｒａｏ
ｎｉｓ）（イエヒメアリ）、ダマリニア属の一種（Ｄａｍａｌｉｎｉａ　ｓｐｐ．）およ
びケモノホソジラミ属の一種（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）（ハジラミおよびシ
ラミの一種）、メロイドギネ属の一種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）（根こぶ線
虫）、グロボデラ属の一種（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）およびシストセンチュウ属
の一種（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）（シスト線虫）、ネグサレセンチュウ属の一
種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）（ネグサレセンチュウ）、ロドホラス属の一
種（Ｒｈｏｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）（バナナネモグリセンチュウ）、チレンクルス
属の一種（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）（ミカンネセンチュウ）、捻転胃虫（Ｈ
ａｅｍｏｎｃｈｕｓ　ｃｏｎｔｏｒｔｕｓ）（捻転胃虫）、エレガンスセンチュウ（Ｃａ
ｅｎｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｅｌｅｇａｎｓ）（センチュウ）、毛様線虫属の一種（Ｔｒ
ｉｃｈｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）（消化管内線虫）およびノハラナメクジ（Ｄ
ｅｒｏｃｅｒａｓ　ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｍ）（ナメクジ）、キジラミ属（Ｄｉａｐｈｏ
ｒｉｎａ　ｓｐｐ）（キジラミ）、カコプシラ属（Ｃａｃｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ）（キ
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ジラミ）、および、パラトリオザ（Ｐａｒａｔｒｉｏｚａ）、またはバクテリオセラ（Ｂ
ａｃｔｅｒｉｏｃｅｒａ）（キジラミ）。
【０１７６】
　他の実施形態において、本発明に係る組成物および併用パックは以下の有害生物に対し
ても特に有効である：
ダニ目から、例えば、
アカリツス属の一種（Ａｃａｌｉｔｕｓ　ｓｐｐ）、アカルス属の一種（Ａｃｕｌｕｓ　
ｓｐｐ）、アカリカルス属の一種（Ａｃａｒｉｃａｌｕｓ　ｓｐｐ）、アセリア属の一種
（Ａｃｅｒｉａ　ｓｐｐ）、アシブトコナダニ（Ａｃａｒｕｓ　ｓｉｒｏ）、アンブリオ
ンマ属の一種（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、ナガヒメダニ属の一種（Ａｒｇａｓ　
ｓｐｐ．）、ウシマダニ属の一種（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ブレビパルパス属
の一種（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｓｐｐ．）、ブリオビア属の一種（Ｂｒｙｏｂｉａ　
ｓｐｐ）、カリピトリメルス属の一種（Ｃａｌｉｐｉｔｒｉｍｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、シ
ョクヒヒゼンダニ属の一種（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ワクモ（Ｄｅｒｍａｎ
ｙｓｓｕｓ　ｇａｌｌｉｎａｅ）、デルマトファゴイデス属の一種（Ｄｅｒｍａｔｏｐｈ
ａｇｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ）、エオテトラニカス属の一種（Ｅｏｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　
ｓｐｐ）、エリオフィエス属の一種（Ｅｒｉｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、ヘミタルソネム
ス属の一種（Ｈｅｍｉｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ）、イボマダニ属の一種（Ｈｙａｌ
ｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、マダニ属の一種（Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、オリゴニクス属の
一種（Ｏｌｙｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ）、カズキダニ属の一種（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒ
ｏｓ　ｓｐｐ．）、ポリファゴタルソネラタス（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅ　ｌ
ａｔｕｓ）、パノニクス属の一種（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ミカンサビダニ
（Ｐｈｙｌｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ　ｏｌｅｉｖｏｒａ）、フィトネムス属の一種（Ｐｈｙ
ｔｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ）、ポリファゴタロソネムス属の一種（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａ
ｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ）、キュウセンヒゼンダニ属の一種（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｓ
ｐｐ．）、コイタマダニ属の一種（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、リゾグリ
フス属の一種（Ｒｈｉｚｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ．）、サルコプテス属の一種（Ｓａｒ
ｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ステネオタルソネムス属の一種（Ｓｔｅｎｅｏｔａｒｓｏｎ
ｅｍｕｓ　ｓｐｐ）、ホコリダニ属の一種（Ｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）およびテ
トラニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）；
シラミ目から、例えば、
ブタジラミ属の一種（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、リノグナツス属の一種（
Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ペディクルス属の一種（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、ペムフィグス属の一種（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｓｐｐ．）およびフィロキセラ
属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｓｐｐ．）；
鞘翅目から、例えば、
アグリオテス属の一種（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）、アンフィマロンマジャレ（Ａｍ
ｐｈｉｍａｌｌｏｎ　ｍａｊａｌｅ）、セマダラコガネ（Ａｎｏｍａｌａ　ｏｒｉｅｎｔ
ａｌｉｓ）、アントノムス属の一種（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、アンフォディ
ウス属の一種（Ａｐｈｏｄｉｕｓ　ｓｐｐ）、アスチラスアトロマクラタス（Ａｓｔｙｌ
ｕｓ　ａｔｒｏｍａｃｕｌａｔｕｓ）、アテニウス属の一種（Ａｔａｅｎｉｕｓ　ｓｐｐ
）、アトマリアリネアリス（ａｒｉａ　ｌｉｎｅａｒｉｓ）、カエトクネマチビアリス（
Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｔｉｂｉａｌｉｓ）、セロトマ属の一種（Ｃｅｒｏｔｏｍａ　
ｓｐｐ）、コノデルス属の一種（Ｃｏｎｏｄｅｒｕｓ　ｓｐｐ）、コスモポリテス属の一
種（Ｃｏｓｍｏｐｏｌｉｔｅｓ　ｓｐｐ．）、コチニスニチダ（Ｃｏｔｉｎｉｓ　ｎｉｔ
ｉｄａ）、クルクリオ属の一種（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｓｐｐ．）、シクロセファラ属の一
種（Ｃｙｃｌｏｃｅｐｈａｌａ　ｓｐｐ）、デルメステス属の一種（Ｄｅｒｍｅｓｔｅｓ
　ｓｐｐ．）、ジアブロチカ属の一種（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｐ．）、アデルスツ
ノカブト（Ｄｉｌｏｂｏｄｅｒｕｓ　ａｂｄｅｒｕｓ）、エピラクナ属の一種（Ｅｐｉｌ
ａｃｈｎａ　ｓｐｐ．）、エレムヌス属の一種（Ｅｒｅｍｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘテロニ
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クスアラトル（Ｈｅｔｅｒｏｎｙｃｈｕｓ　ａｒａｔｏｒ）、ヒポテネムスハンペイ（Ｈ
ｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｈａｍｐｅｉ）、ラグリアフイロサ（Ｌａｇｒｉａ　ｖｉｌｏ
ｓａ）、コロラドハムシ（Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓａ　ｄｅｃｅｍｌｉｎｅａｔａ）、リ
ッソルホプトルス属の一種（Ｌｉｓｓｏｒｈｏｐｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、リオゲニス属の
一種（Ｌｉｏｇｅｎｙｓ　ｓｐｐ）、マエコラスピス属の一種（Ｍａｅｃｏｌａｓｐｉｓ
　ｓｐｐ）、アカビロウドコガネ（Ｍａｌａｄｅｒａ　ｃａｓｔａｎｅａ）、メガセリス
属の一種（Ｍｅｇａｓｃｅｌｉｓ　ｓｐｐ）、メリゲテスアエネウス（Ｍｅｌｉｇｈｅｔ
ｅｓ　ａｅｎｅｕｓ）、メロロンタ属の一種（Ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ　ｓｐｐ．）、マイ
オクロウスアルマツス（Ｍｙｏｃｈｒｏｕｓ　ａｒｍａｔｕｓ）、オリジャエフィルス属
の一種（Ｏｒｙｃａｅｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、オチオリンクス属の一種（Ｏｔｉｏｒ
ｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、フィロファーガ属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐ
ｐ）、フリクチヌス属の一種（Ｐｈｌｙｃｔｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ポピリア属の一種（
Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｓｐｐ．）、プシリオデス属の一種（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｓｐｐ
．）、リソマツスアウブチリス（Ｒｈｙｓｓｏｍａｔｕｓ　ａｕｂｔｉｌｉｓ）、リゾペ
ルタ属の一種（Ｒｈｉｚｏｐｅｒｔｈａ　ｓｐｐ．）、コガネムシ科（Ｓｃａｒａｂｅｉ
ｄａｅ）、シトフィルス属の一種（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シトトルガ属の
一種（Ｓｉｔｏｔｒｏｇａ　ｓｐｐ．）、ソマチカス属の一種（Ｓｏｍａｔｉｃｕｓ　ｓ
ｐｐ）、スフェノフォラス属の一種（Ｓｐｈｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ）、ステルネク
ススブシグナツス（Ｓｔｅｒｎｅｃｈｕｓ　ｓｕｂｓｉｇｎａｔｕｓ）、ゴミムシダマシ
属の一種（Ｔｅｎｅｂｒｉｏ　ｓｐｐ．）、トリボリウム属の一種（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ
　ｓｐｐ．）およびトロゴデルマ属の一種（Ｔｒｏｇｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）；
双翅目から、例えば、
ヤブカ属の一種（Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ハマダラカ属の一種（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　
ｓｐｐ）、アンテリゴナソカタ（Ａｎｔｈｅｒｉｇｏｎａ　ｓｏｃｃａｔａ）、オリーブ
ミバエ（Ｂａｃｔｒｏｃｅａ　ｏｌｅａｅ）、ビビオホルツラヌス（Ｂｉｂｉｏ　ｈｏｒ
ｔｕｌａｎｕｓ）、ブラジシア属の一種（Ｂｒａｄｙｓｉａ　ｓｐｐ）、カリホラエリス
ロセファラ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｅｒｙｔｈｒｏｃｅｐｈａｌａ）、セラチチス属の
一種（Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　ｓｐｐ．）、オビキンバエ属の一種（Ｃｈｒｙｓｏｍｙｉａ
　ｓｐｐ．）、イエカ属の一種（Ｃｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）、クテレブラ属の一種（Ｃｕｔ
ｅｒｅｂｒａ　ｓｐｐ．）、ダクス属の一種（Ｄａｃｕｓ　ｓｐｐ．）、デリア属の一種
（Ｄｅｌｉａ　ｓｐｐ）、キイロショウジョウバエ（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ　ｍｅｌａｎ
ｏｇａｓｔｅｒ）、ヒメイエバエ属の一種（Ｆａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）、ガストロフィラ
ス属の一種（Ｇａｓｔｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ゲオミザトリプンクタタ（Ｇｅｏ
ｍｙｚａ　ｔｒｉｐｕｎｃｔａｔａ）、ツェツェバエ属の一種（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｐ
ｐ．）、ヒフバエ属の一種（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、ヒッポボスカ属の一種（
Ｈｙｐｐｏｂｏｓｃａ　ｓｐｐ．）、リリオミザ属の一種（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓｐｐ
．）、キンバエ属の一種（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｓｐｐ．）、メラナグロミザ属の一種（Ｍｅ
ｌａｎａｇｒｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、イエバエ属の一種（Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．）、ヒ
ツジバエ属の一種（Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、オルセオリア属の一種（Ｏｒｓｅｏｌ
ｉａ　ｓｐｐ．）、オスキネラフリツ（Ｏｓｃｉｎｅｌｌａ　ｆｒｉｔ）、アカザモグリ
ハナバエ（Ｐｅｇｏｍｙｉａ　ｈｙｏｓｃｙａｍｉ）、ホルビア属の一種（Ｐｈｏｒｂｉ
ａ　ｓｐｐ．）、ラゴレチス属の一種（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｓｐｐ）、リベリアクア
ドリファシアタ（Ｒｉｖｅｌｉａ　ｑｕａｄｒｉｆａｓｃｉａｔａ）、スカテラ属の一種
（Ｓｃａｔｅｌｌａ　ｓｐｐ）、キノコバエ属の一種（Ｓｃｉａｒａ　ｓｐｐ．）、サシ
バエ属の一種（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｓｐｐ．）、アブ属の一種（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｐｐ
．）、タニア属の一種（Ｔａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）およびガガンボ属の一種（Ｔｉｐｕｌ
ａ　ｓｐｐ．）；
半翅目から、例えば、
アカントコリススカブラトル（Ａｃａｎｔｈｏｃｏｒｉｓ　ｓｃａｂｒａｔｏｒ）、アク
ロステルナム属の一種（Ａｃｒｏｓｔｅｒｎｕｍ　ｓｐｐ）、ウススジカスミカメムシ（
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Ａｄｅｌｐｈｏｃｏｒｉｓ　ｌｉｎｅｏｌａｔｕｓ）、アンブリペルタニチダ（Ａｍｂｌ
ｙｐｅｌｔａ　ｎｉｔｉｄａ）、バチコエリアタラシナ（Ｂａｔｈｙｃｏｅｌｉａ　ｔｈ
ａｌａｓｓｉｎａ）、ブリサス属の一種（Ｂｌｉｓｓｕｓ　ｓｐｐ）、トコジラミ属の一
種（Ｃｉｍｅｘ　ｓｐｐ．）、クラビグララトメントシコリス（Ｃｌａｖｉｇｒａｌｌａ
　ｔｏｍｅｎｔｏｓｉｃｏｌｌｉｓ）、クレオンチアデス属の一種（Ｃｒｅｏｎｔｉａｄ
ｅｓ　ｓｐｐ）、ジスタンチエラテオブロマ（Ｄｉｓｔａｎｔｉｅｌｌａ　ｔｈｅｏｂｒ
ｏｍａ）、ジケロプスフルカツス（Ｄｉｃｈｅｌｏｐｓ　ｆｕｒｃａｔｕｓ）、ジスデル
クス属の一種（Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ　ｓｐｐ．）、エデッサ属の一種（Ｅｄｅｓｓａ　ｓ
ｐｐ）、オイキスツス属の一種（Ｅｕｃｈｉｓｔｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒメナガメ（Ｅｕｒ
ｙｄｅｍａ　ｐｕｌｃｈｒｕｍ）、エウリガステル属の一種（Ｅｕｒｙｇａｓｔｅｒ　ｓ
ｐｐ．）、クサギカメムシ（Ｈａｌｙｏｍｏｒｐｈａ　ｈａｌｙｓ）、ホルシアスノビレ
ルス（Ｈｏｒｃｉａｓ　ｎｏｂｉｌｅｌｌｕｓ）、レプトコリサ属の一種（Ｌｅｐｔｏｃ
ｏｒｉｓａ　ｓｐｐ．）、メクラカメムシ科の一種（Ｌｙｇｕｓ　ｓｐｐ）、マルガロデ
ス属の一種（Ｍａｒｇａｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ）、ムルガンチアヒストリオニク（Ｍｕｒｇ
ａｎｔｉａ　ｈｉｓｔｒｉｏｎｉｃ）、ネオメガロトムス属の一種（Ｎｅｏｍｅｇａｌｏ
ｔｏｍｕｓ　ｓｐｐ）、タバコカスミカメムシ（Ｎｅｓｉｄｉｏｃｏｒｉｓ　ｔｅｎｕｉ
ｓ）、ネザラ属の一種（Ｎｅｚａｒａ　ｓｐｐ．）、ニシウスシムランス（Ｎｙｓｉｕｓ
　ｓｉｍｕｌａｎｓ）、オエバルスインスラリス（Ｏｅｂａｌｕｓ　ｉｎｓｕｌａｒｉｓ
）、ピエスマ属の一種（Ｐｉｅｓｍａ　ｓｐｐ．）、ピエゾドルス属の一種（Ｐｉｅｚｏ
ｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ）、ロドニウス属の一種（Ｒｈｏｄｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、サールベ
ルゲラシングラリス（Ｓａｈｌｂｅｒｇｅｌｌａ　ｓｉｎｇｕｌａｒｉｓ）、スカプトコ
リスカスタネア（Ｓｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｃａｓｔａｎｅａ）、スコチノファラ属の一
種（Ｓｃｏｔｉｎｏｐｈａｒａ　ｓｐｐ．）、チアンタ属の一種（Ｔｈｙａｎｔａ　ｓｐ
ｐ）、サシガメ属の一種（Ｔｒｉａｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、ヴァチガイルデンス（Ｖａｔ
ｉｇａ　ｉｌｌｕｄｅｎｓ）；
アシルトシウムピスム（Ａｃｙｒｔｈｏｓｉｕｍ　ｐｉｓｕｍ）、アダルゲス属の一種（
Ａｄａｌｇｅｓ　ｓｐｐ）、アガリアナエンシゲラ（Ａｇａｌｌｉａｎａ　ｅｎｓｉｇｅ
ｒａ）、アゴノセナタルギオニイ（Ａｇｏｎｏｓｃｅｎａ　ｔａｒｇｉｏｎｉｉ）、アレ
ウロジクス属の一種（Ａｌｅｕｒｏｄｉｃｕｓ　ｓｐｐ）、アレウロカンツス属の一種（
Ａｌｅｕｒｏｃａｎｔｈｕｓ　ｓｐｐ）、アレウロロブスバロデンシス（Ａｌｅｕｒｏｌ
ｏｂｕｓ　ｂａｒｏｄｅｎｓｉｓ）、アレウロトリキスフロッコスス（Ａｌｅｕｒｏｔｈ
ｒｉｘｕｓ　ｆｌｏｃｃｏｓｕｓ）、アレイロデスブラシカエ（Ａｌｅｙｒｏｄｅｓ　ｂ
ｒａｓｓｉｃａｅ）、フタテンミドリヨコバイ（Ａｍａｒａｓｃａ　ｂｉｇｕｔｔｕｌａ
）、アムリトズスアトキンソニ（Ａｍｒｉｔｏｄｕｓ　ａｔｋｉｎｓｏｎｉ）、アノニジ
エラ属の一種（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、アリマキ科、ワタアブラムシ属の一
種（Ａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．）、アスピジオツス属の一種（Ａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓｐｐ
．）、ジャガイモヒゲナガアブラムシ（Ａｕｌａｃｏｒｔｈｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）、バク
テリセラコッケレリ（Ｂａｃｔｅｒｉｃｅｒａ　ｃｏｃｋｅｒｅｌｌｉ）、ベミシア属の
一種（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｓｐｐ）、ブラキカウダス属の一種（Ｂｒａｃｈｙｃａｕｄｕｓ
　ｓｐｐ）、ダイコンアブラムシ（Ｂｒｅｖｉｃｏｒｙｎｅ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、カ
コプシラ属の一種（Ｃａｃｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ）、カバリエラアエゴポジイＳｃｏｐ
．（Ｃａｖａｒｉｅｌｌａ　ａｅｇｏｐｏｄｉｉ　Ｓｃｏｐ．）、セロプラスタ属の一種
（Ｃｅｒｏｐｌａｓｔｅｒ　ｓｐｐ．）、クリソムファルスアオニジウム（Ｃｈｒｙｓｏ
ｍｐｈａｌｕｓ　ａｏｎｉｄｉｕｍ）、オンシツマルカイガラムシ（Ｃｈｒｙｓｏｍｐｈ
ａｌｕｓ　ｄｉｃｔｙｏｓｐｅｒｍｉ）、シカデラ属の一種（Ｃｉｃａｄｅｌｌａ　ｓｐ
ｐ）、シロオオヨコバイ（Ｃｏｆａｎａ　ｓｐｅｃｔｒａ）、クリプトミズス属の一種（
Ｃｒｙｐｔｏｍｙｚｕｓ　ｓｐｐ）、シカヅリナ属の一種（Ｃｉｃａｄｕｌｉｎａ　ｓｐ
ｐ）、ヒラタカタカイガラムシ（Ｃｏｃｃｕｓ　ｈｅｓｐｅｒｉｄｕｍ）、ダルブルスマ
イジス（Ｄａｌｂｕｌｕｓ　ｍａｉｄｉｓ）、ジアレウロデス属の一種（Ｄｉａｌｅｕｒ
ｏｄｅｓ　ｓｐｐ）、ミカンキジラミ（Ｄｉａｐｈｏｒｉｎａ　ｃｉｔｒｉ）、ジウラフ
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ィスノキシア（Ｄｉｕｒａｐｈｉｓ　ｎｏｘｉａ）、ジサフィス属の一種（Ｄｙｓａｐｈ
ｉｓ　ｓｐｐ）、カキノヒメヨコバイ、リンゴワタムシ（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｌａｒｉｇ
ｅｒｕｍ）、エリスロネウラ属の一種（Ｅｒｙｔｈｒｏｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．）、カスカ
ルジア属の一種（Ｇａｓｃａｒｄｉａ　ｓｐｐ．）、グリカスピスブリンブレコンベイ（
Ｇｌｙｃａｓｐｉｓ　ｂｒｉｍｂｌｅｃｏｍｂｅｉ）、ヒアダフィスシュードブラシカエ
（Ｈｙａｄａｐｈｉｓ　ｐｓｅｕｄｏｂｒａｓｓｉｃａｅ）、ヒアロプテルス属の一種（
Ｈｙａｌｏｐｔｅｒｕｓ　ｓｐｐ）、ヒペロミズスパリズス（Ｈｙｐｅｒｏｍｙｚｕｓ　
ｐａｌｌｉｄｕｓ）、リュウガンズキンヨコバイ（Ｉｄｉｏｓｃｏｐｕｓ　ｃｌｙｐｅａ
ｌｉｓ）、ヤコビアスカリビカ（Ｊａｃｏｂｉａｓｃａ　ｌｙｂｉｃａ）、ラオデルファ
クス属の一種（Ｌａｏｄｅｌｐｈａｘ　ｓｐｐ．）、ミズキカタカイガラムシ（Ｌｅｃａ
ｎｉｕｍ　ｃｏｒｎｉ）、レピドサフェス属の一種（Ｌｅｐｉｄｏｓａｐｈｅｓ　ｓｐｐ
．）、ニセダイコンアブラムシ（Ｌｏｐａｐｈｉｓ　ｅｒｙｓｉｍｉ）、リオゲニスマイ
ヂス（Ｌｙｏｇｅｎｙｓ　ｍａｉｄｉｓ）、マクロシフム属の一種（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈ
ｕｍ　ｓｐｐ．）、マハナルワ属の一種（Ｍａｈａｎａｒｖａ　ｓｐｐ）、メタカルファ
プルイノサ（Ｍｅｔｃａｌｆａ　ｐｒｕｉｎｏｓａ）、ムギウスイロアブラムシ（Ｍｅｔ
ｏｐｏｌｏｐｈｉｕｍ　ｄｉｒｈｏｄｕｍ）、ミンズスクルズス（Ｍｙｎｄｕｓ　ｃｒｕ
ｄｕｓ）、ミズス属の一種（Ｍｙｚｕｓ　ｓｐｐ．）、ネオトキソプテラ属の一種（Ｎｅ
ｏｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｓｐ）、ツマグロヨコバイ属の一種（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　
ｓｐｐ．）、ニラパルバタ属の一種（Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｓｐｐ．）、ナシミドリ
オオアブラムシ（Ｎｉｐｐｏｌａｃｈｎｕｓ　ｐｉｒｉ　Ｍａｔｓ）、オドナスピスルタ
エ（Ｏｄｏｎａｓｐｉｓ　ｒｕｔｈａｅ）、オレグマラニゲラゼンター（Ｏｒｅｇｍａ　
ｌａｎｉｇｅｒａ　Ｚｅｈｎｔｅｒ）、ヤマモモコナジラミ（Ｐａｒａｂｅｍｉｓｉａ　
ｍｙｒｉｃａｅ）、パラトリオザコッケレリ（Ｐａｒａｔｒｉｏｚａ　ｃｏｃｋｅｒｅｌ
ｌｉ）、パルラトリア属の一種（Ｐａｒｌａｔｏｒｉａ　ｓｐｐ．）、ペムフィグス属の
一種（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｓｐｐ．）、トウモロコシウンカ（Ｐｅｒｅｇｒｉｎｕｓ　
ｍａｉｄｉｓ）、ペルキンシエラ属の一種（Ｐｅｒｋｉｎｓｉｅｌｌａ　ｓｐｐ）、ホッ
プイボアブラムシ（Ｐｈｏｒｏｄｏｎ　ｈｕｍｕｌｉ）、フィロキセラ属の一種（Ｐｈｙ
ｌｌｏｘｅｒａ　ｓｐｐ）、プラノコッカス属の一種（Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ
．）、プセウダウラカスピス属の一種（Ｐｓｅｕｄａｕｌａｃａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、
シュードコッカス属の一種（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、ワタノミハムシ（
Ｐｓｅｕｄａｔｏｍｏｓｃｅｌｉｓ　ｓｅｒｉａｔｕｓ）、プシラ属の一種（Ｐｓｙｌｌ
ａ　ｓｐｐ．）、プルビナリアエチオピカ（Ｐｕｌｖｉｎａｒｉａ　ａｅｔｈｉｏｐｉｃ
ａ）、クアドラズピジオツス属の一種（Ｑｕａｄｒａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、
クエサダギガス（Ｑｕｅｓａｄａ　ｇｉｇａｓ）、イナズマヨコバイ（Ｒｅｃｉｌｉａ　
ｄｏｒｓａｌｉｓ）、ロパロシフム属の一種（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）
、サイセチア属の一種（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、スカホイデウス属の一種（Ｓ
ｃａｐｈｏｉｄｅｕｓ　ｓｐｐ．）、スチザフィス属の一種（Ｓｃｈｉｚａｐｈｉｓ　ｓ
ｐｐ．）、シトビオン属の一種（Ｓｉｔｏｂｉｏｎ　ｓｐｐ．）、セジロウンカ（Ｓｏｇ
ａｔｅｌｌａ　ｆｕｒｃｉｆｅｒａ）、スピシスチルスフェスチヌス（Ｓｐｉｓｓｉｓｔ
ｉｌｕｓ　ｆｅｓｔｉｎｕｓ）、タロファガスプロセルピナ（Ｔａｒｏｐｈａｇｕｓ　Ｐ
ｒｏｓｅｒｐｉｎａ）、トキソプテラ属の一種（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ）、トリア
レウロデス属の一種（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ）、トリジスカスポロボリ（Ｔ
ｒｉｄｉｓｃｕｓ　ｓｐｏｒｏｂｏｌｉ）、トリオニムス属の一種（Ｔｒｉｏｎｙｍｕｓ
　ｓｐｐ）、ミカントガリキジラミ（Ｔｒｉｏｚａ　ｅｒｙｔｒｅａｅ）、ニセヤノネカ
イガラムシ（Ｕｎａｓｐｉｓ　ｃｉｔｒｉ）、ジギナフラミゲラ（Ｚｙｇｉｎａ　ｆｌａ
ｍｍｉｇｅｒａ）、ジギニジアスクテラリス（Ｚｙｇｉｎｉｄｉａ　ｓｃｕｔｅｌｌａｒ
ｉｓ）；
膜翅目から、例えば、
ヒメハキリアリ属、アルゲ属の一種（Ａｒｇｅ　ｓｐｐ）、アッタ属の一種（Ａｔｔａ　
ｓｐｐ．）、セフス属の一種（Ｃｅｐｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ジプリオン属の一種（Ｄｉｐ
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ｒｉｏｎ　ｓｐｐ．）、マツハバチ科（Ｄｉｐｒｉｏｎｉｄａｅ）、シマトウヒハバチ（
Ｇｉｌｐｉｎｉａ　ｐｏｌｙｔｏｍａ）、ホプロカンパ属の一種（Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ
　ｓｐｐ．）、ケアリ属の一種（Ｌａｓｉｕｓ　ｓｐｐ．）、イエヒメアリ（Ｍｏｎｏｍ
ｏｒｉｕｍ　ｐｈａｒａｏｎｉｓ）、ネオジプリオン属の一種（Ｎｅｏｄｉｐｒｉｏｎ　
ｓｐｐ．）、クロナガアリ（Ｐｏｇｏｎｏｍｙｒｍｅｘ　ｓｐｐ）、スレノプシスインビ
クタ（Ｓｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｉｎｖｉｃｔａ）、ソレノプシス属の一種（Ｓｏｌｅｎｏｐ
ｓｉｓ　ｓｐｐ．）およびベスパ属の一種（Ｖｅｓｐａ　ｓｐｐ．）；
等翅目から、例えば、
コプトテルメス属の一種（Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ）、コルニテルネスクムラン
ス（Ｃｏｒｎｉｔｅｒｎｅｓ　ｃｕｍｕｌａｎｓ）、インシシテルメス属の一種（Ｉｎｃ
ｉｓｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ）、マクロテルメス属の一種（Ｍａｃｒｏｔｅｒｍｅｓ　ｓ
ｐｐ）、マストテルメス属の一種（Ｍａｓｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ）、ミクロテルメス
属の一種（Ｍｉｃｒｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ）、ヤマトシロアリ属の一種（Ｒｅｔｉｃｕ
ｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）；ソレノプシスゲミナーテ（Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｇｅ
ｍｉｎａｔｅ）、
鱗翅目から、例えば、
アクレリス属の一種（Ａｃｌｅｒｉｓ　ｓｐｐ．）、アドキソフィエス属の一種（Ａｄｏ
ｘｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、アエゲリア属の一種（Ａｅｇｅｒｉａ　ｓｐｐ．）、アグ
ロティス属の一種（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｓｐｐ．）、アラバマアルギラセア（Ａｌａｂａｍ
ａ　ａｒｇｉｌｌａｃｅａｅ）、アミロイス属の一種（Ａｍｙｌｏｉｓ　ｓｐｐ．）、ア
ンチカルシアゲマタリス（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｇｅｍｍａｔａｌｉｓ）、アルチップ
ス属の一種（Ａｒｃｈｉｐｓ　ｓｐｐ．）、アルギレスチア属の一種（Ａｒｇｙｒｅｓｔ
ｈｉａ　ｓｐｐ）、アルギロタエニア属の一種（Ａｒｇｙｒｏｔａｅｎｉａ　ｓｐｐ．）
、アウトグラファ属の一種（Ａｕｔｏｇｒａｐｈａ　ｓｐｐ．）、ブックラトリクスツル
ベリエラ（Ｂｕｃｃｕｌａｔｒｉｘ　ｔｈｕｒｂｅｒｉｅｌｌａ）、アフリカズイム（Ｂ
ｕｓｓｅｏｌａ　ｆｕｓｃａ）、スジマラダメイガ（Ｃａｄｒａ　ｃａｕｔｅｌｌａ）、
モモシンクイガ（Ｃａｒｐｏｓｉｎａ　ｎｉｐｐｏｎｅｎｓｉｓ）、チロ属の一種（Ｃｈ
ｉｌｏ　ｓｐｐ．）、コリストネウラ属の一種（Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．
）、クリソテウチアトピアリア（Ｃｈｒｙｓｏｔｅｕｃｈｉａ　ｔｏｐｉａｒｉａ）、ブ
ドウホソハマキ（Ｃｌｙｓｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、クナファロクロシス属の一種
（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｒｏｃｉｓ　ｓｐｐ．）、クネファシア属の一種（Ｃｎｅｐｈａｓ
ｉａ　ｓｐｐ．）、コチリス属の一種（Ｃｏｃｈｙｌｉｓ　ｓｐｐ．）、コレオフォラ属
の一種（Ｃｏｌｅｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、コリアスレスビア（Ｃｏｌｉａｓ　ｌｅｓ
ｂｉａ）、ワタアカキリバ（Ｃｏｓｍｏｐｈｉｌａ　ｆｌａｖａ）、クラムバス属の一種
（Ｃｒａｍｂｕｓ　ｓｐｐ）、ケブカノメイガ（Ｃｒｏｃｉｄｏｌｏｍｉａ　ｂｉｎｏｔ
ａｌｉｓ）、クリプトフレビアロイコトレタ（Ｃｒｙｐｔｏｐｈｌｅｂｉａ　ｌｅｕｃｏ
ｔｒｅｔａ）、シダリマペルスペクタリス（Ｃｙｄａｌｉｍａ　ｐｅｒｓｐｅｃｔａｌｉ
ｓ）、シジア属の一種（Ｃｙｄｉａ　ｓｐｐ．）、ジアファニアペルスペクタリス（Ｄｉ
ａｐｈａｎｉａ　ｐｅｒｓｐｅｃｔａｌｉｓ）、ジアトラエア属の一種（Ｄｉａｔｒａｅ
ａ　ｓｐｐ．）、ジパロプシスカスタネア（Ｄｉｐａｒｏｐｓｉｓ　ｃａｓｔａｎｅａ）
、エアリアス属の一種（Ｅａｒｉａｓ　ｓｐｐ．）、エルダナサッカリナ（Ｅｌｄａｎａ
　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）、エフェスチア属の一種（Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｓｐｐ．）、エ
ピノチア属の一種（Ｅｐｉｎｏｔｉａ　ｓｐｐ）、エスチグメネアクレア（Ｅｓｔｉｇｍ
ｅｎｅ　ａｃｒｅａ）、エチエラジンキネラ（Ｅｔｉｅｌｌａ　ｚｉｎｃｋｉｎｅｌｌａ
）、オイコスマ属の一種（Ｅｕｃｏｓｍａ　ｓｐｐ．）、ブドウホソハマキ（Ｅｕｐｏｅ
ｃｉｌｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、ユープロクチス属の一種（Ｅｕｐｒｏｃｔｉｓ　
ｓｐｐ．）、エウクソア属の一種（Ｅｕｘｏａ　ｓｐｐ．）、フェルチアジャクリフェリ
ア（Ｆｅｌｔｉａ　ｊａｃｕｌｉｆｅｒｉａ）、グラホリタ属の一種（Ｇｒａｐｈｏｌｉ
ｔａ　ｓｐｐ．）、ヘディアヌビフェラナ（Ｈｅｄｙａ　ｎｕｂｉｆｅｒａｎａ）、ヘリ
オティス属の一種（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、ハイマダラノメイガ（Ｈｅｌｌｕ
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ｌａ　ｕｎｄａｌｉｓ）、ヘルペトグラマ属の一種（Ｈｅｒｐｅｔｏｇｒａｍｍａ　ｓｐ
ｐ）、アメリカシロヒトリ（Ｈｙｐｈａｎｔｒｉａ　ｃｕｎｅａ）、ケイフェリアリコペ
ルシセラ（Ｋｅｉｆｅｒｉａ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｅｌｌａ）、モロコシマダラメイガ
（Ｌａｓｍｏｐａｌｐｕｓ　ｌｉｇｎｏｓｅｌｌｕｓ）、レウコプテラシテラ（Ｌｅｕｃ
ｏｐｔｅｒａ　ｓｃｉｔｅｌｌａ）、リトコレチス属の一種（Ｌｉｔｈｏｃｏｌｌｅｔｈ
ｉｓ　ｓｐｐ．）、ホソバヒメハマキ（Ｌｏｂｅｓｉａ　ｂｏｔｒａｎａ）、ロキソステ
ゲビフィダリス（Ｌｏｘｏｓｔｅｇｅ　ｂｉｆｉｄａｌｉｓ）、リマントリア属の一種（
Ｌｙｍａｎｔｒｉａ　ｓｐｐ．）、リオネチア属の一種（Ｌｙｏｎｅｔｉａ　ｓｐｐ．）
、マラコソマ属の一種（Ｍａｌａｃｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、ヨトウガ（Ｍａｍｅｓｔｒ
ａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、タバコスズメガ（Ｍａｎｄｕｃａ　ｓｅｘｔａ）、ミチムナ
属の一種（Ｍｙｔｈｉｍｎａ　ｓｐｐ）、ノクツア属の一種（Ｎｏｃｔｕａ　ｓｐｐ）、
オペロフテラ属の一種（Ｏｐｅｒｏｐｈｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、オルニオデスインディカ
（Ｏｒｎｉｏｄｅｓ　ｉｎｄｉｃａ）、アワノメイガ（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌａ
ｌｉｓ）、パメネ属の一種（Ｐａｍｍｅｎｅ　ｓｐｐ．）、パンデミス属の一種（Ｐａｎ
ｄｅｍｉｓ　ｓｐｐ．）、マツキリガ（Ｐａｎｏｌｉｓ　ｆｌａｍｍｅａ）、パパイペマ
ネブリス（Ｐａｐａｉｐｅｍａ　ｎｅｂｒｉｓ）、ワタアカミムシ（Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈ
ｏｒａ　ｇｏｓｓｙｐｉｅｌａ）、ペリレウコプテラコッフェエラ（Ｐｅｒｉｌｅｕｃｏ
ｐｔｅｒａ　ｃｏｆｆｅｅｌｌａ）、シューダレチアウニプンクタ（Ｐｓｅｕｄａｌｅｔ
ｉａ　ｕｎｉｐｕｎｃｔａ）、ジャガイモガ（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｏｐｅｒｃｕｌ
ｅｌｌａ）、モンシロチョウ（Ｐｉｅｒｉｓ　ｒａｐａｅ）、ピエリス属の一種（Ｐｉｅ
ｒｉｓ　ｓｐｐ．）、コナガ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）、プレイス属
の一種（Ｐｒａｙｓ　ｓｐｐ．）、シュードプルシア属の一種（Ｐｓｅｕｄｏｐｌｕｓｉ
ａ　ｓｐｐ）、ラキプルシアヌ（Ｒａｃｈｉｐｌｕｓｉａ　ｎｕ）、リチアアルビコスタ
（Ｒｉｃｈｉａ　ａｌｂｉｃｏｓｔａ）、シルポファガ属の一種（Ｓｃｉｒｐｏｐｈａｇ
ａ　ｓｐｐ．）、セサミア属の一種（Ｓｅｓａｍｉａ　ｓｐｐ．）、スパルガノチス属の
一種（Ｓｐａｒｇａｎｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、スポドプテラ属の一種（Ｓｐｏｄｏｐｔ
ｅｒａ　ｓｐｐ．）、シレプタデロガテ（Ｓｙｌｅｐｔａ　ｄｅｒｏｇａｔｅ）、シナン
テドン属の一種（Ｓｙｎａｎｔｈｅｄｏｎ　ｓｐｐ．）、タウメトポエア属の一種（Ｔｈ
ａｕｍｅｔｏｐｏｅａ　ｓｐｐ．）、トルトリックス属の一種（Ｔｏｒｔｒｉｘ　ｓｐｐ
．）、イラクサギンウワバ（Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｎｉ）、トマトキバガ（Ｔｕｔ
ａ　ａｂｓｏｌｕｔａ）およびスガ属の一種（Ｙｐｏｎｏｍｅｕｔａ　ｓｐｐ．）；
食毛目から、例えば、
ダマリネア属の一種（Ｄａｍａｌｉｎｅａ　ｓｐｐ．）およびケモノハジラミ属の一種（
Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）；
直翅目から、例えば、
ゴキブリ属の一種（Ｂｌａｔｔａ　ｓｐｐ．）、チャバネゴキブリ属の一種（Ｂｌａｔｔ
ｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、ケラ属の一種（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐａ　ｓｐｐ．）、マデラゴ
キブリ（Ｌｅｕｃｏｐｈａｅａ　ｍａｄｅｒａｅ）、トノサマバッタ属の一種（Ｌｏｃｕ
ｓｔａ　ｓｐｐ．）、ネオクルチラヘキサダクチラ（Ｎｅｏｃｕｒｔｉｌｌａ　ｈｅｘａ
ｄａｃｔｙｌａ）、ワモンゴキブリ属の一種（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ｓｐｐ．）、ス
カプテリスカス属の一種（Ｓｃａｐｔｅｒｉｓｃｕｓ　ｓｐｐ）およびコオロギ属の一種
（Ｓｃｈｉｓｔｏｃｅｒｃａ　ｓｐｐ．）；
チャタテムシ目から、例えば、
リポセリス属の一種（Ｌｉｐｏｓｃｅｌｉｓ　ｓｐｐ．）；
ノミ目から、例えば、
ナガノミ属の一種（Ｃｅｒａｔｏｐｈｙｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）、イヌノミ属の一種（Ｃｔ
ｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）およびケオプスネズミノミ（Ｘｅｎｏｐｓｙｌ
ｌａ　ｃｈｅｏｐｉｓ）；
総翅目から、例えば、
カリオトリプスファセオリ（Ｃａｌｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｐｈａｓｅｏｌｉ）、ハナアザ
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ミウマ属の一種（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、ヘリオトリプス属の一種（
Ｈｅｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ）、ヘルシノトリプス属の一種（Ｈｅｒｃｉｎｏｔｈｒ
ｉｐｓ　ｓｐｐ．）、パルテノトリプス属の一種（Ｐａｒｔｈｅｎｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐ
ｐ）、シルトトリプスアウランチィ（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ａｕｒａｎｔｉｉ）、
ダイズアザミウマ（Ｓｅｒｉｃｏｔｈｒｉｐｓ　ｖａｒｉａｂｉｌｉｓ）、タエニオトリ
プス属の一種（Ｔａｅｎｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐ
ｓ　ｓｐｐ）；
シミ目から、例えば、
セイヨウシミ（Ｌｅｐｉｓｍａ　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）
である。
【０１７７】
　本発明に係る有効成分は、特に農業、園芸および森林における有用な植物および観賞用
植物といった植物、または、果実、花、群葉、茎、塊茎あるいは根などのこのような植物
の器官、ならびに、いくつかの事例においては、さらにはこれらの有害生物に対して保護
されたままである後の時点で形成される植物器官で特に生じる上述のタイプの有害生物を
防除、すなわち、牽制または殺処分するために用いられることが可能である。
【０１７８】
　本発明の混合物は、ダイズ、アルファルファ、アブラナ（例えばブロッコリ、キャベツ
、カリフラワー）、または、アブラナ、マスタード、カノーラ、ケシ、オリーヴ、ヒマワ
リ、ココナツ、トウゴマ、カカオもしくは落花生などの油作物、または、ジャガイモ（サ
ツマイモを含む）、アーモンド、結果野菜（例えばトマト、コショウ、トウガラシ、ナス
等）、葉野菜（レタス、ホウレンソウ）、鱗茎野菜（例えばタマネギ、リーキ等）、ブド
ウ、果実、例えば、仁果、石果もしくは軟果（例えばリンゴ、セイヨウナシ、セイヨウス
モモ、モモ、ネクタリン、アーモンド、サクランボ等）、または、例えばイチゴ、ラズベ
リーもしくはブラックベリーといった液果を含む種々の植物における有害生物の防除に用
いられ得る。
【０１７９】
　他の好適な標的作物は、特に、コムギ、オオムギ、ライ麦、カラスムギ、イネ、トウモ
ロコシまたはモロコシ属（Ｓｏｒｇｈｕｍ）などの穀類；サトウダイコンまたは飼料ビー
トなどのビート；インゲンマメ、レンズマメ、エンドウマメ、ピーナッツまたはダイズな
どのマメ科作物；カボチャ、キュウリ、カボチャ（ｓｑｕａｓｈ）またはメロンなどのウ
リ科植物；綿、亜麻、アサまたはジュートなどの繊維植物；オレンジ、レモン、グレープ
フルーツまたはタンジェリンなどの柑橘果実；ホウレンソウ、レタス、アスパラガス、キ
ャベツ、ニンジン、タマネギまたはピーマンなどの野菜；アボカド、シナモンまたは樟脳
などのクスノキ科；および、タバコ、堅果（例えばペカンナッツ、クルミ）、コーヒー、
サトウキビ、チャ、コショウ、ブドウ、トロピカルフルーツ（例えばパパイヤ、マンゴー
）、ホップ、プランテイン（ｐｌａｎｔａｉｎ）科、ラテックス植物および観賞用植物で
ある。本発明の混合物はまた、芝生、芝草および牧草地に適用可能である。
【０１８０】
　本発明の混合物は、例えば、モロコシマダラメイガ（Ｅｌａｓｍｏｐａｌｐｕｓ　ｌｉ
ｇｎｏｓｅｌｌｕｓ）、アデルスツノカブト（Ｄｉｌｏｂｏｄｅｒｕｓ　ａｂｄｅｒｕｓ
）、ジアブロチカスペシオサ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｅｃｉｏｓａ）、ステルネク
ススブシグナツス（Ｓｔｅｒｎｅｃｈｕｓ　ｓｕｂｓｉｇｎａｔｕｓ）、アリ科（Ｆｏｒ
ｍｉｃｉｄａｅ）、タマヤナガ（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｙｐｓｉｌｏｎ）、ジュルス属の一種
（Ｊｕｌｕｓ　ｓｓｐ．）、アンチカルシアゲマタリス（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｇｅｍ
ｍａｔａｌｉｓ）、メガセリス属の一種（Ｍｅｇａｓｃｅｌｉｓ　ｓｓｐ．）、プロコル
ニテルメス属の一種（Ｐｒｏｃｏｒｎｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｓｐ．）、ケラ科（Ｇｒｙｌｌ
ｏｔａｌｐｉｄａｅ）、ミナミアオカメムシ（Ｎｅｚａｒａ　ｖｉｒｉｄｕｌａ）、ピエ
ゾドルス属の一種（Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、アクロステルナム属の一種（Ａ
ｃｒｏｓｔｅｒｎｕｍ　ｓｐｐ．）、ネオメガロトムス属の一種（Ｎｅｏｍｅｇａｌｏｔ
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ｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、セロトマトリフルカタ（Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｔｒｉｆｕｒｃａｔ
ａ）、マメコガネ（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）、イデッサ属の一種（Ｅｄｅ
ｓｓａ　ｓｐｐ．）、リオゲニスフスクス（Ｌｉｏｇｅｎｙｓ　ｆｕｓｃｕｓ）、ユーチ
スツスヘロス（Ｅｕｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓ）、茎穿孔性害虫、スカプトコリスカス
タネア（Ｓｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｃａｓｔａｎｅａ）、フィロファーガ属の一種（Ｐｈ
ｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、シュードプルシアインクルデンス（Ｐｓｅｕｄｏｐｌ
ｕｓｉａ　ｉｎｃｌｕｄｅｎｓ）、スポドプテラ属の一種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐ
ｐ．）、タバココナジラミ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）、アグリオテス属の一種（
Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ワタアブラムシ属の一種（Ａｐｈｉｓ　ｓｐ）（例えば
ダイズアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ））を防除するためにダイズに用いら
れ得る。本発明の混合物は、アデルスツノカブト（Ｄｉｌｏｂｏｄｅｒｕｓ　ａｂｄｅｒ
ｕｓ）、ジアブロチカスペシオサ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｅｃｉｏｓａ）、ミナミ
アオカメムシ（Ｎｅｚａｒａ　ｖｉｒｉｄｕｌａ）、ピエゾドルス属の一種（Ｐｉｅｚｏ
ｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、アクロステルナム属の一種（Ａｃｒｏｓｔｅｒｎｕｍ　ｓｐｐ
．）、セロトマトリフルカタ（Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｔｒｉｆｕｒｃａｔａ）、マメコガネ
（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）、ユーチスツスヘロス（Ｅｕｃｈｉｓｔｕｓ　
ｈｅｒｏｓ）、フィロファーガ属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、アグリ
オテス属の一種（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓｐ）、ワタアブラムシ属の一種（Ａｐｈｉｓ　ｓ
ｐ）（例えばダイズアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ））を防除するためにダ
イズに好ましく用いられる。
【０１８１】
　本発明の混合物は、例えば、ユーチスツスヘロス（Ｅｕｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓ）
、ジケロプスフルカツス（Ｄｉｃｈｅｌｏｐｓ　ｆｕｒｃａｔｕｓ）、アデルスツノカブ
ト（Ｄｉｌｏｂｏｄｅｒｕｓ　ａｂｄｅｒｕｓ）、モロコシマダラメイガ（Ｅｌａｓｍｏ
ｐａｌｐｕｓ　ｌｉｇｎｏｓｅｌｌｕｓ）、スポドプテラフルギペルダ（Ｓｐｏｄｏｐｔ
ｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ）、ミナミアオカメムシ（Ｎｅｚａｒａ　ｖｉｒｉｄｕｌ
ａ）、セロトマトリフルカタ（Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｔｒｉｆｕｒｃａｔａ）、マメコガネ
（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）、タマヤナガ（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｙｐｓｉｌｏ
ｎ）、ジアブロチカスペシオサ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｅｃｉｏｓａ）、カメムシ
亜目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒａ）、プロコルニテルメス属の一種（Ｐｒｏｃｏｒｎｉｔｅ
ｒｍｅｓ　ｓｓｐ．）、スカプトコリスカスタネア（Ｓｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｃａｓｔ
ａｎｅａ）、アリ科（Ｆｏｒｍｉｃｉｄａｅ）、ジュルス属の一種（Ｊｕｌｕｓ　ｓｓｐ
．）、ダルブルスマイジス（Ｄａｌｂｕｌｕｓ　ｍａｉｄｉｓ）、ウェスターンコーンル
ートワーム（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｖｉｒｇｉｆｅｒａ）、モシスラプチペス（Ｍｏｃ
ｉｓ　ｌａｔｉｐｅｓ）、タバココナジラミ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）、ヘリオ
ティス属の一種（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、テトラニクス属の一種（Ｔｅｔｒａ
ｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、フィロファ
ーガ属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、スカプトコリス属の一種（Ｓｃａ
ｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．）、リオゲニスフスクス（Ｌｉｏｇｅｎｙｓ　ｆｕｓｃｕｓ
）、スポドプテラ属の一種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、オストリニア属の一種
（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｓｐｐ．）、セサミア属の一種（Ｓｅｓａｍｉａ　ｓｐｐ．）、ア
グリオテス属の一種（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ワタアブラムシ属の一種（Ａｐｈ
ｉｓ　ｓｐ）を防除するためにコーンに用いられ得る。本発明の混合物は、ユーチスツス
ヘロス（Ｅｕｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓ）、ジケロプスフルカツス（Ｄｉｃｈｅｌｏｐ
ｓ　ｆｕｒｃａｔｕｓ）、アデルスツノカブト（Ｄｉｌｏｂｏｄｅｒｕｓ　ａｂｄｅｒｕ
ｓ）、ミナミアオカメムシ（Ｎｅｚａｒａ　ｖｉｒｉｄｕｌａ）、セロトマトリフルカタ
（Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｔｒｉｆｕｒｃａｔａ）、マメコガネ（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｊａｐ
ｏｎｉｃａ）、ジアブロチカスペシオサ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｅｃｉｏｓａ）、
ウェスターンコーンルートワーム（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｖｉｒｇｉｆｅｒａ）、テト
ラニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉ
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ｐｓ　ｓｐｐ．）、フィロファーガ属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、ス
カプトコリス属の一種（Ｓｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．）、アグリオテス属の一種（
Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ワタアブラムシ属の一種（Ａｐｈｉｓ　ｓｐ）を防除す
るためにコーンに好ましく用いられる。
【０１８２】
　本発明の混合物は、例えば、スフェノフォラス属の一種（Ｓｐｈｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　
ｓｐｐ．）、シロアリ、マハナルワ属の一種（Ｍａｈａｎａｒｖａ　ｓｐｐ．）を防除す
るためにサトウキビに用いられ得る。本発明の混合物は、シロアリ、マハナルワ属の一種
（Ｍａｈａｎａｒｖａ　ｓｐｐ．）を防除するためにサトウキビに好ましく用いられる。
【０１８３】
　本発明の混合物は、例えば、ヒペラブルネイペニス（Ｈｙｐｅｒａ　ｂｒｕｎｎｅｉｐ
ｅｎｎｉｓ）、アルファルファタコゾウムシ（Ｈｙｐｅｒａ　ｐｏｓｔｉｃａ）、コリア
スユリテム（Ｃｏｌｉａｓ　ｅｕｒｙｔｈｅｍｅ）、コロプス属の一種（Ｃｏｌｌｏｐｓ
　ｓｐｐ．）、エムポアスカソラナ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｏｌａｎａ）、エピトリクス
（Ｅｐｉｔｒｉｘ）、ゲオコリス属の一種（Ｇｅｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．）、リグスヘス
ペルス（Ｌｙｇｕｓ　ｈｅｓｐｅｒｕｓ）、リグスリネオラリス（Ｌｙｇｕｓ　ｌｉｎｅ
ｏｌａｒｉｓ）、スピシスチルス属の一種（Ｓｐｉｓｓｉｓｔｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ス
ポドプテラ属の一種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、イラクサギンウワバ（Ｔｒｉ
ｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｎｉ）を防除するためにアルファルファに用いられ得る。本発明の
混合物は、ヒペラブルネイペニス（Ｈｙｐｅｒａ　ｂｒｕｎｎｅｉｐｅｎｎｉｓ）、アル
ファルファタコゾウムシ（Ｈｙｐｅｒａ　ｐｏｓｔｉｃａ）、エムポアスカソラナ（Ｅｍ
ｐｏａｓｃａ　ｓｏｌａｎａ）、エピトリクス（Ｅｐｉｔｒｉｘ）、リグスヘスペルス（
Ｌｙｇｕｓ　ｈｅｓｐｅｒｕｓ）、リグスリネオラリス（Ｌｙｇｕｓ　ｌｉｎｅｏｌａｒ
ｉｓ）、イラクサギンウワバ（Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｎｉ）を防除するためにアル
ファルファに好ましく用いられる。
【０１８４】
　本発明の混合物は、例えば、コナガ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）、ピ
エリス属の一種（Ｐｉｅｒｉｓ　ｓｐｐ．）、マメストラ属の一種（Ｍａｍｅｓｔｒａ　
ｓｐｐ．）、プルシア属の一種（Ｐｌｕｓｉａ　ｓｐｐ．）、イラクサギンウワバ（Ｔｒ
ｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｎｉ）、フィロトレタ属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｓｐ
ｐ．）、スポドプテラ属の一種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、エムポアスカソラ
ナ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｏｌａｎａ）、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）
、スポドプテラ属の一種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、デリア属の一種（Ｄｅｌ
ｉａ　ｓｐｐ．）、ブレビコリン属の一種（Ｂｒｅｖｉｃｏｒｙｎｅ　ｓｐ）、マクロシ
フウム属の一種（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐ）を防除するためにアブラナ属に用いら
れ得る。本発明の混合物は、コナガ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）ピエリ
ス属の一種（Ｐｉｅｒｉｓ　ｓｐｐ．）、プルシア属の一種（Ｐｌｕｓｉａ　ｓｐｐ．）
、イラクサギンウワバ（Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｎｉ）、フィロトレタ属の一種（Ｐ
ｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｓｐｐ．）、フィロトレタ属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　
ｓｐ）を防除するためにアブラナ属に好ましく用いられる。
【０１８５】
　本発明の混合物は、例えば、メリゲテス属の一種（Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅｓ　ｓｐｐ．）
、シュートリンクスナピ（Ｃｅｕｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｎａｐｉ）、プシロイデス属の
一種（Ｐｓｙｌｌｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）を防除するために例えばカノーラといった油種
子セイヨウアブラナに用いられ得る。
【０１８６】
　本発明の混合物は、例えば、エムポアスカ属の一種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、
レプチノタルサ属の一種（Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓａ　ｓｐｐ．）、ジアブロチカスペシ
オサ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｅｃｉｏｓａ）、フトリマエア属の一種（Ｐｈｔｈｏ
ｒｉｍａｅａ　ｓｐｐ．）、パラトリオザ属の一種（Ｐａｒａｔｒｉｏｚａ　ｓｐｐ．）
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、マラデラマトリダ（Ｍａｌａｄｅｒａ　ｍａｔｒｉｄａ）、アグリオテス属の一種（Ａ
ｇｒｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ベミシア属の一種（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｓｐ）、ミズス属の
一種（Ｍｙｚｕｓ　ｓｐ）、マクロシフム属の一種（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐ．）
、ワタアブラムシ属の一種（Ａｐｈｉｓ　ｓｐ）、アウラコルツム属の一種（Ａｕｌａｃ
ｏｒｔｈｕｍ　ｓｐ．）、ロパロシフム属の一種（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐ．
）を防除するためにサツマイモを含むジャガイモに用いられ得る。本発明の混合物は、エ
ムポアスカ属の一種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、レプチノタルサ属の一種（Ｌｅｐ
ｔｉｎｏｔａｒｓａ　ｓｐｐ．）、ジアブロチカスペシオサ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓ
ｐｅｃｉｏｓａ）、フトリマエア属の一種（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｓｐｐ．）、パラ
トリオザ属の一種（Ｐａｒａｔｒｉｏｚａ　ｓｐｐ．）、アグリオテス属の一種（Ａｇｒ
ｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ）、ベミシア属の一種（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｓｐ）、ミズス属の一種（
Ｍｙｚｕｓ　ｓｐ）、マクロシフム属の一種（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐ．）、ワタ
アブラムシ属の一種（Ａｐｈｉｓ　ｓｐ）、アウラコルツム属の一種（Ａｕｌａｃｏｒｔ
ｈｕｍ　ｓｐ．）、ロパロシフム属の一種（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐ．）を防
除するために、サツマイモを含むジャガイモに好ましく用いられる。
【０１８７】
　本発明の混合物は、例えば、ワタアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）、メキ
シコワタミゾウムシ（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｇｒａｎｄｉｓ）、ペクチノホラ属の一種
（Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、ヘリオティス属の一種（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ
　ｓｐｐ．）、スポドプテラ属の一種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、テトラニク
ス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、エムポアスカ属の一種（Ｅｍｐｏａ
ｓｃａ　ｓｐｐ．）、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、タバココナジラミ
（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）、メクラカメムシ属の一種（Ｌｙｇｕｓ　ｓｐｐ．）
、フィロファーガ属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、スカプトコリス属の
一種（Ｓｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．）を防除するために綿に用いられ得る。本発明
の混合物は、ワタアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）、メキシコワタミゾウム
シ（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｇｒａｎｄｉｓ）、テトラニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙ
ｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、エムポアスカ属の一種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、トリプ
ス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、メクラカメムシ属の一種（Ｌｙｇｕｓ　ｓｐｐ
．）、フィロファーガ属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、スカプトコリス
属の一種（Ｓｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．）を防除するために綿に好ましく用いられ
る。
【０１８８】
　本発明の混合物は、例えば、トビイロウンカ（Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ
）、レプトコリサ属の一種（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｓｐｐ．）、クナファロクロシス
属の一種（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｒｏｓｉｓ　ｓｐｐ．）、キロ属の一種（Ｃｈｉｌｏ　ｓ
ｐｐ．）、シルポファガ属の一種（Ｓｃｉｒｐｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、リッソルホプ
トルス属の一種（Ｌｉｓｓｏｒｈｏｐｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、オエバルスプグナクス（Ｏ
ｅｂａｌｕｓ　ｐｕｇｎａｘ）を防除するためにイネに用いられ得る。本発明の混合物は
、トビイロウンカ（Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ）、レプトコリサ属の一種（
Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｓｐｐ．）、リッソルホプトルス属の一種（Ｌｉｓｓｏｒｈｏ
ｐｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、オエバルスプグナクス（Ｏｅｂａｌｕｓ　ｐｕｇｎａｘ）を防
除するためにイネに好ましく用いられる。
【０１８９】
　本発明の混合物は、例えば、ブレビパルプス属の一種（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｓｐ
）、ヒポテネムスハンペイ（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｈａｍｐｅｉ）、ペリレウコプ
テラコッフェエラ（Ｐｅｒｉｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｃｏｆｆｅｅｌｌａ）、テトラニク
ス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）を防除するためにコーヒーに用いられ
得る。本発明の混合物は、ヒポテネムスハンペイ（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｈａｍｐ
ｅｉ）、ペリレウコプテラコッフェエラ（Ｐｅｒｉｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｃｏｆｆｅｅ
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ｌｌａ）、ブレビパルプス属の一種（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｓｐ）を防除するために
コーヒーに好ましく用いられる。本発明の混合物は、例えば、ミカンハダニ（Ｐａｎｏｎ
ｙｃｈｕｓ　ｃｉｔｒｉ）、ミカンサビダニ（Ｐｈｙｌｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ　ｏｌｅｉ
ｖｏｒａ）、ブレビパルプス属の一種（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｓｐｐ．）、ミカンキ
ジラミ（Ｄｉａｐｈｏｒｉｎａ　ｃｉｔｒｉ）、スキルトトリプス属の一種（Ｓｃｉｒｔ
ｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、ユナプシ
ス属の一種（Ｕｎａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、チチュウカイミバエ（Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　
ｃａｐｉｔａｔａ）、フィロクニスチス属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｃｎｉｓｔｉｓ　ｓｐｐ
．）、ブレビパルプス属の一種（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｓｐ．）アニジエラ属の一種
（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐ）、パルラトリア属の一種（Ｐａｒｌａｔｏｒｉａ　ｓｐ
）、セロプラステス属の一種（Ｃｅｒｏｐｌａｓｔｅｓ　ｓｐ）、プラノコッカス属の一
種（Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐ）、シュードコッカス属の一種（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃ
ｃｕｓ　ｓｐ．）、テトラニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐ．）、ワタア
ブラムシ属の一種（Ａｐｈｉｓ　ｓｐ）を防除するために柑橘類に用いられ得る。本発明
の混合物は、ミカンハダニ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｃｉｔｒｉ）、ミカンサビダニ（Ｐ
ｈｙｌｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ　ｏｌｅｉｖｏｒａ）、ブレビパルプス属の一種（Ｂｒｅｖ
ｉｐａｌｐｕｓ　ｓｐｐ．）、ミカンキジラミ（Ｄｉａｐｈｏｒｉｎａ　ｃｉｔｒｉ）、
スキルトトリプス属の一種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、トリプス属の一種
（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、フィロクニスチス属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｃｎｉｓｔｉｓ
　ｓｐｐ）、ブレビパルプス属の一種（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｓｐ．）、アニジエラ
属の一種（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐ）、パルラトリア属の一種（Ｐａｒｌａｔｏｒｉ
ａ　ｓｐ）、セロプラステス属の一種（Ｃｅｒｏｐｌａｓｔｅｓ　ｓｐ）、プラノコッカ
ス属の一種（Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐ）、シュードコッカス属の一種（Ｐｓｅｕｄ
ｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐ．）、テトラニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐ．）
、ワタアブラムシ属の一種（Ａｐｈｉｓ　ｓｐ）を防除するために柑橘類に好ましく用い
られる。
【０１９０】
　本発明の混合物は、例えば、アミエロイストランシテラ（Ａｍｙｅｌｏｉｓ　ｔｒａｎ
ｓｉｔｅｌｌａ）、テトラニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）を防除
するためにアーモンドに用いられ得る。
【０１９１】
　本発明の混合物は、ミズス属の一種（Ｍｙｚｕｓ　ｓｐ）、ワタアブラムシ属の一種（
Ａｐｈｉｓ　ｓｐ）、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、テトラニクス属の
一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ポリファゴタロソネムス属の一種（Ｐｏｌ
ｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、アクロプス属の一種（Ａｃｕｌｏｐｓ
　ｓｐｐ．）、エムポアスカ属の一種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、スポドプテラ属
の一種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、ヘリオティス属の一種（Ｈｅｌｉｏｔｈｉ
ｓ　ｓｐｐ．）、トマトキバガ（Ｔｕｔａ　ａｂｓｏｌｕｔａ）、リリオミザ属の一種（
Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、タバココナジラミ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）
、トリアロイデス属の一種（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、パラトリオザ属の
一種（Ｐａｒａｔｒｉｏｚａ　ｓｐｐ．）、ミカンキイロアザミウマ（Ｆｒａｎｋｌｉｎ
ｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）、ハナアザミウマ属の一種（Ｆｒａｎｋｌｉｎ
ｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、アントノムス属の一種（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、
フィロトレタ属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｓｐｐ．）、アムラスカ属の一種（Ａ
ｍｒａｓｃａ　ｓｐｐ．）、エピラクナ属の一種（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｓｐｐ．）、ハ
リオモルファ属の一種（Ｈａｌｙｏｍｏｒｐｈａ　ｓｐｐ．）、スキルトトリプス属の一
種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、ルーシノデス属の一種（Ｌｅｕｃｉｎｏｄ
ｅｓ　ｓｐｐ．）、ネオレウシノデス属の一種（Ｎｅｏｌｅｕｃｉｎｏｄｅｓ　ｓｐｐ．
）を防除するためにトマト、コショウ、トウガラシ、ナス、キュウリ、カボチャ（ｓｑｕ
ａｓｈ）等を含む結果野菜に用いられ得る。本発明の混合物は、例えば、ミズス属の一種
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（Ｍｙｚｕｓ　ｓｐ）、ワタアブラムシ属の一種（Ａｐｈｉｓ　ｓｐ）、トリプス属の一
種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、テトラニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、ポリファゴタロソネムス属の一種（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　
ｓｐｐ．）、アクロプス属の一種（Ａｃｕｌｏｐｓ　ｓｐｐ．）、エムポアスカ属の一種
（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、スポドプテラ属の一種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐ
ｐ．）、ヘリオティス属の一種（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、トマトキバガ（Ｔｕ
ｔａ　ａｂｓｏｌｕｔａ）、リリオミザ属の一種（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、パ
ラトリオザ属の一種（Ｐａｒａｔｒｉｏｚａ　ｓｐｐ．）、ミカンキイロアザミウマ（Ｆ
ｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）、ハナアザミウマ属の一種（Ｆ
ｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、アムラスカ属の一種（Ａｍｒａｓｃａ　ｓｐｐ
．）、スキルトトリプス属の一種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、ルーシノデ
ス属の一種（Ｌｅｕｃｉｎｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ネオレウシノデス属の一種（Ｎｅｏｌ
ｅｕｃｉｎｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）を防除するためにトマト、コショウ、トウガラシ、ナス
、キュウリ、カボチャ（ｓｑｕａｓｈ）等を含む結果野菜に好ましく用いられる。
【０１９２】
　本発明の混合物は、例えば、プセウダウラカスピス属の一種（Ｐｓｅｕｄａｕｌａｃａ
ｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、エムポアスカ属の一種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、スキル
トトリプス属の一種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、チャノハマキホソガ（Ｃ
ａｌｏｐｔｉｌｉａ　ｔｈｅｉｖｏｒａ）を防除するためにチャに用いられ得る。本発明
の混合物は、エムポアスカ属の一種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、スキルトトリプス
属の一種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）を防除するためにチャに好ましく用い
られる。
【０１９３】
　本発明の混合物は、例えば、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、スポドプ
テラ属の一種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、ヘリオティス属の一種（Ｈｅｌｉｏ
ｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）を防除するためにタマネギ、リーキ等を含む鱗茎野菜に用いられ得
る。本発明の混合物は、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）を防除するために
タマネギ、リーキ等を含む鱗茎野菜に好ましく用いられる。
【０１９４】
　本発明の混合物は、例えば、エムポアスカ属の一種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、
ロベシア属の一種（Ｌｏｂｅｓｉａ　ｓｐｐ．）、ハナアザミウマ属の一種（Ｆｒａｎｋ
ｌｉｎｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、テトラ
ニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、リピホロトリプスクルエンタツ
ス（Ｒｈｉｐｉｐｈｏｒｏｔｈｒｉｐｓ　ｃｒｕｅｎｔａｔｕｓ）、エオテトラニクスウ
ィラメッテイ（Ｅｏｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　Ｗｉｌｌａｍｅｔｔｅｉ）、エリスロネウ
ラエレガンツラ（Ｅｒｙｔｈｒｏｎｅｕｒａ　Ｅｌｅｇａｎｔｕｌａ）、スカホイデス属
の一種（Ｓｃａｐｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ）、シュードコッカス属の一種（Ｐｓｅｕｄｏｃ
ｏｃｃｕｓ　ｓｐ）、プラノコッカス属の一種（Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐ）を防除
するためにブドウに用いられ得る。本発明の混合物は、ハナアザミウマ属の一種（Ｆｒａ
ｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、テ
トラニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、リピホロトリプスクルエン
タツス（Ｒｈｉｐｉｐｈｏｒｏｔｈｒｉｐｓ　ｃｒｕｅｎｔａｔｕｓ）、スカホイデス属
の一種（Ｓｃａｐｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ）、シュードコッカス属の一種（Ｐｓｅｕｄｏｃ
ｏｃｃｕｓ　ｓｐ）、プラノコッカス属の一種（Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐ）を防除
するためにブドウに好ましく用いられる。
【０１９５】
　本発明の混合物は、例えば、カコプシラ属の一種（Ｃａｃｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）
、プシラ属の一種（Ｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、リンゴハダニ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　
ｕｌｍｉ）、コドリンガ（Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）、クアドラスピヂオツス属
の一種（Ｑｕａｄｒａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓｐ）、レピドサフェス属の一種（Ｌｅｐｉ



(62) JP 6595986 B2 2019.10.23

10

20

30

40

50

ｄｏｓａｐｈｅｓ　ｓｐ）、ワタアブラムシ属の一種（Ａｐｈｉｓ　ｓｐ）、ジスアフィ
ス属の一種（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｓｐ）、エリオソマ属の一種（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｓｐ
）を防除するためにリンゴ、ナシ等を含む仁果に用いられ得る。本発明の混合物は、カコ
プシラ属の一種（Ｃａｃｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、プシラ属の一種（Ｐｓｙｌｌａ　
ｓｐｐ．）、リンゴハダニ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｕｌｍｉ）、クアドラスピヂオツス
属の一種（Ｑｕａｄｒａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓｐ）、レピドサフェス属の一種（Ｌｅｐ
ｉｄｏｓａｐｈｅｓ　ｓｐ）、ワタアブラムシ属の一種（Ａｐｈｉｓ　ｓｐ）、ジスアフ
ィス属の一種（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｓｐ）、エリオソマ属の一種（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｓ
ｐ）を防除するためにリンゴ、ナシ等を含む仁果に好ましく用いられる。
【０１９６】
　本発明の混合物は、例えば、ナシヒメシンクイ（Ｇｒａｐｈｏｌｉｔａ　ｍｏｌｅｓｔ
ａ）、スキルトトリプス属の一種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、トリプス属
の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、ハナアザミウマ属の一種（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌ
ｌａ　ｓｐｐ．）、テトラニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ミズ
ス属の一種（Ｍｙｚｕｓ　ｓｐ．）を防除するために石果に用いられ得る。本発明の混合
物は、スキルトトリプス属の一種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、トリプス属
の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、ハナアザミウマ属の一種（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌ
ｌａ　ｓｐｐ．）、テトラニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ミズ
ス属の一種（Ｍｙｚｕｓ　ｓｐ）を防除するために石果に好ましく用いられる。
【０１９７】
　本発明の組み合わせの適用量は、利用される化合物；例えば植物、土壌もしくは種子な
どの処理対象；例えば吹付け、散粉または種子粉衣などの処理タイプ；例えば予防的もし
くは治療的などの処理目的；防除されるべき有害生物タイプ、または、適用時期などの種
々の要因に応じることとなる。
【０１９８】
　本発明はまた、耐性管理に好適な混合物を提供する。特に、本発明に係る混合物は、ネ
オニオコチノイド殺虫剤に耐性である、アブラムシ（例えばミズス属の一種（Ｍｙｚｕｓ
　ｓｐｐ））などの例えば半翅目（Ｈｅｍｉｐｔｅｒａ）といった昆虫の防除に好適であ
る。この方法は、前記ネオニオコチノイド耐性昆虫に本発明に係る混合物を適用するステ
ップを含む。
【０１９９】
　本発明の混合物は、：エンドウヒゲナガアブラムシ（Ａｃｙｒｔｈｏｓｉｐｈｕｍ　ｐ
ｉｓｕｍ）、ミカンクロアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｃｉｔｒｉｃｏｌａ）、マメアブラム
シ（Ａｐｈｉｓ　ｃｒａｃｃｉｖｏｒａ）、マメクロアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｆａｂａ
ｅ）、ワタアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｆｒａｎｇｕｌａｅ）、ダイズアブラムシ（Ａｐｈ
ｉｓ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、ワタアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）、アフィ
スナスツリチイ（Ａｐｈｉｓ　ｎａｓｔｕｒｔｉｉ）、ヨーロッパリンゴアブラムシ（Ａ
ｐｈｉｓ　ｐｏｍｉ）、ユキヤナギアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｓｐｉｒａｅｃｏｌａ）、
ジャガイモヒゲナガアブラムシ（Ａｕｌａｃｏｒｔｈｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）、ムギワラギ
クオマルアブラムシ（Ｂｒａｃｈｙｃａｕｄｕｓ　ｈｅｌｉｃｈｒｙｓｉ）、ダイコンア
ブラムシ（Ｂｒｅｖｉｃｏｒｙｎｅ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、ジウラフィスノキシア（Ｄ
ｉｕｒａｐｈｉｓ　ｎｏｘｉａ）、ジサフィスデベクタ（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｄｅｖｅｃ
ｔａ）、ジサフィスプランタギネア（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｐｌａｎｔａｇｉｎｅａ）、リ
ンゴワタムシ（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｌａｎｉｇｅｒｕｍ）、モモコフキアブラムシ（Ｈｙ
ａｌｏｐｔｅｒｕｓ　ｐｒｕｎｉ）、ニセダイコンアブラムシ（Ｌｉｐａｐｈｉｓ　ｅｒ
ｙｓｉｍｉ）、マクロシフウムアベナエ（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ａｖｅｎａｅ）、チ
ューリップヒゲナガアブラムシ（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｅｕｐｈｏｒｂｉａｅ）、イ
バラヒゲナガアブラムシ（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｒｏｓａｅ）、ミズスセラシ（Ｍｙ
ｚｕｓ　ｃｅｒａｓｉ　Ｆ．）、タバコアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ
）、モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）、レタスヒゲナガアブラムシ
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（Ｎａｓｏｎｏｖｉａ　ｒｉｂｉｓｎｉｇｒｉ）、ペムフィグスブルサリウス（Ｐｅｍｐ
ｈｉｇｕｓ　ｂｕｒｓａｒｉｕｓ）、ホップイボアブラムシ（Ｐｈｏｒｏｄｏｎ　ｈｕｍ
ｕｌｉ）、リンゴクビレアブラムシ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｉｎｓｅｒｔｕｍ　
Ｗａ）、トウモロコシアブラムシ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｍａｉｄｉｓ　Ｆｉｔ
ｃｈ）、ロパロシフウムパディ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｐａｄｉ　Ｌ．）、ムギ
ミドリアブラムシ（Ｓｃｈｉｚａｐｈｉｓ　ｇｒａｍｉｎｕｍ　Ｒｏｎｄ．）、シトビオ
ンアヴェナエ（Ｓｉｔｏｂｉｏｎ　ａｖｅｎａｅ）、コミカンアブラムシ（Ｔｏｘｏｐｔ
ｅｒａ　ａｕｒａｎｔｉｉ）、トキソプテラシトリコラ（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｃｉｔｒ
ｉｃｏｌａ）、フィロキセラヴィチフォリア（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｖｉｔｉｆｏｌｉ
ａｅ）、アシルトシホンジロドゥム（Ａｃｙｒｔｈｏｓｉｐｈｏｎ　ｄｉｒｈｏｄｕｍ）
、ジャガイモヒゲナガアブラムシ（Ａｃｙｒｔｈｏｓｉｐｈｏｎ　ｓｏｌａｎｉ）、アフ
ィスホルベシ（Ａｐｈｉｓ　ｆｏｒｂｅｓｉ）、アフィスグロスラリア（Ａｐｈｉｓ　ｇ
ｒｏｓｓｕｌａｒｉａｅ）、アフィスイダエイ（Ａｐｈｉｓ　ｉｄａｅｉ）、アフィスイ
リノイセンシス（Ａｐｈｉｓ　ｉｌｌｉｎｏｉｓｅｎｓｉｓ）、アフィスマイジラディシ
ス（Ａｐｈｉｓ　ｍａｉｄｉｒａｄｉｃｉｓ）、アフィスルボルム（Ａｐｈｉｓ　ｒｕｂ
ｏｒｕｍ）、アフィスシュネイデリ（Ａｐｈｉｓ　ｓｃｈｎｅｉｄｅｒｉ）、ブラキカウ
ズスペルシカエコラ（Ｂｒａｃｈｙｃａｕｄｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅｃｏｌａ）、ニンジ
ンフタオアブラムシ（Ｃａｖａｒｉｅｌｌａ　ａｅｇｏｐｏｄｉｉ　Ｓｃｏｐ．）、クリ
プトマイズスガレオプシディス（Ｃｒｙｐｔｏｍｙｚｕｓ　ｇａｌｅｏｐｓｉｄｉｓ）、
クリプトミズスリビス（Ｃｒｙｐｔｏｍｙｚｕｓ　ｒｉｂｉｓ）、ヒアダフィスシュード
ブラシカエ（Ｈｙａｄａｐｈｉｓ　ｐｓｅｕｄｏｂｒａｓｓｉｃａｅ）、ヒアロプテルス
アミグダリ（Ｈｙａｌｏｐｔｅｒｕｓ　ａｍｙｇｄａｌｉ）、ヒペロミズスパリズス（Ｈ
ｙｐｅｒｏｍｙｚｕｓ　ｐａｌｌｉｄｕｓ）、キクヒメヒゲナガアブラムシ（Ｍａｃｒｏ
ｓｉｐｈｏｎｉｅｌｌａ　ｓａｎｂｏｒｎｉ）、ムギウスイロアブラムシ（Ｍｅｔｏｐｏ
ｌｏｐｈｉｕｍ　ｄｉｒｈｏｄｕｍ）、リンゴコブアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｍａｌｉｓ
ｕｃｔｕｓ）、カワリコブアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｖａｒｉａｎｓ）、ネオトキソプテ
ラ属の一種（Ｎｅｏｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｓｐ）、ナシミドリオオアブラムシ（Ｎｉｐｐ
ｏｌａｃｈｎｕｓ　ｐｉｒｉ　Ｍａｔｓ．）、オレグマラニゲラゼンター（Ｏｒｅｇｍａ
　ｌａｎｉｇｅｒａ　Ｚｅｈｎｔｅｒ）、ロパロシフムフィチイ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐ
ｈｕｍ　ｆｉｔｃｈｉｉ　Ｓａｎｄ．）、クワイクビレアブラムシ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉ
ｐｈｕｍ　ｎｙｍｐｈａｅａｅ）、ロパロシフムサッカリ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ
　ｓａｃｃｈａｒｉ　Ｚｅ）、サッパフィスピリコラ（Ｓａｐｐａｐｈｉｓ　ｐｉｒｉｃ
ｏｌａ　Ｏｋａｍ．＋Ｔ）、ナシノアブラムシ（Ｓｃｈｉｚａｐｈｉｓ　ｐｉｒｉｃｏｌ
ａ）、トキソプテラテオブロマエ（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｔｈｅｏｂｒｏｍａｅ　Ｓｃｈ
）、および、フィロキセラコッシネア（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｃｏｃｃｉｎｅａ）、ス
パイラリングコナジラミ（Ａｌｅｕｒｏｄｉｃｕｓ　ｄｉｓｐｅｒｓｕｓ）、ミカントゲ
コナジラミ（Ａｌｅｕｒｏｃａｎｔｈｕｓ　ｓｐｉｎｉｆｅｒｕｓ）、ミカンクロトゲコ
ナジラミ（Ａｌｅｕｒｏｃａｎｔｈｕｓ　ｗｏｇｌｕｍｉ）、アレウロジクスココイス（
Ａｌｅｕｒｏｄｉｃｕｓ　ｃｏｃｏｉｓ）、アレウロジクスデストルクトル（Ａｌｅｕｒ
ｏｄｉｃｕｓ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、アレウロロブスバロデンシス（Ａｌｅｕｒｏｌ
ｏｂｕｓ　ｂａｒｏｄｅｎｓｉｓ）、アレウロトリキスフロッコスス（Ａｌｅｕｒｏｔｈ
ｒｉｘｕｓ　ｆｌｏｃｃｏｓｕｓ）、タバココナジラミ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ
）、シルバーリーフコナジラミ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ａｒｇｅｎｔｉｆｏｌｌｉ）、ミカン
コナジラミ（Ｄｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｃｉｔｒｉ）、ジアレウロデスシトリホリ（Ｄｉ
ａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｃｉｔｒｉｆｏｌｌｉ）、ヤマモモコナジラミ（Ｐａｒａｂｅｍｉ
ｓｉａ　ｍｙｒｉｃａｅ）、イチゴコナジラミ（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｐａｃｋａ
ｒｄｉ）、トリアレウロデスリシニ（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｒｉｃｉｎｉ）、オン
シツコナジラミ（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｖａｐｏｒａｒｉｏｒｕｍ）、トリアレウ
ロデスバリアビリス（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｖａｒｉａｂｉｌｉｓ）、アゴノセナ
タルギオニイ（Ａｇｏｎｏｓｃｅｎａ　ｔａｒｇｉｏｎｉｉ）、バクテリセラコッケレリ
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（Ｂａｃｔｅｒｉｃｅｒａ　ｃｏｃｋｅｒｅｌｌｉ）、カコプシラピリ（Ｃａｃｏｐｓｙ
ｌｌａ　ｐｙｒｉ）、カコプシラピリコラ（Ｃａｃｏｐｓｙｌｌａ　ｐｙｒｉｃｏｌａ）
、カコプシラピリスガ（Ｃａｃｏｐｓｙｌｌａ　ｐｙｒｉｓｕｇａ）、ミカンキジラミ（
Ｄｉａｐｈｏｒｉｎａ　ｃｉｔｒｉ）、グリカスピスブリンブレコンベイ（Ｇｌｙｃａｓ
ｐｉｓ　ｂｒｉｍｂｌｅｃｏｍｂｅｉ）、パラトリオザコッケレリ（Ｐａｒａｔｒｉｏｚ
ａ　ｃｏｃｋｅｒｅｌｌｉ）、柑橘キジラミ（Ｔｒｏｚａ　ｅｒｙｔｒｅａｅ）、フタテ
ンミドリヒメヨコバイ（Ａｍａｒａｓｃａ　ｂｉｇｕｔｔｕｌａ　ｂｉｇｕｔｔｕｌａ）
、アムリトズスアトキンソニ（Ａｍｒｉｔｏｄｕｓ　ａｔｋｉｎｓｏｎｉ）、オオヨコバ
イ（Ｃｉｃａｄｅｌｌａ　ｖｉｒｉｄｉｓ）、シカズリナムビラ（Ｃｉｃａｄｕｌｉｎａ
　ｍｂｉｌａ）、シロオオヨコバイ（Ｃｏｆａｎａ　ｓｐｅｃｔｒａ）、ダルブルスマイ
ジス（Ｄａｌｂｕｌｕｓ　ｍａｉｄｉｓ）、エムポアスカデセデンス（Ｅｍｐｏａｓｃａ
　ｄｅｃｅｄｅｎｓ）、エムポアスカビグツラ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｂｉｇｕｔｔｕｌａ
）、ジャガイモヒメヨコバイ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｆａｂａｅ）、エムポアスカビチス（
Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｖｉｔｉｓ）、エムポアスカパパイヤ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｐａｐａ
ｙａ）、リュウガンズキンヨコバイ（Ｉｄｉｏｓｃｏｐｕｓ　ｃｌｙｐｅａｌｉｓ）、ヤ
コビアスカリビカ（Ｊａｃｏｂｉａｓｃａ　ｌｙｂｉｃａ）、ヒメトビウンカ（Ｌａｏｄ
ｅｌｐｈａｘ　ｓｔｒｉａｔｅｌｌｕｓ）、ミンズスクルズス（Ｍｙｎｄｕｓ　ｃｒｕｄ
ｕｓ）、タイワンツマグロヨコバイ（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ）、
ツマグロヨコバイ（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｃｉｎｃｔｉｃｅｐｓ）、トビイロウンカ
（Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ）、トウモロコシウンカ（Ｐｅｒｅｇｒｉｎｕ
ｓ　ｍａｉｄｉｓ）、クロフツノウンカ（Ｐｅｒｋｉｎｓｉｅｌｌａ　ｓａｃｃｈａｒｉ
ｃｉｄａ）、ペルキンシエラヴァスタトリクス（Ｐｅｒｋｉｎｓｉｅｌｌａ　ｖａｓｔａ
ｔｒｉｘ）、イナズマヨコバイ（Ｒｅｃｉｌｉａ　ｄｏｒｓａｌｉｓ）、セジロウンカ（
Ｓｏｇａｔｅｌｌａ　ｆｕｒｃｉｆｅｒａ）、タロファガスプロセルピナ（Ｔａｒｏｐｈ
ａｇｕｓ　Ｐｒｏｓｅｒｐｉｎａ）、ジギナフラミゲラ（Ｚｙｇｉｎａ　ｆｌａｍｍｉｇ
ｅｒａ）、アカントコリススカブラトル（Ａｃａｎｔｈｏｃｏｒｉｓ　ｓｃａｂｒａｔｏ
ｒ）、ウススジカスミカメ（Ａｄｅｌｐｈｏｃｏｒｉｓ　ｌｉｎｅｏｌａｔｕｓ）、アン
ブリペルタニチダ（Ａｍｂｌｙｐｅｌｔａ　ｎｉｔｉｄａ）、バチコエリアタラシナ（Ｂ
ａｔｈｙｃｏｅｌｉａ　ｔｈａｌａｓｓｉｎａ）、アメリカコバネナガカメムシ（Ｂｌｉ
ｓｓｕｓ　ｌｅｕｃｏｐｔｅｒｕｓ）、クラビグララトメントシコリス（Ｃｌａｖｉｇｒ
ａｌｌａ　ｔｏｍｅｎｔｏｓｉｃｏｌｌｉｓ）、エデッサメディタブンダ（Ｅｄｅｓｓａ
　ｍｅｄｉｔａｂｕｎｄａ）、ヒメナガメ（Ｅｕｒｙｄｅｍａ　ｐｕｌｃｈｒｕｍ）、ナ
ガメ（Ｅｕｒｙｄｅｍａ　ｒｕｇｏｓｕｍ）、エウリガステルマウラ（Ｅｕｒｙｇａｓｔ
ｅｒ　ｍａｕｒａ）、ユーチスツスセルブス（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｓｅｒｖｕｓ）、
ユースチスツストリスチグムス（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｔｒｉｓｔｉｇｍｕｓ）、ユー
スキスツスヘロス（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓ）、ヘロペルチスアントニイ（Ｈ
ｅｌｏｐｅｌｔｉｓ　ａｎｔｏｎｉｉ）、ホルシアスノビレルス（Ｈｏｒｃｉａｓ　ｎｏ
ｂｉｌｅｌｌｕｓ）、ホソクモヘリカメムシ（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ａｃｕｔａ）、
リグスリネオラリス（Ｌｙｇｕｓ　ｌｉｎｅｏｌａｒｉｓ）、リグスヘスペルス（Ｌｙｇ
ｕｓ　ｈｅｓｐｅｒｕｓ）、ムルガンチアヒストリオニク（Ｍｕｒｇａｎｔｉａ　ｈｉｓ
ｔｒｉｏｎｉｃ）、タバコカスミカメ（Ｎｅｓｉｄｉｏｃｏｒｉｓ　ｔｅｎｕｉｓ）、ミ
ナミアオカメムシ（Ｎｅｚａｒａ　ｖｉｒｉｄｕｌａ）、オエバルスインスラリス（Ｏｅ
ｂａｌｕｓ　ｉｎｓｕｌａｒｉｓ）、マラヤイネクロカメムシ（Ｓｃｏｔｉｎｏｐｈａｒ
ａ　ｃｏａｒｃｔａｔａ）などの半翅目（Ｈｅｍｉｐｔｅｒａ）のネオニオコチノイド耐
性昆虫（および、昆虫におけるネオニオコチノイド耐性）の防除に特に適用可能である。
【０２００】
　ネオニオコチノイド耐性半翅目（Ｈｅｍｉｐｔｅｒａ）の特定の例としては、タバココ
ナジラミ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）、モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒ
ｓｉｃａｅ）、トビイロウンカ（Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ）、ワタアブラ
ムシ（Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）、オンシツコナジラミ（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅ
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ｓ　ｖａｐｏｒａｒｉｏｒｕｍ）、バクテリセラコッケレリ（Ｂａｃｔｅｒｉｃｅｒａ　
ｃｏｃｋｅｒｅｌｌｉ）が挙げられる。
【０２０１】
　好ましくは、ネオニオコチノイド耐性昆虫は、例として、アシルトシフムピスム（Ａｃ
ｙｒｔｈｏｓｉｐｈｕｍ　ｐｉｓｕｍ）、ミカンクロアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｃｉｔｒ
ｉｃｏｌａ）、マメアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｃｒａｃｃｉｖｏｒａ）、マメクロアブラ
ムシ（Ａｐｈｉｓ　ｆａｂａｅ）、ワタアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｆｒａｎｇｕｌａｅ）
、ダイズアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、ワタアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　
ｇｏｓｓｙｐｉｉ）、アフィスナスツリチイ（Ａｐｈｉｓ　ｎａｓｔｕｒｔｉｉ）、ヨー
ロッパリンゴアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｐｏｍｉ）、ユキヤナギアブラムシ（Ａｐｈｉｓ
　ｓｐｉｒａｅｃｏｌａ）、ジャガイモヒゲナガアブラムシ（Ａｕｌａｃｏｒｔｈｕｍ　
ｓｏｌａｎｉ）、ムギワラギクオマルアブラムシ（Ｂｒａｃｈｙｃａｕｄｕｓ　ｈｅｌｉ
ｃｈｒｙｓｉ）、ダイコンアブラムシ（Ｂｒｅｖｉｃｏｒｙｎｅ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）
、ジウラフィスノキシア（Ｄｉｕｒａｐｈｉｓ　ｎｏｘｉａ）、ジサフィスデベクタ（Ｄ
ｙｓａｐｈｉｓ　ｄｅｖｅｃｔａ）、ジサフィスプランタギネア（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｐ
ｌａｎｔａｇｉｎｅａ）、リンゴワタムシ（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｌａｎｉｇｅｒｕｍ）、
モモコフキアブラムシ（Ｈｙａｌｏｐｔｅｒｕｓ　ｐｒｕｎｉ）、ニセダイコンアブラム
シ（Ｌｉｐａｐｈｉｓ　ｅｒｙｓｉｍｉ）、マクロシフウムアベナエ（Ｍａｃｒｏｓｉｐ
ｈｕｍ　ａｖｅｎａｅ）、チューリップヒゲナガアブラムシ（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　
ｅｕｐｈｏｒｂｉａｅ）、イバラヒゲナガアブラムシ、ミズスセラシ（Ｍｙｚｕｓ　ｃｅ
ｒａｓｉ　Ｆ．）、タバコアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ）、モモアカ
アブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）、レタスヒゲナガアブラムシ（Ｎａｓｏｎ
ｏｖｉａ　ｒｉｂｉｓｎｉｇｒｉ）、ペムフィグスブルサリウス（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　
ｂｕｒｓａｒｉｕｓ）、ホップイボアブラムシ（Ｐｈｏｒｏｄｏｎ　ｈｕｍｕｌｉ）、リ
ンゴクビレアブラムシ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｉｎｓｅｒｔｕｍ　Ｗａ）、トウ
モロコシアブラムシ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｍａｉｄｉｓ　Ｆｉｔｃｈ）、ロパ
ロシフウムパディ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｐａｄｉ　Ｌ．）、ムギミドリアブラ
ムシ（Ｓｃｈｉｚａｐｈｉｓ　ｇｒａｍｉｎｕｍ　Ｒｏｎｄ．）、シトビオンアヴェナエ
（Ｓｉｔｏｂｉｏｎ　ａｖｅｎａｅ）、コミカンアブラムシ（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ａｕ
ｒａｎｔｉｉ）、トキソプテラシトリコラ（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｃｉｔｒｉｃｏｌａ）
、フィロキセラヴィチフォリア（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｖｉｔｉｆｏｌｉａｅ）、タバ
ココナジラミ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）、モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐ
ｅｒｓｉｃａｅ）、トビイロウンカ（Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ）、ワタア
ブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）、オンシツコナジラミ（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏ
ｄｅｓ　ｖａｐｏｒａｒｉｏｒｕｍ）、バクテリセラコッケレリ（Ｂａｃｔｅｒｉｃｅｒ
ａ　ｃｏｃｋｅｒｅｌｌｉ）の１種または複数種である。
【０２０２】
　より好ましくは、ネオニオコチノイド耐性昆虫は、例として、タバココナジラミ（Ｂｅ
ｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）、モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）、
トビイロウンカ（Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ）、ワタアブラムシ（Ａｐｈｉ
ｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）、オンシツコナジラミ（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｖａｐｏｒ
ａｒｉｏｒｕｍ）、バクテリセラコッケレリ（Ｂａｃｔｅｒｉｃｅｒａ　ｃｏｃｋｅｒｅ
ｌｌｉ）の１種または複数種である。
【０２０３】
　本発明の方法は、有用な植物、その生息地もしくはその繁殖体に、コン式（Ｉ）および
１種または複数種のポリシロキサンを、混和物で、または、別々に、有効な総量で適用す
るステップを含む。
【０２０４】
　本発明に係る組み合わせは浸透作用を有しており、葉面、および土壌処理有害生物防除
剤として用いられることが可能である。
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【０２０５】
　本発明に係る組成物および併用パックでは、異なる有用な植物における植物または植物
の一部（果実、花、葉、茎、塊茎、根）に発生する有害生物を阻害もしくは駆除すること
が可能であると同時に、その後に成長する植物の一部も有害生物による被害から保護され
ている。
【０２０６】
　本発明の組成物および併用パックは、種々の有用な植物もしくはその種子、特に、ジャ
ガイモ、タバコおよびサトウダイコン、および、コムギ、ライ麦、オオムギ、カラスムギ
、イネ、トウモロコシ、芝生、綿、ダイズ、油種子セイヨウアブラナ、豆作物、ヒマワリ
、コーヒー、サトウキビ、園芸およびブドウ栽培における果実および観賞用植物などの農
作物、キュウリ、インゲンマメおよびウリ科植物などの野菜における有害生物の防除が特
に対象とされる。
【０２０７】
　本発明に係る組成物および併用パックは、有害生物、有用な植物、その生息地、その繁
殖体、植物および／もしくは自然のライフサイクルから取り入れられた動物由来の天然物
質、ならびに／または、その改良形態、または、有害生物の被害により脅かされている産
業用材料を有効な量の式（Ｉ）の化合物およびポリシロキサン（例えば式（ＩＩ）に係る
もの）の組成物および併用パックで処理することにより適用される。
【０２０８】
　本発明に係る組成物または併用パックは、有用な植物、その繁殖体、植物および／もし
くは自然のライフサイクルから取り入れられた動物由来の天然物質、および／または、そ
の改良形態、または、産業用材料の有害生物による感染もしくは汚染の前もしくは後に適
用され得る。
【０２０９】
　本発明に係る組成物または併用パックは、農業、園芸および森林における有用な植物に
、または、果実、花、群葉、茎、塊茎もしくは根などの有用な植物の器官に、ならびに、
いくつかの事例においては、さらにはこれらの有害生物から保護され続ける期間の後の時
点で形成される有用な植物の器官に発生する上記タイプの有害生物を防除する（すなわち
、抑えるまたは駆除する）ために用いられることが可能である。
【０２１０】
　本発明に係る配合物およびその調製プロセスが一例として以下に記載されているが、本
発明が、これらの例示的な実施形態に限定されると見なされることはない。
【０２１１】
　範囲、一般式または化合物分類が以下に記載されているが、これらは、対応する範囲ま
たは明記されている化合物の群を包含するのみならず、個別の値（範囲）もしくは化合物
を除くことにより得ることが可能であるすべての部分範囲および化合物の部分の群も包含
することが意図されている。
【実施例】
【０２１２】
　以下の実施例は、本発明の式（Ｉ）に係る化合物
【化１４】
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（式中、Ａはメチルであり、ｍは１であり、ｎは１であり、Ｘメチルであり、Ｙはオルト
位にあると共にメチルであり、Ｚはパラ位にあると共にクロロであり、Ｇは－（Ｃ＝Ｏ）
ＯＣＨ2ＣＨ3であり、Ｒはメチルである）を伴って行われる。この化合物は、以下におい
て化合物（Ｃ）と称される。
【０２１３】
１．テストシステム「ハクサイにおける効力－アブラムシ（モモアカアブラムシ（Ｍｙｚ
ｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ））の防除」
　異なる市販されている補助剤と組み合わせてＳＣ配合物として配合した化合物（Ｃ）の
有効性をこのテストにおいて評価した。テストは「移行性テスト」としてセットアップし
、すなわち成熟した水平に露出したハクサイ植物の葉の上面に、２０ｇ　ＡＩ／ｈａの量
で噴霧した。適用直後（２ｈ　ＡＡ）、モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃ
ａｅ）の混合個体群を、適用済みの葉の裏面に外寄生させた。処理あたり３組の植物を、
温室条件（２２℃、１４時間の明時間、約６０％相対湿度）下で保持した。移行性効力（
アブラムシ死亡率）を、６ＤＡＡにＡｂｂｏｔｔの式を用いて算出した。結果（３回の反
復の平均）を表１に示す。
【０２１４】
【表１】

【０２１５】
　Ｂｒｅａｋｔｈｒｕ　Ｓ２３３およびＳ２４０は、本発明に係るポリシロキサンタンク
混合補助剤である。特に、Ｂｒｅａｋｔｈｒｕ（登録商標）Ｓ２３３はノニオン性トリシ
ロキサンであり、および、Ｂｒｅａｋｔｈｒｕ（登録商標）Ｓ２４０はポリエーテル変性
トリシロキサンである。
【０２１６】
　Ｇｅｒｏｐｏｎ（登録商標）ＤＯＳ－ＰＧは、Ｒｈｏｄｉａ製のグリコール水溶液中の
ジオクチルスルホコハク酸ナトリウムである
Ｔｒｅｎｄ　９０（登録商標）＝ＤｕＰｏｎｔ製イソデシルアルコールエトキシレート（
ノニオン性有機界面活性剤）
ＥＷ４００＝ナタネ油メチルエステルのエマルジョン（エステル化植物油）。ここでは、
これが標準として用いられる。
Ａｔｐｌｕｓ　４６３（登録商標）＝６０％パラフィン油、４０％　ＰＯＥ－オレイン酸
ソルビトール、ＰＯＥ－トリデシルアルコール（鉱油）
Ａｃｔｉｒｏｂ　Ｂ（登録商標）＝９５．２％ｗ／ｗナタネ油メチルエステル（エステル
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【０２１７】
　補助剤の不在下では、移行性アブラムシの防除は劣っていたが、一方で、補助剤を追加
した結果、すべての補助剤でアブラムシが完全に防除された。従って、葉の下面で摂食す
るアブラムシの防除に関して、補助剤が有効な化合物の移行性効力の向上に必須であるこ
とが理解可能である。
【０２１８】
２．テストシステム「キャベツ－作物に対する安全性（殺草性）」
　異なる市販されている補助剤と組み合わせてＳＣ配合物として配合した化合物（Ｃ）の
作物に対する安全性をハクサイ植物で評価した。このテストはテスト１と平行して行い、
植物の質は同等であった。対応するテスト溶液を、植物全体に、テスト１における効力量
よりも１０倍多い２００ｇ　ＡＩ／ｈａの量で噴霧した。また、補助剤単独（活性処方成
分を含まない）での作物に対する安全性を評価して、これらが本質的に植物において植物
毒性反応を生じさせないことを示した。ブランク配合物（活性処方成分を含まない）中の
補助剤の量は、対応するＡＩ量に調節した。７ＤＡＡおよび１４ＤＡＡに、処理した群葉
を植物毒性の徴候について評価した。この期間の間に、処理あたり３組の植物を温室条件
（２５℃、１４時間の明時間、約６０％相対湿度）下に保持した。殺草性を葉１枚当たり
の患部面積として評価した：０％は植物毒性徴候が検出可能ではなかったことを意味し、
５０％は、葉の面積の半分が病変等といった植物毒性反応を示したことを意味する。
【０２１９】
　タンク混合補助剤単独の殺草性に係る結果の平均を表２に示す。
【０２２０】
【表２】

【０２２１】
　表２においては、補助剤は、単独では、植物においていかなる植物毒性反応も生じさせ
ないことが分かる。
【０２２２】
　化合物（Ｃ）と混合した異なるタンク混合補助剤の殺草性に係る結果の平均を表３に示
す。
【０２２３】
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【０２２４】
　意外なことに、２００ｇ　ＡＩ／ｈａと量が多い場合には、本発明の組成物と、Ｂｒｅ
ａｋｔｈｒｕ　Ｓ２３３およびＳ２４０ポリシロキサン補助剤、ならびに、Ｔｒｅｎｄ（
登録商標）９０およびＧｅｒｏｐｏｎ（登録商標）ＤＯＳ－ＰＧ補助剤とを除き、すべて
の組成物が、これらの温室で栽培されている植物に対して許容可能ではないレベルの殺草
性を示した。上記の実施例１において示されているとおり、ポリシロキサン補助剤と式（
Ｉ）に係る化合物との組み合わせは殺草性をほとんど示さなかったのみならず、同時に、
有害生物に対しても優れた効力をもたらしていた（表１）ため、これはきわめて意外であ
る。他の補助剤によって観察されているとおり、高い効力は植物毒性に係る高いリスクと
しても言い換えられるであろうと予想されていたであろう。これらのきわめて効果的な組
成物の作物に対する安全性の増大はまさに注目に値するものであり、当業者によって予見
可能なものではなかった。
【０２２５】
　最も好ましい補助剤は、Ｂｒｅａｋｔｈｒｕ　Ｓ２３３およびＳ２４０ポリシロキサン
補助剤であり、これらは、本発明のテトラミン酸化合物と併用されて、驚くほどに最低限
の殺草性と、最良の効力をもたらす。
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